
        
            
                
            
        

    

























































魔王の娘だと疑われてタイヘンです！

LV.2 今度は聖王の娘だと疑われました！
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　静かな湖面に水鳥が起こした波紋が広がっていくように、その眩まばゆくも優しい光は彼女の中を満たしていった。

　いつからだろう、この光が私を照らしてくれていたのは。

　私を包み、その温ぬくもりを与えてくれていたのは。

　私はずっとこの存在に見守られていた。

　この温かな愛情に護まもられていた。

　それは、私の──。




「……朝……？　ふぁああ……」

　フランソワーズ・フラヴィニーは温かなベッドの中で目を覚ますと、彼女にしては大きなあくびを一つした。

　身を起こすと、身体からだの各部がキシキシと悲鳴をあげて、彼女は顔をしかめる。

「昨日きのう一日ほとんど寝て過ごしたのに、まだちょっと痛い……」

　そう独りごちて、フランは一昨日おとといのことを思い返した。

　スカウティアのこと。カナーンのこと。魔物たちの軍勢のこと。

　そして、エリナが見せた不可思議な魔法の力のこと……。

　それから──。

「私が神聖魔法を使えるようになっちゃったこと……」

　思い返しただけで、心臓がドキドキと大きく動きだす。

　昨日も何度も思い返して、その度に胸をドキドキさせていた。

「慈愛と癒いやしの神リデルアムウァよ、感謝いたします……」

　あのとき神聖魔法に目覚めていなかったらどうなっていたか。

　自分のおかげでみんなが助かったとは思わない。

　エリナならきっと、私が神聖魔法に目覚めていなくても、なんとかしてくれたに違いない。

　だけど、でも。

「私が、エリナの力になれた。それが一番嬉うれしい……」

　何度思い返しても、その嬉しさがこみあげてくる。

　その思いをこめてぎゅっと胸むな元もとで両手を組み合わせた。

「……よし。起きよう」

　そうしてフランはベッドから脚をおろし、未いまだキシキシと筋肉が痛むその脚に再び顔をしかめつつ、朝食の匂においが漂うダイニングへと向かった。

「おはよう、フラン。もう疲れの方は大丈夫かい？　なんだったら、今日きょうも学院をお休みしてしまっていいからね？」

「おはよう、お母さん。まだちょっと脚が筋肉痛だけど、これくらいなら大丈夫かな」

　フランはそう言いつつ、母親にそっと抱きついた。

「ん？　どうしたんだい？」

「ちょっとだけ甘えたくて。はぁ、あったかい……」

「ふふふ。あんなことがあったんだ。好きなだけ甘えていいんだよ」

「うん、ありがとう、お母さん」

　母親の胸元に数秒顔をうずめてから、フランは食卓に着く。

「あれ？　お父さんは？」

「お父さんは街の人たちと一緒に山の方に見回りに行ってるよ。ロミリア様が言うにはもう魔物の気配はないそうだけど、山の中自体がずいぶん荒らされてしまったみたいだからね」

「あ、そうなんだ。そっか……」

　フランは、ジントロルが大きな木を何本も投げつけてきたことを思い出した。

　そもそもあの巨大な魔物が通っただけでも、小さな木は片っ端からへし折られ、なぎ倒されていたのだ。

　通常使う山道の方も、そのままでは通行可能かどうかも怪しいところだろう。

　ジントロルの猛攻を目まの当あたりにしたフランにはすぐに理解できたことだったが、そのことは口に出さないでおいた。

　普通に考えたら、十二歳の少女たち三人が生きて帰れるはずのない状況にあったのだ。

　心優しい両親を無駄に心配させたくない。

　フランはそんな考えから、エリナ班は魔物たちの軍勢を上う手まいこと避けて山を下りてきたのだと説明していた。

　隠れてやりすごしたり、遠回りしていたから、最後になってしまったのだと。

　だから、自分が神聖魔法に目覚めたことも、まだ話してはいなかった。

「さぁ、用意できたよ。たんとお食べ」

「ありがとう、お母さん」

　母親の用意してくれた朝食を前に、フランは両手を組む。

「慈愛と癒しの神リデルアムウァよ。今日の糧かてを得られたことを感謝いたします」

　母親の作ってくれた美お味いしい朝ごはんに舌した鼓つづみを打つ。

　みんなが温かく自分を包んでくれている。

　エリナも、カナーンも、両親も、そして神様も。

　フランはその幸せを深く深く嚙かみしめていた。
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「ペトラ！　いい加減にしなさい！」

　朝。

　プレツィター家では、ペトラが父親であるパヴェル・プレツィターに無理矢理ベッドから引きずり出されて、我が身の不幸を嘆いているところだった。

　ペトラはまだ十二歳を迎えたばかりの少女である。

　その少女が五メルトを越えるような巨大なトロールに襲われ、運よく傷らしい傷一つ負わずに帰ってきて、まだ二日。いや、二晩を越したところだから一日半。

　いくら身体からだに問題がないとは言え、あんな恐ろしい目にあったのだ。

　もう少し心の回復をする時間をくれてもいいのではないだろうか。

　ペトラは、そんな不満を露あらわに父を睨ねめつける。

　だが、そんな視線を受けて、そら見たことかとパヴェルは笑った。

「それだけ強く睨にらみつけることができるなら問題ないな。どんな魔物が出てきたって裸足はだしで逃げていくだろうさ」

　ペトラは父親の言葉に口をすぼませる。

「その様子じゃ、おまえがベッドに籠こもっていたい理由は、魔物が怖いからというわけじゃなさそうだな」

「な」

　図星を突かれて絶句するペトラ。

「おまえたちが酷ひどい悪さをしたというのも聞いている。が、それを怒られたくないというのもペトラらしい理由じゃない」

　パヴェルは若くしてプレツィター商会を興おこした商才溢あふれる男である。

　魔王軍の脅威に人々が怯おびえる中、これを商機とみて、他ほかの行商人も避けるような危地を行き来して、富と信頼を得ることに成功した。

　それはさらに数々の大きな取引を成功させることに繫つながり、今ではブレナリア国内は元より国外の貴族にも得意の取引先があるという状態となっていた。

　まだ十二歳のペトラでは、そんなパヴェルの前で噓うそをつくことはもちろん、ちょっとした隠しごとだってできるはずはない。

「悩みがあるんだな？　それも、おまえの人生ではじめてぶち当たった大きな悩みだ」


「…………」



　ペトラは仕方なしに小さくうなずいた。

「よし。ならば大いに悩め！」

　満面の笑みで父は言う。

「だが、内に籠もるのはダメだ。そして、表に出る以上、プレツィター家の者として恥ずかしい真ま似ねはするな」

「くっ……」

　その理り不ふ尽じんにペトラは歯は嚙がみするが、父はニヤリと口の端をひん曲げるだけだ。

　父の功績は知っている。従業員や得意先の信頼が厚いことも知っている。自分自身もそんな父を誇りに思い、深く尊敬もしている。

「それとも、『私はこんなに情けない人間です』と宣伝して歩くか？」

「そんなの絶対にお断りです！」

　だが、こういうところは本当に嫌いだ。実に腹立たしい。

　そんな風に思うペトラである。

「ハッハッハ、元気が出たな、ペトラ。その意気だ。できればしばらくの間、家の中でもそうやってしゃんとしていてくれ。大切なお客様をお迎えするのでな」

「大切なお客様……？　そう言えば、そんなことをおっしゃっていましたわね」

「大変高貴なお方だが、少し訳ありでな。我が家の客間にお泊まりいただくことになった。今日きょうにも着く予定になっている。粗相のないようにな。頼んだぞ、ペトラ」

「かしこまりました、お父さま」




「お嬢様はあんな恐ろしい目にあいましたのに、旦だん那な様も厳しいお方ですね……」

「大変だったのにねー」

　パニーラとプルムの同情の声を受けつつ、ペトラはノクトベル聖学院に足を向ける。

　常に身体の中心線を意識し、頭もむやみに動かさない。動かすときは常に平行を保ち、やはり中心線はずらさない。足はつま先までピンと伸ばすことを意識して、スッスッと軽かろやかかつ優雅に出す。

　マナーの講師に何度も注意されながら覚えた気品ある歩き方だ。

　そう、わたくしはプレツィター家の娘、ペトラ・プレツィター。

　大丈夫、外で恥ずかしいところなど決して見せたりしない。

　そう思うのだが、学院に近づくにつれ、ペトラは妙に動どう悸きが激しくなっていくのを感じていた。

　気を遣つかっているのだろう。パニーラとプルムがしきりになにか話しかけてくれているのがわかったが、動悸の方が気になって、彼女たちの話は右から左へと耳を素通りしていってしまう。

　学院にはエリナがいるのだ。

　思い出しただけでも背筋が凍るような、あの恐ろしいトロールから自分を救い出してくれたエリナ。

　いつも意地悪していたわたくしを、どうしてエリナは命がけで助けてくれたりしたのだろう。

　今までのことを謝らなければいけない。いや、それよりも先に、助けてくれたことへの感謝を伝えないといけない。好き。いやでもその前に、スカウティアの地図をすり替えたことを謝らないと。そもそもわたくしはなんであんなことをしてしまったのか。なんでエリナを腹立たしく思うようになってしまったのか。

「エリナたちですよ」

「ふぇっ!?」

　それまでまったく聞こえていなかったパニーラの声が、その単語によって急にペトラの耳へと飛び込んできた。

　彼女の驚いた声に驚いたパニーラとプルムを差しおいて、ペトラはエリナの姿を捜す。

　いた。

　エリナの金色の髪はペトラの目の端に入っただけで即座に認識される。

　その視線に気がついたのか、エリナが振り返り、その視線をペトラと合わせた。

　ドクン。

　大きく心臓が跳ねた。

　ありがとうと言わなければ。ごめんなさいと言わなければ。それより先におはようと言わなければいけないだろうか。

　とにかくなにかを言わなければと口を開いたが、餌えさをねだる魚のようにパクパクと開閉しただけだった。

　そんなペトラに、エリナの方から声をかけてきた。

「ペトラ！　よかったー！　怪け我がはないって聞いてたけどちょっと心配してたんだー！」

　その屈くっ託たくのない言葉にペトラは目を見開く。

　わたくしはいつもあなたを小こ馬ば鹿かにしてあなたに意地悪をしているペトラなのよ？　それとも、それを意地悪だとも思われてないくらいわたくしはエリナにとってどうでもいい存在なの？　あ、でも、心配はしてくれてる。わたくし、エリナに心配してもらえているんだわ。

「ペトラ？」

「あ、あぅ、あ、あり、えり、す、ご、ご、ご」

　頭の中の混乱がそのまま口から出ようとして出られていない。

　そんなペトラの様子に、エリナはきょとんとして首を傾かしげた。

「ご？」

　その瞬間、ペトラは突然麻ま痺ひから回復したように動きだす。


「～～～～～～～～～～っ！　ごめんあそばせ！　行きますわよ！　パニーラ！　プルム！」



「は、はい！　お嬢様！」

「行きますー」

　そして、エリナたちの横を猛烈な勢いで通りすぎていった。







「……ペトラ、逃げちゃったね」

　残されたエリナはぽかーんとして呟つぶやく。

　そんなエリナにカナーンが苦笑交じりに言った。

「あの子、プライドだけは人一倍高そうだからね。そのプライドに賭かけて助けられたことにはちゃんとお礼を言いたいけど、そのプライドが邪魔して、普段馬鹿にしてるエリナに頭はさげられない。そんなところじゃない？」

「にゃはは、なんかそれっぽい気がする」

　エリナに同意されてカナーンは少し恥ずかしげにうなずいた。

「だとしても、ちゃんとお礼くらいは言うべきだと思うけどね。恩知らずにもほどがあるわ」

「いいっていいって。お礼を言ってほしくて助けたわけじゃないし」

「でも」

「フフフ、でも、すぐに行ってくれてよかったかも」

　カナーンはまだ不満がありそうだったが、フランがにこやかに笑って、両手の上に乗せていた小さな毛の塊をエリナの方に差し向けた。

　毛玉は細い脚で立ちあがるとピヨピヨと涼やかな声で鳴いて、ぴょんとエリナの方に飛びついてくる。

「この子のこと、ペトラたちに見つかってたら、またなにか言われちゃってたかもしれないし」

「だよねー。にゃはは、こら、ヘンなとこ入らないでってば」

　ひよこ（？）はエリナの腕や肩や頭をぴょんぴょんと楽しそうに跳ね回り、その嘴くちばしでちょんちょんとつつき回った。

「……でも、このまま学校に連れていくんでしょう？」

「そうだよね……。結局バレちゃうよね……」

　そんなカナーンとフランに、エリナも困ったように眉まゆを寄せた。

「置いていけないし……っていうか、この子、付いてきちゃいそうだし」

「そう言えば、鳥は卵から孵かえって最初に目にしたものを親だと思うんですって」

「ええっ、じゃあ、わたしがこの子のお母さん!?」

「エリナが産んだ卵だし……」

　フランがなぜかポッと頰ほおを赤くして言う。

「や、産んでないよ、フラン！　魔法で、なんか、出したかもしんないけどっ」

　どう出したかは自分でも皆目見当がつかないため、微妙に歯切れの悪いエリナである。

「ねえ、それより、そろそろ急がないと遅刻しちゃうわ」

「わわ、ホントだ！　走ろっ」

「は、走るの!?　私、まだちょっと脚が」

「山の中よりはよっぽど走りやすいでしょ、フラン」

「そうだけど──ああっ、エリナもう先に行ってる！」

「二人ともはやくー！」

「今行くわ」

「待って──はうっ、筋肉痛がピキピキする～っ」





§　§　§






　サントレーヌ。

　かつて、その名を掲げていた国があった。

　千年の歴史を持つとされる古い国で、その王族は水が属の主神アレキューネから、直接その王権を賜たまわったのだという。

　故ゆえに、代々のサントレーヌの王は、同時にアレキューネを信仰する者たちの頂点ともなり、『聖王』として、崇あがめ敬うやまわれていた。




　聖王を戴いただく、誉ほまれ高き聖王国サントレーヌ。




　だが、魔王はそのサントレーヌに、稲妻のような速さと激しさで侵攻し、その国土を蹂じゅう躙りんしていった。

　魔王軍の侵攻に対し、聖王はその神聖なる力を揮ふるって、最後の最後まで抵抗を続けたのだという。

　しかし──。

　魔王は不可思議な力を以もって大陸全土の者たちに告げた。




『空を見よ』と。




　星が落ちた。

　一つ、また一つ。

　合わせて七つの星が、そのとき落ちたのだと記録されている。




　かくして、聖王国サントレーヌは過去のものとなった。

　サントレーヌの聖都はレーヌ湖という湖の畔ほとりにあったが、王宮や聖都はおろか、そのレーヌ湖すら、湖としての原形を留とどめてはいなかった。

　サントレーヌは国としての体てい裁さいはおろか、国土や国民のほとんどを一夜のうちに失ったのだった。
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「魔王軍によって、はじめに東の島国であるスメラが滅ぼされたとき、大陸の列強諸国はそれほどの大事だとは捉とらえていませんでした」

　ピヨピヨ。

「しかし、こうして七つの星が落ち、サントレーヌが文字通り滅ぼされたことで、各国はそれが大きな間違いであったことに気がつきます」

　ピヨピヨピヨピヨ。

「魔王軍の侵攻は、それまでにもあった国家間の戦争とは一線を画すものだったのです。その大きな違いとは──」

　ピヨッ、ピヨッ、ピヨッ。

「にゅふふ♥　かわいいなぁ、もぉ。ほれほれ」

「エリナっ、エリナっ」

　エリナが指先でひよこと戯たわむれていると、フランが小声でその名を呼んできた。

「ほら、呼んでるよ？　フランも遊びたいって」

「違うからっ」

「ほぇ？」

　なにか強い圧迫感を覚えてエリナが顔をあげると、ヤルミラ先生がすぐそばに立っていて、鬼のような形相でエリナのことを見下ろしていた。

「エリナさん！　なんですか、それは！」

　ヤルミラ先生のその声に、エリナは跳ぶように立ちあがり、直立不動の体勢をとる。

「はいっ！　あのっ、ごめんなさいっ！」

「ごめんなさいではありません！　それはなんなのかと聞いているんです！」

「あのっ、この子は、その」

　エリナも上う手まく説明できないでいるうちに、外野から野次が飛んできた。

「学院にペットを持ち込むのはいけないと思いまーす！」

　クラスの悪ガキ代表、ギルベルトである。

「しょうがないでしょ!?　学校来る途中に急に生まれちゃったんだから！」

「エリナが生んだのかよ!?」

「わたしが生むわけないでしょ!?」

　ピヨピヨピヨピヨ。

「エリナが、生む……」

「フランはなんでそこで反応するのよ……」

「だって……」

　なにを想像したのか、フランとカナーンは顔を真まっ赤かにして俯うつむいていた。

「みなさん、静まりなさい！　エリナさん、説明なさい。急に生まれたとはどういうことですか？」

「えっと、だから、前に魔法の授業のとき、わたしが魔法で出した黒い玉が、実は卵だったみたいで……」

「やっぱりエリナのうんこから生まれたんだ！」

「ギルベルト、あんたねぇっ」

「待って、エリナ」

　ギルベルトの野次にエリナが怒りを露あらわにすると、さっきまで顔を赤くしていたカナーンが真顔になって立ちあがった。

「でもカナちゃん！」

　カナーンは右手の指をワキワキと蠢うごめかせながら言う。

「エリナが手を汚すことなんてないわ。エリナを侮辱した罪、私が永久に後悔させてあげる」

　その殺気だった雰囲気にエリナは自分が怒っていたことも忘れて、恐る恐る尋ねた。

「え、えっと……なに、する気……？」

「もちろん……握り潰つぶすのよ」

「なにを!?」

　エリナはギョッと目を見開き、ギルベルトは顔を青ざめさせて両手で股こ間かんを隠す。

「お黙りなさいと言っているんです！　カナーンさんまでなんです？」

「ですが先生、エリナを侮辱したことは絶対に許されることではありません。握り潰してやらないと」

　ビチリと素手で胡桃くるみの殻からでも砕くだくような仕し草ぐさをするカナーン。

　その気迫にヤルミラ先生も思わずたじろいだ。

「か、カナちゃんっ、カナちゃんもういいからっ」

　今度はギルベルトに怒っていたエリナの方が、カナーンを制止することになった。

　ピヨピヨ。

「うん、エリナなら大丈夫だからね。今は大人おとなしくしてね」

　ひよこはいつの間にかフランがあやしてくれていて、ありがたいと思いつつも、カナーンを一緒に止めてほしかったとも思ってしまうエリナである。

　一方、クラスの何人かは、こんな騒動に口を出さないはずがないペトラたちの動向を気にしていた。

　エリナが槍やり玉だまに挙がっているのだ。ペトラが追い打ちをかけないはずがない。

　だが、そもそもいつものペトラなら、率先してエリナのペット持ち込みを告発しているはずではないか。

「お嬢様、なにもおっしゃらなくてよろしいのですか……？」

　ペトラがなにか言えばそれに追随しようと考えていたパニーラが、とうとう待ちきれなくなって声をかけた。

　その声に、ペトラは一度目を閉じ、再び目を開くと、スッと立ちあがる。

「ヤルミラ先生」

　ついに来たか、とペトラの声に教室内の視線が集まった。

「そのひよこ、魔法の授業で召喚した卵から生まれたものだとか。それが事実なら、そのひよこは『ペット』ではなく『使い魔』と見み做なすべきではないでしょうか」

「ふぇ!?　つ、つかいま？」

　ペトラのその発言に、エリナがパチクリと目をしばたたかせる。

「であるならば、授業の教材として教室への持ち込みも許されるべきもの。ただ、使い魔の主人として、その管理を行き届かせる必要はあるのではないかと思いますわ」

　いや、エリナだけではなかった。

　フランもカナーンも、パニーラもプルムも、ギルベルトや他のクラスメイトたちも、そして、ヤルミラ先生までもがパチクリと目をしばたたかせる中、ペトラはその視線を避けるようにゆっくりと着席し直した。







「ペトラ～！　さっきはありがと～！」

　休み時間になると、エリナはさっそくとばかりにペトラに感謝の言葉を投げかけた。

　エリナのそんな屈託のなさにペトラはギョッとした表情を見せる。

「あ、あなたのためなんかに言ったわけではありませんわ！　前例よ！　前例を作りたかっただけなのです！」

「ぜんれい？」

「わたくしも魔法を扱う者として、いずれは使い魔を使役したいと考えていますから、そのときのためにも教室に使い魔を持ち込む前例を作っておきたかったに過ぎません！　決してエリナ、あなたのためなどではありませんから！」

　ペトラはやけに早口でそう捲まくしたてたが、パニーラやプルムなどは「なるほど。そういうお考えだったのか」と素直にうんうんとうなずいた。

「うん、まあ、よくわかんないけど、結局わたしも助かったから。ありがとう、ペトラ」


「～～～～～～～～！　フンッ、勝手になさい！」



　席から立ちあがり、ペトラはエリナを押しのけて歩き出す。

「お、お嬢様、どちらへ!?」

「わたしも行きますー」

　そうしてペトラたちは教室を出ていってしまった。

「う～ん、やっぱりなんかペトラの様子、おかしいなぁ……」

　ポリポリと後ろ頭を搔かきつつ自分の席に戻ってくるエリナに、やけに不機嫌そうにカナーンが応こたえた。

「ジントロルに捕まえられたときに、頭でも打ったんじゃない？」

「カナちゃん、それ言い過ぎ……」

　カナーンの辛しん辣らつな言葉にエリナもフランも苦笑する。

「だってあの子、エリナに命を助けられたのよ？　それなのにお礼の一つも言えないばかりか、あんなことくらいで逆にエリナからお礼を言われて……恥ずかしくないのかしら」

「でも、恥ずかしくなったから逃げちゃったのかも？」

　フランのその言葉に、カナーンはピタリとその憤慨を止めた。

「それは……そうかもしれないわね」

「ええー？　ペトラがそんなことで恥ずかしがるかなぁ」

　そう言って、エリナは首を傾かしげる。

「もう、エリナったら。せっかくカナちゃんが怒るのやめてくれたのに」

「あ、しまった」

　にゃははと後ろ頭を搔くエリナに、カナーンも小さく笑った。

「そういえばさっきの授業でさ、『サントレーヌ』って言ってたよね」

「ええ、魔王に滅ぼされたっていう聖王国の名前よね？　それがどうかした？」

「フランのお家うちってお菓子屋さんなんだけどね、同じ『サントレーヌ』って名前のすっごく美お味いしいケーキがあるの！　ねー、フラン」

「うん。材料がちょっとしか手に入らないから、あんまり数は作れないんだけど、うちで一番評判のいいケーキなんじゃないかな」

「なるほど……ケーキの話なのね。エリナが授業のことを話題にするから、ちょっと驚いちゃったわ」

「ちょっ、カナちゃんひどい」

「でもエリナ、その話のとき、この子と遊んでたよね？」

　フランもそう言いながら、今は自分の手のひらの上でひよこを遊ばせている。

　ひよこはエリナたちの言ってることをある程度理解しているのか、「授業中は静かに」とエリナが言い含ふくめたら、本当に大人しくしているようになっていた。

「にゃはは、まあ、そうなんだけどさ。カナちゃんは甘い物好き？」

　これは形勢が悪いとばかりに、すかさず話題を逸そらすエリナ。

　そんなエリナにカナーンは妙にたどたどしく答えた。

「き、嫌いじゃない……わよ？」

「なんか微妙な答え方」

　エリナがそれに即座につっこみ、カナーンは頰ほおを赤らめて俯く。

「……甘い物が好きだなんて……ちょっと子供みたいだなと思って」

「恥ずかしかったんだ？」

「だ、だから、恥ずかしくてもちゃんと好きだって認めたでしょう？　エリナって、そういうところ、本当に意地悪なんだからっ」

「にゃははは、ごめんごめん。恥ずかしがるカナちゃんがホントにかわいくて、つい」

「ついじゃないわよ、もうっ」

「でも、わかる。すごくわかるよ、エリナ。あのね？　今け朝さも私が家から出たらカナちゃんが待っててね？　すっごくもじもじしながら、『エリナにちゃんと謝って、改めて友達に──』」

「ちょっと、フラン!?　なにを言ってるの!?」

　フランのその暴露をカナーンは慌あわてて遮さえぎった。

「あ、ごめん。内緒だった……？」

「内緒って言ってなくても、そういうのはっ」

　言葉尻じりは怒っているが、顔は赤くなっている上、その目つきにいつものような鋭さはまったく感じられない。

「か、カナちゃん、めちゃくちゃかわいい……。かわいすぎて、こっちまで赤くなってくる」

「わかるよ、エリナ。尊とうといよね……」

「だからやめてってばっ。と言うか、そんなものに尊さを感じないで！」

「えー、でも、かわいいものはかわいいし……」

「ねぇ」

　ひよこまでもが羽をパタパタさせながらピヨピヨと鳴いて、エリナとフランに賛同しているようだった。

「なによ、あなたまで。……そうよ、エリナ。早くこの子の名前をつけてあげて。このままじゃ呼びにくいじゃない」

　今度はカナーンの方が話題をすり替えた。

　そして、そんなあからさまな話題のすり替えに、エリナも簡単に乗る。

「そうなんだよねー。呼びやすいのがいいと思うんだけど……ピヨピヨ鳴くからピヨちゃん？　ピーちゃん？　とか？」

　フランが眉まゆ根ねを寄せて、少し心配そうに言った。

「エリナ、真ま面じ目めに考えてあげよう？」

「すごい全否定のされ方したよ!?」

「そうよ、フラン。エリナはちょっとおっちょこちょいなところがあるから、ネーミングセンスをどこかに置き忘れてきただけだと思う。許してあげて？」

「カナちゃんも、ちょっと辛辣すぎるんじゃないかな!?」

「フン、さっき意地悪されたからその仕返しよ」

　ツンとして目を逸らすカナーン。

　だが、色白の肌がほんのり赤く染まっていて、エリナ的にはどうしても「かわいい」という感想が出てきてしまう。

「かわいいは意地悪じゃないけど……。むむぅ、そんなにダメかなぁ……」

　ピヨ、ピヨ、ピヨ、ピヨ。

「ほら、エリナ。この子も抗議してるみたい」

「ふぇ～ん、大不評だ～っ」




　そんな教室内のエリナたちをその外から見つめる視線があった。

　先ほど教室を出ていったはずのペトラたちである。

「お嬢様、エリナのヤツ、だいぶ調子に乗っているようですが……お嬢様？」

「……エリナ」

「え？　あ、はい！　エリナのヤツをどうしてやりましょうか」

「なになにー？　どういうことー？」

「ふぅ……」

　ペトラは深くため息をつき、ふとパニーラとプルムが自分の顔を覗のぞきこんでいることに気がついた。

　もしや今、この二人の前でエリナの名前を呟つぶやいてしまったのでは？


「…………」



「なんなりと！　お嬢様！」

「がんばりますー」

「……いえ、わたくしはやはりまだ調子がよくないようです。医務室で休ませていただくことにしますから、先生方にはよしなに伝えておくように。いいですわね？」

「お嬢様!?　おいたわしい……。医務室まで私がお供をっ」

「結構です。さあ、次の授業がはじまる時間ですわ。あなたたちは自分の席にお戻りなさい」

　パニーラとプルムは一人医務室へと向かうペトラの背中を見送って、教室へと戻った。





◇　◇　◇






　正午を告げる大聖堂の鐘が鳴って、学院もお昼休みとなった。

「まったくもう、あの子ったら……」

　中庭で持ってきたパンにかじりつきながら、カナーンが不満げな声を漏もらす。

「せっかくエリナと一緒にお昼ご飯食べられると思ったのにね」

「そ、そういうことじゃなくて」

　にこにこと笑うフランの言葉をカナーンは赤くなって否定した。

「いくらエリナが優しいって言っても、あんな子のことまで心配することないじゃない」

　結局お昼休みになっても教室に戻ってこなかったペトラを心配して、エリナは医務室に様子を見にいってしまったのだ。

　ピヨピヨと鳴くひよこをフランに預けて。

「もしかしてエリナ……ペトラのこと、結構好きだったりするのかしら……？」

「ううん、嫌いだと思うよ？」

　あっけらかんと言うフランにピヨピヨとひよこが応えた。

「……フランも、意外とはっきりそういうこと言うわよね」

「ふふふ、だって私、エリナから散々ペトラへの文句とか聞いてるし」

　フランはそう言って苦笑する。

「だったら、なんであんなに心配するのよ」

「ん～、たぶんだけど、エリナ的には好き嫌いと、その人を心配するかしないかはあんまり関係ないんじゃないのかな。嫌いな人でも、怪け我がしたり病気したりしたら心配しちゃうのがエリナなんだと思う」

　フランのその言葉をカナーンは咀そ嚼しゃくし、実際にペトラを助けにいったときのエリナの姿やその言葉を思い出す。

「確かに……そういうところがあるとは思うけど……」

「私はエリナのそういうところ、大好き。すごくかっこいいって思う」

　なおもにこにこと笑って言うフランに、カナーンは言葉を詰まらせた。

　つまるところ、お人ひと好よしなのだ。エリナも、そして、フランも。

　だけど、それを切って捨てていいものとは思えない自分がいる。

　いや、むしろ。だからこそ。

　この二人と友達になりたいと思ったのではなかったか。

「カナちゃんも、エリナのそういうところ、好きになっちゃったんだよね？」

「なっ!?　えっ!?」

　カナーンは思わず食べかけたパンを取り落としそうになった。

　ひよこがフランの元からカナーンの方へとやってきて、パラパラとこぼれたパン屑くずをついばむ。

「ふふふ、今さらだよ、カナちゃん」

「わ、私……そんなにわかりやすい……？」

「どうなんだろう？　でも、私はエリナのことが大好きだから、エリナのことが大好きな人の気持ちはわかりやすいのかも？」

「だ、大好き……とか……」

　しかし、その言葉を否定しきれず、カナーンはフランから目を逸らして、しきりにパンをちぎってひよこに与えだす。

「ふふ、ふふふふふふふふ」

「ふ、フラン？」

　突然、フランが肩を震わせはじめた。その様子にギョッとするカナーン。

「あ～、ダメっ、カナちゃんかわいい～っ。エリナー！　早く来てー！　カナちゃんが、カナちゃんがかわいいのーっ」

「わわわっ、やめてっ、やめてよ、フラン！」

　そして、弾はじけるように大きな声をあげはじめたフランをカナーンは慌てて制止する。

「ふぅ、ごめんね？　ちょっと堪こらえきれなくて」

「フランってそういう性格だったの……？」

「うん、わりとそうかな？　かわいいものを見ると嬉うれしくて、なんだか興奮してきちゃうところはあると思う。カナちゃんはどう？」

「ちょ、ちょっと、わからないわね……」

　カナーンは困惑した。

　もしかしたら、これが『普通』なのかもしれない。平和な街で暮らす普通の女の子。

　それは、あちらの戦地からそちらの戦地へと、傭よう兵へい稼業のルナルラーサに連れられてここまで生きてきたカナーンには、想像するしかできないものだった。

「カナちゃんも結構そういうタイプだと思うんだけど」

「そうなのかしら？　そういう感覚？　自体がよくわからなくて。やっぱり女の子同士はそういうことを話して笑いあったりするんでしょう？」

「ど、どうなんだろう……？　改めてそう聞かれると私もよくわからないけど」

「なんでよ？　フランはずっとこの学院に通ってるんでしょう？」

「でも、仲のいい友達ってエリナだけだから。エリナとする会話とか、エリナとどういうことして遊ぶかってことくらいしかわかんない、かな」

　フランのその言葉にカナーンはきょとんとする。

　そうだ。そうだった。私は別に『普通の女の子』になりたいわけじゃない。

『エリナとフランの友達』になれれば、それでいいんだ。

　カナーンのちぎったパン屑を食べ終えて、ひよこもピヨピヨと鳴いていた。それは、まるで自分の心の内に賛同してくれているようにカナーンには聞こえた。

「じゃあ、フラン」

「ん？」

「そ、それを……教えて……」

「それって？」

　目をパチクリとさせてフランは聞き返す。

「だ、だから、エリナと……ね？　する会話とか……遊び、とか」

「遊びはともかく、会話は普通にいろんな事を話せばいいと思うけど……」

「だって……私にはわからないわ。友達とどういう話をしたらいいのかなんて……」

　フランはカナーンを安心させるように優しく微笑ほほえんで言った。

「大丈夫。どんなお話になっちゃってもいいから、とにかく話してみて？　たとえヘンな会話になっちゃっても、エリナはそんなことでカナちゃんのこと嫌いになったりしないから。もちろん私もね？　きっとエリナも同じこと言うと思う」

「とにかく……話す……」

「うん。私も一緒にいるから、がんばって」





◇　◇　◇






「それではお嬢様、お大事に。失礼します」

「失礼しますー」

　パニーラとプルムがそう言って頭をさげ、そして、医務室から遠ざかっていく。

　その後ろ姿が見えなくなるまで待って、エリナは柱の陰からその姿を現した。

　いくらペトラの様子が心配だからと言って、パニーラもプルムもいるところにズカズカと入っていくほどエリナは馬ば鹿かでも単純でもなかった。

　おかげで少々待たされてしまい、まだお昼を食べていないお腹なかがきゅるきゅるとかわいい音を立ててしまっていたが。

「失礼しまーす……」

　広い部屋に、いくつものベッドが並べられている。

　医務室は厳密にはノクトベル聖学院ではなく、ノクトベル大聖堂の施設であり、戦時にはこれらのベッドどころか、この部屋に収まりきらないほどの傷病者が詰めこまれたこともあるのだという。

　だが、そんな医務室のベッドも、現在使用されているのは片手で余るほど。

　そんな閑かん散さんとした中、エリナは半身を起こしているペトラの顔を見つけた。

「あ、ペトラいた」

「え、エリナ!?　どうしてあなたが！」

　エリナの姿を認めてペトラは驚きの声をあげる。

「プレツィターさん、他にも寝ている方がいるのですから、お静かに」

　そして、看護を務めている中年の神官に窘たしなめられた。

「し、失礼いたしました」

　ペトラが謝罪している間にエリナはひょこひょことペトラのベッドまで近づいてきて、苦笑する。

「ごめんね。ペトラ。驚かせちゃったみたい」

「い、一体なにをしにいらしたの？　医務室はあなたのような無駄に頑丈な人が来る場所ではないわ」

「にゃはは、まあそうなんだけどね。ペトラ調子悪そうだから、やっぱりこないだのことが原因なのかなって思って」

「……っ」

　ペトラはカッと目を見開いてエリナを見、ボッと頰ほおを紅こう潮ちょうさせて、サッと顔を逸そらした。

　こんなペトラは今までに見たことがない。

　これまでのペトラのことを考えると確かにあり得ない話なのだが、さすがのエリナも、その考えを改めるべきだとの結論に達した。

　ペトラは恥ずかしがっている。

　天地がひっくり返ってもそんなことはないと思っていたエリナだが、どう見ても、ペトラは今、恥ずかしがっているのだ。

　なぜ？　どうして？

　エリナはジントロルと対たい峙じした時のことを思い返した。

　ペトラは服を引き裂かれて裸にされてしまっていた。あれは確かに恥ずかしいかもしれない。

　だけど、本当にそれ？　確かにわたしたちは見ちゃったけど、わたしもカナちゃんもフランもみんな女の子だし、授業で着替えることもあるから下着姿くらいまでならすでに何度か見たことあるし……。

「あ」

「な、なんですの？」

　もう少し思い返して、エリナはハッと気がついた。

　そうだ。そう言えばそうだった。あれはさすがに恥ずかしいかもしれない。

　状況を考えればしょうがないって思うけど、ペトラならそんな自分を許せないかもしれない。

　エリナはずいっとペトラに顔を寄せた。

　ペトラがビクリとしてさらに顔を真まっ赤かにさせていたが、エリナはそれには気がつかず、誰だれにも聞こえないように小声で言った。

「あのとき、ペトラがおもらししちゃってたことなら、誰にも言ってないから大丈夫」

「!? !? !?」

「そのあと脱げちゃったし、フランもカナちゃんも気がついてないと思う。わたしも絶対言いふらしたりしないから、安心して」

「なっ、なっ、なっ……」

　絶句するペトラに、エリナは任せてくれと言わんばかりの笑顔でビッと親指を立てて見せた。


「～～～～～～～～～～～～っ！」



「？　ペトラ？」

「エリナなんか大っっっ嫌いですわっ！　さっさとわたくしの視界から消え去りなさいっ！」

「わわっ!?　ごめ～んっ！」

　突然大声で怒られて、エリナは医務室の外までダッシュで逃げ出す。

　だが、入り口から再びちょっとだけ顔を出して言った。

「あの、お大事に……」

「いいからさっさとお行きなさいっ！」

「ひゃあっ！」

　ペトラの剣幕にエリナは小さな悲鳴をあげて姿を消す。

　廊下からはエリナの走って行く足音が響いていた。

「ま、まったく、あの子ったら……。こんな、わたくしの……わたくしの……」

「……プレツィターさん」

　その声にペトラがハッと顔をあげると、中年の神官が凄すさまじい形相でペトラを見下ろしていた。

「すっかり元気になったようですから、教室にお戻りなさい。いいですね？」

「いえ、でも、わたくし──」

「い・い・で・す・ね？」

「……はい」





◇　◇　◇







「ん～～～～」



　今日の授業がすべて終わり、生徒たちがバタバタと帰宅の準備をはじめても、エリナは難しい顔をして、席に着いたままだった。

　心配していたペトラも午後の授業には戻ってきたので、そのことではなさそうだ。

「どうしたの、エリナ？」

　不思議に思ったフランが声をかけると、エリナはそれに応こたえずになにか短い単語を口にする。

「コル」

　ピヨっ。とエリナが両手で掬すくうように持っていたひよこが鳴いた。

「こる？」

　カナーンも不思議そうに後ろから覗のぞきこんでそう言ったが、エリナも再びその短い単語を口にするのみ。

「コル」

　ピヨっ。

　ひよこの反応に気がついて、フランが口の前で両手の指先を合わせた。

「もしかしてエリナ、その子の名前？　決まったの？」

「そう、コル！」

　ピヨっ、ピヨっ。

　名前をもらって嬉しいのか、はたまたエリナのテンションに釣つられてるだけなのか、『コル』と名づけられたひよこも、元気よく鳴いて応えた。

「コル、ね。コル。なにか意味のある名前なの？」

　コルはカナーンのその言葉にも応えてピヨピヨっと鳴く。

「ううん。音の響きだけ。短い方が呼びやすいかなってことくらいは考えたけど。どう？」

「ふふふ、コルちゃんね。いいと思う。この子も気に入ってくれたみたい」

「ピーちゃんとかピヨちゃんとかよりは、はるかにいい名前だと私も思うわ」

「もうコルに決まったから、そのことはもういいの。この子はコルです。ねー、コル？」

　ピヨッ、ピヨッ、ピヨッ。

「にゅふふふふ♥　それじゃあコルの名前も決まったところで帰ろっか」

　すっきりした顔でエリナが立ちあがると、フランが済まなそうに苦笑した。

「ごめんね、エリナ。私、今日はこのあと学院長先生に呼ばれてるの」

「ロミリアに──じゃなくて、ロミリア先生に？　じゃあ、待ってよっか？」

　フランは左右を気にしてから、少し声を落として言う。

「ううん。あの、ほら、私この前、神聖魔法が使えるようになったでしょ？　そのことで、いろいろ教えてもらえるんだって。どれくらいかかるかわからないから、今日は二人で先に帰っちゃって」

「わぁ、そっか。そうだよね。ロミリア──先生、ブレナリアでも最強の神聖魔法の使い手だもんね。すごいよ、フラン！　お弟で子しさんだ！」

「や、やめてよ、エリナ。学院長先生が言うには追加の授業みたいなものだって。他にも神聖魔法を使える生徒がいるようなら一緒に教えるつもりなんだって言ってたよ」

　興奮するエリナをフランは慌てて宥なだめる。

「じゃあね、エリナ、カナちゃん。また明日あした、かな？」

「うん、がんばってね、フラン」

「さ、さようなら……」

　フランはパタパタと小走りに教室から出ていった。

　いつもより弾んだ感じのフランの背中を、カナーンは手を振ったまま呆ぼう然ぜんと見送る。

「じゃあ、カナちゃん、一緒に帰ろっか」

「え、ええ、そ、そうね」

「コル、落ちないようにね？」




　ひよこ──コルを肩に乗せて教室を出ていくエリナのあとを着いていくカナーン。

　その鼓動はかなり速くなってしまっていた。

　いきなりエリナと二人きりにされた……。フランは「わたしも一緒にいるから」って言ってたのに。

　フランと二人の時は大丈夫なのに、どうしてエリナと二人だとこんなにドキドキしてしまうのだろう。

　確かにエリナのことは自分でも不思議なほど好きになってしまっているが、フランのことだって同じくらい好きなはずなのに。

　だが、そんな疑問よりまずは話だ。「どんなお話になっちゃってもいいから、とにかく話してみて？」とフランも言っていた。

「えっと、その……」

「ん？　なぁに、カナちゃん？」

　カナーンは、なにを話すかまったく考えていないうちから声をかけてしまった自分を呪のろった。

　ピヨピヨ。

「こ、コル！　コルは、うん、いい名前よね。いいと思う」

　コルの鳴き声にフォローされて、カナーンはなんとか話題を切り出す。

「にゃはは、よかった～。どこかに置き忘れてきたネーミングセンスもなんとか回収できた感じ？」

「う、うん。ホント、ピーちゃんとかピヨちゃんとか言われたときはどうしようかと思ったわ」

「あんなに大不評とはわたし全然思ってなかったんだけどね……。でも、おかげで一生懸命考えられてこの名前思いついたから、やっぱり言ってもらってよかったなーって。ね、コル？」

　話しかけられるのが嬉しいのか、コルは嬉うれしそうにピヨピヨ鳴いて応えた。

「コルも嬉しそう……。いい名前つけてもらってよかったわね」

　今度はカナーンの方を向いてピヨピヨ。

「フフフ、かわいい」

「にゅふふ♥　かわいいものを見るときのカナちゃんも、ふにゃってなっててかわいい♥」

「かわっ!?　な、なってないわ、そんなの！」

「ええー、なってるよぉ。ほぉら、行け、コル！　かわいい攻撃だ！」

「わわっ！　危ないじゃない！　コルを落としたらどうするつもり──あ、ちょっと、コル！」

　エリナの命令でカナーンの方に飛びあがったコルは、慌あわてて差しのべられたその手に着地すると、そのままぴょんぴょんとカナーンの腕を駆けのぼり、肩から胸むな元もとを経由して反対側の肩まで行って、ピヨピヨと鳴いた。

「頭がいいのはわかったけど、あなた、エリナの命令を完かん璧ぺきにこなしすぎだわ……」

　カナーンが苦笑してエリナの方を見ると、どうしたことか、エリナは驚きょう愕がくの表情でわなわなと震えている。

「どうしたの、エリナ……？」

「い、今、コルが……カナちゃんの右肩から左肩に……」

「え？　うん。この子、本当に頭いいし、それに器用だと思う」

「そうじゃなくて、ここっ！　カナちゃんのここを踏み台にしていったの！」

　エリナはズビシとカナーンの胸元を指さした。

「……それは、前を回るか、後ろを回るか、もしくは頭の上を回るかしか」

「そうじゃなくてね!?　踏み台になる部分の有無がね!?」

　カナーンは自分の胸元を見てから、エリナの胸元を見た。

　そして、もう一度自分の胸を見る。なるほど。

「私たちはまだ子供だし、成長するのはこれからでしょ。だから、そんなに気にすることはないと思うんだけど」

「これが持てる者の余裕……！」

　呆然と目を見開いて立ち尽くすエリナ。

「あ、あの、そういうのじゃなくてね、エリナ。そこまではっきりとした差があるというわけでもないし、あのっ」

　そんなエリナの反応にカナーンは慌てた。もしかしたら、無神経なことを言ってしまったのかもしれない。エリナを傷つけてしまったのかも。

　だが。

「そう、それね。フランもそんな風に言うんだけどさぁ、やっぱり女の子としてはおっぱいはちゃんとあった方がかっこいいって言うか……」

　次の瞬間には歩き出して、エリナは普通にぼやき出す。

「……別に、傷ついているという話ではないのね？」

「傷つくってほどじゃないけど、『あ、わたしまだコルに胸元を踏み台にされたことない』って気がついたら、なんかこうガーンって衝撃が。そういえばフランの胸元も踏み台にしてたっけなーって」

「ふぅ……」

　エリナを傷つけたわけではないとわかってホッと胸を撫なでおろすカナーン。

　まったく、なんでこんな子のことを好きになってしまったんだろう。

「にゃはは、ごめんね、カナちゃん。呆あきれさせちゃったよね。でもわたし的には、おっぱいが本当に育つのかどうかはわりと重要な問題なの」

　好きに──

「ほら、ロミリアなんかバイーンってあるでしょ？　バイーンって。あれを小さい頃ころから見てたから──ん？　どうしたの、カナちゃん？」

　カナーンは耳たぶまで熱くなってくるのを感じて、思わずエリナから目を逸らした。

「な、なんでもないわ」

「そう？　──あ」

「な、なに？」

「そういえばなにも考えずに歩いてきちゃったけど、わたし、カナちゃんちがどこにあるのか、まだ知らなかった。こっちの方でよかったの？」

　赤くなっていたことに気がつかれたわけじゃないとわかって、カナーンは再び胸を撫でおろす。

　ドキドキしたりホッとしたりの繰り返しに、カナーンは自分自身に、もう少し落ちつきなさいと心の中で叱しっ咤たした。

「フランの家のお菓子屋さんのすぐ先よ。だから、エリナの家ともそう離れていないことになるわね」

「やった、ご近所さんだ♪　ルナルラーサさんと二人で住んでるんだよね？」

「そうなるけど……ルナはたまに立ち寄るくらいになるみたいだから、ほとんど一人暮らしみたいなものかもね。今け朝さも早くから装備抱えて出ていっちゃったわ。早めに帰るとは言ってたから、一週間くらいで帰ってくるとは思うけど」

　カナーンのその答えにエリナはギョッとする。

「ええっ、カナちゃん一人!?　早めに帰るって言って一週間ってのもすごいけど」

「ルナは傭よう兵へいだもの。ルナ自身が雇い主になって人を集めて魔物退治ってこともあるけど、いずれにしろ一日二日では済まない仕事がほとんどね。場合によっては月単位になっちゃうこともあるわ」

「はぁ、そっかぁ……。でも、それじゃあカナちゃんも寂さびしいよね」

「そうでもないわ。慣れてるし、それに……」

　しげしげとエリナを見つめるカナーン。

　そして、小さくうなずいてから、カナーンは言葉の続きを吐き出した。

「こ、この街には……あなたたちがいるもの」

「カナちゃん……にゃはは。うんっ」

　コルもカナーンの肩でピヨピヨピヨピヨと鳴いている。

「はいはい、コル。あなたもね」

　カナーンがそう言って肩に手をやると、コルはぴょんとその手に飛び乗った。

　そして、カナーンの手から今度はエリナの差しのべた手に飛び移る。

「にゅふふ、おかえり～」

「本当に頭いいわよね、この子。やっぱり鳥というよりは精霊性のなにかなのかしら」

「そうだよね。普通の鳥だったら卵の時点で誰だれかわかってそうだし」

　二人はそうして、主にコルの話をしながら歩いていった。

　カナーンは、おかげでエリナと普通に話すことができたと、今朝生まれたばかりのひよこ──コルに深く感謝していた。





◇　◇　◇






「ありがとうございました。失礼します」

　フランはそう言ってお辞儀すると、学院長室の扉を閉めた。

　まだ心臓がドキドキと大きく跳ねている。

　エリナとの縁もあることから、学院以外でもなにかと交流のあった学院長ではあるが、神聖魔法の使い手としてはブレナリア王国随一であり、大陸全土を見渡してもトップクラスのはずのロミリア・ユグ・テア・バージから、直接神聖魔法の手て解ほどきを受けたわけだ。

　エリナには追加の授業みたいなものだとは言ったものの、フランもこの僥ぎょう倖こうに浮き足立っている自分自身を感じていた。

「ふぅ、いけないけない。落ちつかなくちゃ」

　自分に言い聞かせて、小さくうなずく。

　そうしてフランは足取りも軽く廊下を歩き出した。

「ふふふふふ」

　落ちつかなくちゃと自分に言い聞かせたはずなのに、勝手に笑みがこぼれてきてしまう。

　その結果。

「きゃっ!?」

「あら」

　フランは廊下の曲がり角の向こうからやってきた女性に、勢いよくぶつかってしまった。

　幸い女性の方は慌てず騒がず、フランを両手とその柔らかな胸で受けとめる。

「大丈夫？」

「は、はい……」

　身内に不幸でもあったのだろうか。喪も服ふくと見られる黒いドレスに身を包んだその女性は、嫌な顔一つせずにフランを支えていた。

　だが、女性と並んで歩いていた老齢の男は、厳いかめしい顔で声を張りあげる。

「貴様、無礼であるぞ！」

「ご、ごめんなさいっ」

　その声に驚いて、飛びあがるようにしてフランは頭をさげた。

「学院とは言え、ここは大聖堂の一施設であろう。その神聖なる廊下を走りまわるとは何事か」

「は、走っていたわけでは……でも、ごめんなさいっ」

　実際フランは浮き足立ってはいたが、走っていたというわけではない。だが、老齢の男はそれを反抗的な態度と見み做なした。

「口答えをするか！」

「おやめなさい！　すっかり怯おびえてしまっているではありませんか！」

　喪服の女性はフランを護まもるように抱きよせ、声をあげる。

「ぐむっ……し、しかし」

「大聖堂の一施設とは言え、ここは学院です。ここで学ぶ子供たちの建物です。部外者はわたくしたちの方。そこをはき違えてはなりませんよ」

　その台詞せりふをやり返して、喪服の女性は老齢の男を叱責した。

　男も自分の理り不ふ尽じんを自覚したのかうな垂れる。


「…………申し訳ありません。無礼は拙せっ者しゃの方でありました。お嬢さんも、大きな声を出してしまって申し訳なかった」



　一転して頭をさげてきた男にフランは慌ててブンブンと両手を振った。

「い、いえ、不注意は私の方なので……。本当にごめんなさい……」

「わたくしの方こそごめんなさいね。驚かせてしまったでしょう？」

「いえ、そんな……」

　改めて女性に目を向けたフランは、その美しさに一瞬見とれ、言葉を止める。

　女性もフランのその視線を受けて、優しく微ほほ笑えんだ。

「とてもかわいらしい子ね。あなたにアレキューネのご加護があらんことを」

「あ、ありがとうございます。奥様にもリデルアムウァのご加護がありますように」

　そして、喪服の女性と老齢の男は学院長室の方へと歩いていった。

「学院長先生のお客さんだったんだ……。すごく綺き麗れいな人だったな……」

　だけど、自分を見つめて微笑んだ時の表情に、どこか寂しげなものを感じもした。もしかしたら、あの喪服は娘さんを弔とむらうため……とか。

　そこまで考えてフランはブルブルと頭を左右に振った。

「そういうのを詮せん索さくするのはよくない、よね？」

　誰にともなくそう言いながら、フランは再び歩き出した。

　事情はともあれ、女性はとても大人で美しく、そして優しかったが、同時に自分より歳とし上うえであろう男性を叱責する力強さも持っていた。

「ちょっと憧あこがれちゃうかも……」

　それに、その胸に抱きとめられたとき、なんだか懐なつかしい、ホッとするような匂においと温かさを感じた。もう少しだけ、抱きとめていてほしかったと思ってしまうくらいには。

「うちのお母さんもホッとするけど、なんだろう？　少し方向性が違う感じ、なのかな」

　などと独りごちながら廊下を歩いていたフランだったが、そこで再び足を止めることになった。

　中庭の方に、杖つえをついて立つ男性の姿が見えたのだ。

「リクドウさんだ……。あ、学院ではリクドウ先生」

　声をかけようか迷っていると、リクドウのすぐそばに一回り大きな男がいて、二人で話しているらしいことがわかった。

「リクドウ先生とベルンハルト先生って仲いいんだ」

　なにか盛りあがる話をしているらしく、ベルンハルト先生が大声で笑いながら、その大きな手でリクドウの肩をバンバンと叩たたいている。

　思わずよろめくリクドウ。

　ベルンハルト先生はすぐに気がついて、その肩を支え、今度はペコペコと謝っているようだ。

「本当に仲いいなぁ……」

　大の男が、まるで自分とエリナのようにはしゃいで話している姿から、フランは何な故ぜか目を離せずにいた。

「うん、いい……」

　そんな風にうなずき呟つぶやいているうちに、喪服の女性のことはフランの頭からすっかりと消えていってしまった。







「ただいま」

「おかえり、フラン」

　フランが帰宅すると父が迎えてくれた。

　母も台所にいるようで、夕食を作る音が聞こえている。

「そういえば、お父さん、お願いがあるんだけど」

「なんだいフラン？　またなにかお菓子の作り方でも知りたいのかい？」

「ちょっと違うんだけど、ちょっとだけ。うちで出してるサントレーヌってケーキがあるでしょう？　あれをカナちゃんに食べさせてあげたいなってエリナと話してて」

　フランは普段あまりおねだりをする方ではなかったが、フランの父もフランからされたおねだりを断る方ではなかった。

　特にお菓子のことに関しては、フランの方が「お店の売り物なのにいいの？」と心配になるくらい、フランは元よりエリナにも振る舞ってくれたり、その作り方を教えてくれたりする。

　だが、そんな父が今回ばかりはフランの言葉にその表情を曇らせた。

「サントレーヌは……しばらくダメだな」

「そうなの？　あんまりたくさん作れないのは知ってるけど……。そんなにいっぱい予約が入ってるとか？」

「いや、欲しがってくれている人がいることは確かなんだがな……。今日もプレツィターさんが大切なお客様にお出ししたいと来てくれたんだが、断るしかなかったんだ」

「どうして、そんな」

「うむ……。フランたちも巻き込まれた一昨日おとといのアレだよ。魔物たちによって山がすっかり荒らされてしまっていてね」

　フランはあの恐ろしく巨大な魔物が、大きな木をなぎ倒し、あまつさえそれを何本も投げ飛ばしていたことを思い出した。

　思い出しただけでも、身体からだに震えが走る。

　自分一人きりだったら、ペトラのように気を失っていたに違いない。

「あ……そうか、もしかしてレーヌ草が？」

　レーヌ草は聖王国サントレーヌ原産の植物で、ケーキのサントレーヌに欠かせない材料であることをフランも知っていた。

「そうだ。レーヌ草は綺麗な水の流れる水辺でしか生きられない脆ぜい弱じゃくな植物。魔物たちのせいで、レーヌ草が繁殖していた小川自体が、その流れを変えてしまっていてな……」

「そうだったんだ……。レーヌ草を他から仕入れてくることはできないの？　それこそ、プレツィターさんにでも聞いてみれば──」

　フランの提案に父はゆっくりと首を横に振った。

「ハーブとして乾燥させたものはあるかもしれないが、サントレーヌには生のレーヌ草を使うことはフランも知っているだろう？　そして、生でレーヌ草を使うためには摘つんでから一日、せいぜい二日以内には処理しなければならないんだ」

「そっか……」

「そもそもあの山にあったレーヌ草も、私がサントレーヌから逃げ出すときに持ってきた種を蒔まいたもの。もしかしたら、この山にあるレーヌ草が唯一のレーヌ草だった可能性もある」

「あ……」

　フランは歴史の授業を思い出す。

　聖王国サントレーヌは、七つの星が落ちて、文字通り滅び去ってしまったのだ。

　かつて聖王国であった土地は草木も生えぬ場所となってしまっているらしい。

「だからフランや。もし、山の中で偶然生き残ったレーヌ草を見つけたとしても、そっとしておいておくれ。そして、その生き残ったレーヌ草が再び数を増やしてくれたなら、そのときはまたサントレーヌを作ることにしよう」

「そうだったんだ……。それならしょうがないね」

　がっかりしたフランを見て、父も悲しそうな顔をする。

　フランはそんな父を見て、慌てて会話を繫つなげた。

「ああ、いいの。お父さんがそんな顔しないで。それよりお父さん。レーヌ草の種をわざわざ持ってきたってことは、聖王国にいた頃ころからサントレーヌを作っていたの？」

「もちろん、そうだ。あの頃はサントレーヌという名前どころか、ケーキの名前すらつけてはいなかったけどね」

　フランの両親はその頃、さる貴族のお屋敷で使用人をしていたのだという。

　元々お菓子作りや料理が好きだったフランの父は、屋敷のご主人やご夫人らにもその腕を披ひ露ろうして大変喜ばれていた。その中でも一番評判がよかったのが、苦心の末に作り出した青いゼリーをあしらったケーキ──サントレーヌ──だった。

　だが、聖王国サントレーヌが魔王軍の侵攻を受けると、屋敷の主人は使用人たちに退職金を支払って国外に脱出するよう命じたのだそうだ。

「私たちは旦だん那な様のことも奥様のことも大好きだったから、必ずまた会いましょうと誓ちかって別れたんだ。奥様は、そのときはまたあの青いケーキを食べさせてほしいとおっしゃってくださった。だから私はサントレーヌを去る前に、なんとかレーヌ草の種だけは持ってきたんだ」

　そのあとサントレーヌに起こった惨劇を想像して、フランは顔を蒼そう白はくにする。

「私はね、フラン。それでも、お二人には必ずまた会えると信じているんだよ。そして、あの国の名を冠した青いケーキを口にして、私たち夫妻とフランソワーズが元気で暮らしていることを喜んでくれる。そんな日が来ることをね」

「私のことも？」

「私たちが奥様方と別れたのは、フランが生まれてすぐのことだったんだよ。この子のためにも、今は安全なところへお逃げなさい、とね」

「そうだったんだ……。その旦那様と奥様はわたしの恩人でもあるんだ」

　フランの父はゆっくりとうなずいた。

「私も、会ってみたいな。その人たちに……」
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「ただいまー」

「りっくん、おかえりー」

　リクドウが帰宅すると、エリナはすでにテーブルに夕食の皿を並べていた。

「お、準備がいいな」

「だって馬車を片づける音、聞こえたし。今日はりっくんが買っといてくれたパンとかチーズとかもあって、準備も楽だったし」

　そんな説明をしながら、エリナはパタパタと残りの皿を用意する。

　そういうわりにはサラダやスープはこの夕食に合わせて用意したものらしい。

　ピヨピヨピヨ。

「そういやおまえもいたな。エリナー、このひよこ、食卓にあげておいて大丈夫なのか？」

「ひよこじゃなくて『コル』ね。コルなら大丈夫だよ。すっごく頭いいから。ねー、コル」

　リクドウも学院の休み時間のうちにひよこのことは聞かされていたが、名前についてはこれが初耳だった。

「あ、そうだ。そう言えばさっき、お手紙来てたよ」

「手紙？　誰だれからだ？」

「わかんない。えーっと……あ、これだ。はい」

　エリナはサイドボードに置かれていた封書を取って、リクドウに渡した。

　差出人の名前はないが、その赤い封ふう蠟ろうですぐにどこからのものかは判別がついた。

「たまに来るよね、その赤い封蠟だけしてあるお手紙」

「もうおまえには話しちゃって大丈夫だな、そう言えば」

「ほぇ？」

　夕食の準備ができたので、エリナは席に着きながら首を傾かしげる。

「まずは『いただきます』しちゃうか」

「うん。いただきます」

「いただきます」

　ピヨピヨピヨ。

「はい、コルにはパンと野菜を細かくしたのあげるね」

「雛ひなってそんなので大丈夫なのか？　ふやかした粟あわとか……」

「わかんないけど、すごい勢いで美お味いしそうに食べてる。お昼もパン屑くず食べてたってカナちゃんが言ってたよ」

「鳥かどうかもわかんないしなぁ」

「魔法で出てきた卵から生まれたし、精霊性のなにかかもって、これもカナちゃんが」

「すっかりカナーンちゃんと仲よくなったな」

「うん、フランとカナちゃんとで仲よし三人組♪　にゅふふ」

　そんな話をしつつ、示しあわせたように同時にスープの入った深皿を持って、まだ温かなそれに口をつけた。

「うん、美う味まい」

「にぇへへ、よかった。今け朝さ、りっくんがいっぱい食べさせてくれたから、ちょっと張り切っちゃった」

「ハーブも今日きょうは控えめだ」

「うん、フランにも入れ過ぎちゃダメって言われちゃったし」

　そんな会話をしつつ、美味しい夕食に舌した鼓つづみを打つ。

「それで、そのお手紙って？」

「ああ、これな。これは実はな、ブレナリア王宮からの手紙だ」

　リクドウはそう言いながら、レターナイフで封筒の端を切った。

「へぇ、ブレナリア王宮」

　言ってからパンをもむもむと食べるエリナ。

「──ええええええええええええ!?　お、おお、おうきゅう!?」

　ピヨッ、ピヨッ、とコルも声をあげた。

「エリナ、驚いたのはしょうがないけど、口の中のものだいぶ飛んできたから」

「わわっ、ごめん。でも、王宮って……りっくんってもしかして貴族だったの？」

「ん？　爵位をもらえる話はあったが断った」

「しゃくい!?　……あ、でも、そっか。りっくんって魔王討とう伐ばつの……そのご褒ほう美びってこと？」

「そういうことだ。その代わり、この古いが二人で住むにはちょっと立派すぎる屋敷とランドバルドっていう家名、それから幾いくばくかの生活費をもらってる」

　エリナは驚きつつも、チーズを一切れ口に入れた。

「でも、爵位もったいなくない？」

「貴族とか興味ないしな。正直、この屋敷も立派すぎだって最初断ったくらいだ」

「オンボロ屋敷だとか言われちゃってるけどね」

　年季が入っているのは本当なので、リクドウは苦笑する。だが、リクドウに下か賜しされる際、全体的な修繕や改装はされたはずなのだが。

「まあ、それでたまに王宮から、いくらいくら払うとか、なんか困ったことはないか、みたいな連絡が来るわけだ。今回も──」

「食べながらお手紙を読むのは、あんまりお行儀よくないんじゃないの？　りっくん？」

　エリナの言葉も聞こえないように、リクドウは手紙に視線を落としたまま固まっていた。

「はあ!?」

　今度はリクドウの驚きに反応して、ピヨッ、ピヨッ、とコルもまた声をあげた。

「なな、なになに!?　どうしたの!?」

「なんだかよくわからないことになったぞ……」

　エリナはそんなリクドウの言葉にうなずいて先を促す。

「お姫様がお忍びでノクトベルに遊びにいくから、うちに泊めろって」

「……お姫様が、うちに？　お姫様って王様の娘さんって意味のお姫様？」

「王様の娘さんって意味のお姫様だ。御おん年とし十歳になられるリルレイア姫殿下がうちにお見えになるそうだ……」

　リクドウは重々しく首を縦に振った。

「なんで!?　なんでうちなの!?　りっくん、勇者だから!?」

「俺おれが勇者というよりは、お忍びで泊まりに来るにはちょうどいい物件だったからじゃないかな……。古いとは言え、昔は貴族の屋敷だったところだし、街外れにあるから人目にもつきにくいし……」

「りっくん勇者だからボディガードもできるし？」

「いや、さすがに護衛は連れてくると思うけど。ああ、でも、ぞろぞろ連れてこられると、さすがにちょっと厳しいな」

　手紙に視線を落としながら、リクドウは難しい顔をする。

　だが、断れるものではなさそうだというのは、エリナにも理解できた。

　なにしろこの屋敷がブレナリア王宮から下賜されたもので、生活費もブレナリア王宮からもらっていることを今聞いたばかりだ。

　エリナは恐る恐るリクドウに尋ねる。

「あのさ、りっくん。それで……そのお姫様が来るのって、いつ？」

「うぅ～む……」

　リクドウは手紙から顔をあげて言った。

「下へ手たすると、明日には着いちゃうかも」

「たいへん！　お片づけしなくちゃ!!」
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　その頃、エリナたちの住まうノクトベルに向けて行軍する武装集団があった。

　十とおを超える天幕が張られる中、一ひと際きわ大きい天幕にて、豊かな顎あご髭ひげを蓄えた男が部下からの報告を受けている。

　男の名はダニエル・ダングルベール。

　魔王に滅ぼされた聖王国サントレーヌの生き残りの騎士の一人である。

　故国復興を標ひょう榜ぼうして同志を集め、『神聖復興騎士団レザレクチオン』と称するこの武装集団を作りあげてきた。

　団を結成して十年余。

　傭よう兵へい団に身をやつしつつ、大陸諸国を練り歩き、資金と賛同者を集めて、今や百人を超える規模の集団となっており、今や復興のための行動を起こす気運が高まっていた。

　そんな折りに、ダングルベールの元にその情報が舞いこんできたのだ。

「ジントロルだと？　そんなものが未いまだにブレナリアに残っていたというのか？　そして、それを撃退したと？」

「それがどうも、偶然にもかの『月輪の戦いくさ乙女おとめ』が居合わせたとのことで……。魔王軍の残党もトロールを含む三十体以上にもおよぶ部隊だった模様ですが、そのほとんどを彼女一人で倒したのだとか」

　部下からの報告を受けて、ダングルベールは顎髭を撫なでさすった。

「強いとは聞くが、一いっ介かいの傭兵、しかも女なのだろう？　俄にわかには信じがたいな。被害の方はどうなっている？　山中にいたのはノクトベル聖学院の子供たちだったと言うではないか」

「それが……死者はただの一名もなかったとのこと。軽傷の者は何名か出たようですが、それも『ブレナリアの聖女』の手によってすべて癒いやされたと」

　ダングルベールは、笑って膝ひざを打つ。

「やはりな。あり得んよ。『ブレナリアの聖女』は指揮を執とるのみで山中には入らなかったという情報は確定なのだろう？　ならば、如い何かに『月輪の戦乙女』が強かろうと、一人でその規模の敵を、しかも山中で抑えきることは不可能だ」

「と言うことは……」

「ああ。まず間違いなく、魔王軍の残党を壊滅せしめた何者か、しかも、『月輪の戦乙女』や『ブレナリアの聖女』が結託してひた隠しにしなくてはならない何者かが存在していると見るべきだ」

「団長。加えて申しあげますと、山中で野外学習をしていた子供たちは十歳から十四歳であったとのことです」

「うむ。そして、聖せい后ごう殿下は、このタイミングでノクトベル大聖堂に巡礼に訪れた。聖学院を擁ようするノクトベル大聖堂にだ」

　胸当て鎧よろいに刻まれたアレキューネの紋章に手をあてがい、ダングルベールは立ちあがった。

「やはり、『聖王の御み子こ』はノクトベルにおられる！」

「おお……！」

「あの七つの星が降る数日前に、聖王宮で聖后殿下懐妊の報が走ったのは事実だ。複数の証言がある。そして、聖后殿下がこうして生き存ながらえていたのもまた事実。御子は存在すると考えるのが自然だろう。あの翌年にお生まれになったと考えれば御子は御年十二歳……」

「では、魔王軍の残党を壊滅せしめた何者かというのが、やはり」

「我々が戴いただくべき『サントレーヌの御子』だぞ？　ジントロルがどうした？　魔王軍の残党などその御力の前に平伏したと考えるべきだろう！」

　天幕にいた騎士たちも立ちあがり、胸の紋章に手をあてがう。

「これぞ神の思おぼし召めし！　アレキューネの水の流れは我々の元にある！　我々の悲願、サントレーヌ復興の日は近い！　我らが神ノートルデュー！　我らが母ノートルメール！」

「我らが神ノートルデュー！　我らが母ノートルメール！」

　団員の唱和とその熱気にダングルベールは満足げにうなずいた。

「団長、もう一つご報告が」

「なんだ？」

「かの魔法使いからの連絡がございました。ノクトベルに『秘ひ蔵ぞっ子』がいるとのことで、必要ならば貸し出すとのこと」

「必要ならば貸し出す、か。相変わらず横おう柄へいなヤツだ。だが、ヤツが『秘蔵っ子』とまでいうのなら面白おもしろい。土地鑑もあるなら役に立ってくれそうだ。ありがたく借り受けると伝えろ。接触の手て筈はずは任せる」

　運が向いてきた。流れを引きよせている実感がある。

　ダングルベールは自慢の顎髭を撫でさすり、ニヤリと笑った。
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「いってきまーす」

　両親に声をかけてフランが家を出ると、今日きょうもカナーンが家のすぐ近くで待っていた。

「おはよう、カナちゃん。来てたなら、呼んでくれればよかったのに」

「おはよう、フラン。私も今来たところだったから。次からはそうさせてもらうわ」

　カナーンはそう言ったが、少し恥ずかしそうにもじもじしていたところをフランは見てしまっていた。

　だが、そんなことはおくびにも出さずに言う。

「じゃあ、エリナのとこにいこっか」

「ええ」

　そして、二人はランドバルド邸の方へ歩き出した。

「カナちゃん、昨日きのうはちゃんとエリナと話せた？」

「う……」

「話せなかったの？」

「う、ううん。そんなことないわ。コルのおかげで、なんとか……」

「そっかぁ、よかった。ふふふ」

「でも、一緒にいるって言ってくれたフランが、いきなりいないんですもの。さすがに焦あせったわよ」

　カナーンは恨みがましい目でフランを見る。

「ごめんね、カナちゃん」

「ううん。私が無理を言ってるのはわかってる。フランだって、ロミリア先生の呼び出しを無視するわけにもいかなかっただろうし……」

　などと話しているうちに、ランドバルド邸はすぐに見えてきた。

「寝坊でもしたのかしら？　なんだか家の中がドタバタしているように聞こえるわ」

「カナちゃん、耳いいね……」

　そう言ったフランも、玄関のノッカーに手をかけた時には、家の中で物音がするのが聞こえていた。

「エリナー」

　ノッカーを鳴らし、エリナの名を呼ぶ。

　物音で聞こえないかと心配したが、エリナはすぐに気がついたようで、バタバタした足音と共に現れた。

「おはよう、フラン！　カナちゃんも！」

「お、おはよう、エリナ。どうしたの？　なんかずいぶん息が荒いけど……」

「にゃはは……。ちょ、ちょっとね」

　エリナはそういうと、家の中に顔をやって、

「りっくーん、お手紙はー？」

　と声をかける。

「お手紙？」

　フランが首を傾かしげているうちに、リクドウが杖つえをついて現れた。左手には封書を持っている。

　その封書を受けとりつつ、エリナは言った。

「あのねフラン、ちょっと頼まれてほしいんだけど」

「うん、いいよ？　なに？」

「今日、わたしとりっくんお休みするから、このお手紙、ロミリアに渡してくれる？」

「お休み？　エリナがお休みするの？」

　滅めっ多たに風か邪ぜも引かないエリナがお休みと聞いて、フランは目を丸くする。

「あのね、ちょっと大切なうちの用事があって」

「わざわざエリナを迎えにきてくれたところ悪いけど、よろしくお願いするよ」

　要領を得ないエリナの説明であったが、リクドウにも丁寧に頭をさげられては、フランもそれで納得するしかなかった。

「い、いえ、そんな。全然大丈夫ですっ」

「それじゃあ、フラン、よろしくね！　カナちゃんも今日はごめんね！　気をつけて！」

　エリナはそれだけ言うと、リクドウと共にまた家の中へと引っこんでしまった。




　そんなわけで、フランはカナーンと二人で登校することになった。

　結局、エリナがどういった理由で休むのかがわからず、二人でそのことを話しあっていたが、まったく結論が出ないまま学院にたどり着いてしまった。

　学院長先生にエリナの欠席を告げ、リクドウからの手紙を渡すと、その用件に察しでもついてるのか、彼女は二度ほどうなずいてから、「ありがとう。ちゃんと受けとりました」と言って教室を去っていった。

　頼まれた仕事を終えてフランがホッとしていると、なぜかそこにペトラが詰め寄ってきた。

「フランソワーズさん！　エリナがお休みとは、いったいどういうことですの!?」

「えっと、詳しくは聞いてないけど、大切なおうちの用事があるんだって言ってたよ？　だから今日は、エリナだけじゃなく、リクドウ先生もお休みすることになったみたいで……」

「おうちの、ご用事……？」

　ペトラは眉まゆをひそめて聞き返す。

「う、うん……。リクドウ先生に頼まれて、お手紙を学院長先生に渡したから、詳しい理由はそこに書いてあったんじゃないかな」

「では、病気というわけではありませんのね？」

「うん、朝、カナちゃんと一緒に行ったけど、元気だったよ。ね、カナちゃん」

「……まあ、そうね」

　カナーンは不機嫌そうにポソリと応こたえた。

「ならば結構です。お騒がせいたしました」

　それ以上の用はないとばかりに、ペトラは踵きびすを返し「まったくあの子は、なんでこんなタイミングで……」などとブツブツ言いながら、自分の席へと戻っていく。

「あのペトラってのも、なにを考えているのだかね」

　そんな呆あきれたようなカナーンの言葉に、フランは苦笑した。

「ペトラなりにエリナのことを心配してるのかも？」

　カナーンは目をパチクリさせてから、肩をすくめる。

「まさか」

「まさかね」

　フランもそう言って二人で笑いあう。

「だけど、おうちのご用事って本当になんなんだろう……？」

「家の中でバタバタしていたのと関係あるとは思うけど……」

　カナーンの言葉にフランは首を傾げた。

「家具を動かしているような音だったような……？」

「二人で学院を休んで大掃除でもしているのかしら……」

「さすがにそれは……。でも、してた音としては、そんな感じで……。まさか、急に引っ越すことになったっていう話でもないだろうし」

「引っ越し!?」

　カナーンは目を見開いて青ざめる。

「カナちゃん、それはないってお話だからね？」

「そ、そうよね。せっかく仲よくなれたのにいきなりいなくなったりしないわよね……？」

「大丈夫だよ、カナちゃん。もしそうなら、エリナはちゃんと話してくれるはずだし、そもそもエリナ自身が私たちに泣きついてくると思うから」

　フランがそう言うと、カナーンも納得できたらしく、ホッと胸を撫なでおろした。

「本当にその通りね。やっぱりフランはエリナのことがよくわかっているわ」

「ふふふ、だって私たち、物心ついた頃ころからの幼なじみだもん」





◇　◇　◇






　学院の授業が終わるとカナーンはまっすぐにエリナの家に向かっていた。

　朝、元気な姿を見てはいたものの、結局どういう用事でエリナが休んだのかが気になってしょうがなくなってしまったからだ。

　引っ越しではないと頭ではわかっていても、その不安が喉のどに刺さった魚の小骨のように、未いまだに気になり続けていた。

　リクドウも休むというのだから、二人でどこかに出かけてしまっている可能性もある。

　留る守すなら留守で諦あきらめて家に帰ればいいだけだ。

　カナーンは一人、ああでもないこうでもないと考えながら、ランドバルド邸に続く小道の方へと足を踏みいれた。

「これは……」

　カナーンはふと立ち止まって、地面を見つめる。

　まだ新しい馬の蹄ひづめの跡や、馬車の轍わだちがあった。

　リクドウが使う一頭立ての小さな荷馬車とはどうやら様子が違っている。

　二頭立ての荷馬車が最低でも二台、それ以外にも馬を引いて歩いた者が四人ほどいるだろうか。

　おかしい。この道の先にはエリナの家くらいしかないはずだ。

　こんな頭数の馬や馬車が行き来する必然性がない。

　じゃあ、やっぱり引っ越し!?

　家財道具を複数の馬車で一気に……。

　待って待って。違うわ。フランも言っていたじゃない。

　もし引っ越しなら、エリナがそれをまったく出さずにいられるわけがない。

　あの子はそういうのが隠せるようなタイプじゃない。

　魔王の娘かもしれないのに、本当に純心で、まっすぐで──って、魔王の、娘？

「まさか、エリナを狙ねらった何者かが……!?」

　カナーンは急いでエリナの家に向かった。

　屋敷の前には確かに複数の馬車が停とまっていた形跡があったが、やはり街中へと去った後のようだ。

「でも、中に人の気配はある……。それに、エリナとリクドウ先生だけだとしたら、ちょっとうるさすぎる……。それも朝のような物音じゃなく、人の話し声……」

　魔王の娘としてのエリナを狙った者たちだとしたら、エリナを拉ら致ちするか、考えたくはないが亡なき者とするのが目的だろう。いずれにせよ、いつまでも屋敷に留とどまっているとは思えない。

　となると、エリナのこととは無関係な暴漢、野盗の類たぐいか。

　カナーンはルナルラーサとの旅の途中で、盗賊に占拠された民家を解放したことがあった。

　もっとも、カナーンはちょっとした偵てい察さつを手伝ったのみで、あとはすべてルナルラーサが片づけてしまったのだが。

「『名もなき勇者』がその辺の盗賊に負けるとは思えないし……エリナだって大人おとなしくやられるような子じゃない……。ということは、空き巣？　二人はやっぱり出かけていて、運悪くそこを狙われた、というところかしら……」

　カナーンは気配を殺して、そっと屋敷に近づいた。

　女の声だろうか。大きな、悲鳴のような声が聞こえる。

　まさか、やっぱりエリナが捕まっていて、え、え、え、えっちなことをされてしまっているとか……!?

　そんなはずはない。だけどもし、万が一のことがあったとしたら。

「エリナ……！」

　気が逸はやったカナーンは、ともかく屋敷に侵入しようと、玄関の扉まで一息に駆け出した。

　が、その瞬間、玄関の扉が開く。

　しまったと思ったときにはもう遅かった。カナーンが接近していることはすでに気づかれていたのだ。

　だが、扉を開いたその人影は、意外なことにカナーンを向いて丁寧なお辞儀をしてみせた。

「エリナ様のご友人とお見受けいたしました。お出迎えもせずに申し訳ありません」

「め、メイド……!?」

　それはシックな色合いのエプロンドレスを身に纏まとった青い髪の女性だった。

　年の頃は十七か十八といったところだろうか。

　カナーンは見覚えがなかったが、ランドバルド家にメイドがいるなどという話はエリナからもフランからも聞いたことがない。

　すべての予想が覆くつがえされて、カナーンは混乱したまま、そのメイドに屋敷の中へと迎え入れられた。

　いったいなにが起こっているのか。

　カナーンが知らなかっただけで、エリナの家にはメイドが元からいたというのか。

　古いとはいえお屋敷だし、リクドウ先生は勇者なのだし、それくらいはあってもおかしくないのかも？

　そもそもこのメイドは、扉の向こうから自分の気配に気がついていた様子だった。

　気がついていたとしたら、いつから？

　扉が開いたとき、確かにこちらを認識してお辞儀をしていた。偶然だったとは思えない。

　カナーンはぶつぶつとそんなことを考えながら、青い髪のメイドに案内されて、先ほどからなにか騒がしい部屋へと招き入れられる。

　すると──

「か、カナちゃん！　ちょ、ちょうどよかった……！　助けて……！」

　エリナが疲ひ弊へいしきった顔でカナーンにすがりついてきた。

「エリナ!?　どうしたの!?　なにがあったの!?」

　カナーンはエリナの後ろにもう一人の少女がいることに気がつき、その少女をキッと睨にらみつける。

「あなたがエリナをこんな目にあわせたの!?」

「ふむ？　そちは何者じゃ？」

　カナーンの鋭い眼光にも動じず、きょとんとした表情を向ける少女。

　艶つややかなプラチナピンクの髪を二つに束たばねたその少女は、カナーンやエリナよりも歳とし下したに見えた。

「私はカナーン・ファレス！　エリナの友達よ！」

「ほう、エリナの友達とな！　なればエリナに代わってそちがわらわの相手をするがよい」

　エリナのピンチだと思って威勢よく名乗りあげたものの、さすがにこの状況はなにかおかしい。いや、さっきからずっとヘンだ。私はなにか猛烈な思い違いをしているのではないか。

　カナーンがそう思いはじめたとき、腰にすがりついていたエリナが言った。

「リルちゃんもこう言ってることだし……お願い、カナちゃん！　代わって！　もうわたし、一時間近くお馬さんやらされてて……！」
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「お、お馬さん……？」







　今日もロミリアから神聖魔法のレクチャーを受けていたフランも、結局カナーンと同じようにランドバルド邸にやってきていた。

「め、メイドさんがいる……」

「エリナ様方はこちらの部屋においでです」

「あ、はい、どうも……」

　メイドに案内されてその部屋に入ると、疲れ果ててぐったりと椅い子すにもたれたエリナと、四つん這ばいになって見知らぬ女の子の馬になっているカナーンがそこにいた。




　エリナとリクドウが学院を休んだ理由は、この『リル』という少女を迎えるためだったとエリナは説明した。

　ドタバタしていたのは、掃除したり、物置化していたお客様の使う寝室を片づけたりしていたからだという。

　青い髪のメイドは、リルのお付きのメイドで『リエーヌ』という名前らしい。

　言葉遣づかいや物腰から、そう思ってはいたが、お付きのメイドまで一緒に来ているとなると、このリルという少女は、相当に身分の高いお嬢様なのだろうとフランは思った。

「それで、リルちゃんのお馬さん役を交代でやってたんだ……。リクドウさんは？」

「早々に逃げちゃった。たぶん書斎にいると思うよ。はぁ、フランももう少し早く来てくれれば、三人交代でできたのに……」

　さすがのリルもお馬さんごっこには飽きたらしく、今はなぜか大人しくフランに抱っこされている。

「フランとやら、そちは温かくてふわふわで、なんだかいい匂においがするのぉ。甘いケーキの香りじゃ。わらわは気に入ったぞ」

「ありがとう、リルちゃん。リルちゃんもお花みたいなとってもいい匂いがするよ？」

　そんなリルとフランをエリナとカナーンはジト目で見る。

「わたしたち、あんなに体力使ったのに、後から来たフランがこんなに懐なつかれてるのは、なんかずるくない？」

「フランのせいだとは思わないけれど、なんだか釈しゃく然ぜんとしないものは感じるわね……」

　二人がぼやいていると、扉が開いてリエーヌが入ってきた。

「皆様、喉が渇かわかれたのではないでしょうか。お茶をご用意いたしましたので、ティータイムにされてはいかがでしょう？」

「さすがリエーヌじゃ、気が利きくの」

　そんなティータイムのお誘いにエリナはあわあわと狼狽うろたえる。

「てぃ、てぃーたいむだって……。メイドさんにティータイムの用意してもらうとか、そんなのお話でしか聞いたことない……」

「エリナの家は一応立派なお屋敷なのにね……」

　呆れたように言うカナーン。フランもエリナをフォローするように言う。

「なんだか、このおうちもいつもよりキラキラ輝いて見えるよね。それはエリナたちが一生懸命お掃除したからかな」

「……結局、ピカピカになったのは、リエーヌさんがうちにくるなりお掃除がんばってくれたからで」

　申し訳なさそうにエリナは縮こまった。

「あはは……あ、そうそう」

　そんなエリナにフランは苦笑しながら、持ってきていたバスケットを開く。

「ティータイムってことなら今出しちゃうね。家に寄ってから来たんだけど、お父さんが焼き菓子を持たせてくれて」

「リルちゃんがフランに懐いたのはその匂いだったか……。う～ん、いい匂い」

　お菓子の匂いを嗅かぐエリナをジト目で見ながらカナーンは言う。
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「エリナはそんなにこの子に懐かれたいの？」

「ん～、せっかく家に来てくれたんだし、仲よくはなりたいかな？　あ、そう言えば、リルちゃんってノクトベルになにかご用事があって来たの？　やっぱり大聖堂？」

　ノクトベルに用事があるといえば、ノクトベル大聖堂への観光や巡礼がほとんどだ。

　ただ最近ではノクトベル聖学院が寮生の受け入れもはじめたので、その視察目的の人も見られることがあった。

「ノクトベルでは『サントレーヌ』というケーキが食べられると聞いての。なんでも青い宝石が鏤ちりばめられたようなケーキで、甘くて爽さわやか、まるで穏やかな湖にたゆたうような心ここ地ちにさせてくれるほどの美味じゃという。どんなものなのか是ぜ非ひ一度食べてみたくて、はるばるこの地までやってきたというわけじゃ」

　リルのその言葉に三人は目をパチクリとさせる。だが、その理由はそれぞれ違っていた。

「呆あきれたわ。ケーキを食べるためだけにノクトベルまで旅をしてきたというの？」

「リルちゃん、すっごい偶然！　ここにいるフランはね、そのサントレーヌを出してるお菓子屋さんの娘なの！」

「ごめんなさい、リルちゃん！　今、サントレーヌ作れないの！」

「「「え」」」

　フランに視線が集中し、誰だれもが口を閉ざす。

　ピヨピヨとコルが鳴いたのをきっかけに、ようやくエリナが口を開いた。

「ど、どういうこと？」

　カナーンにサントレーヌを食べさせてあげたいという話をしていたのは、つい昨日きのうのことだ。

「実は……」

　フランはサントレーヌが作れなくなった事情をかいつまんで説明した。




「いやじゃ！　わらわはサントレーヌが食べたいのじゃ！　いやじゃいやじゃいやじゃー！」

「わわっ、リルちゃん落ちついて！」

　突然爆発したように騒ぎ出したリルを、エリナは慌あわてて宥なだめる。

「エリナ、なんとかするのじゃー」

「なんとかって言われても……」

　エリナは困った表情でフランを見たが、フランもまた困った表情を返すしかできなかった。

　そこにカナーンが口を開く。

「ケーキが美お味いしいのはわかるけれど、食べなければ死ぬというようなものでもないんだし、我慢できるでしょう？」

　その言葉にリルはピタリと止まり、目を見開いてカナーンを見た。

「な、なに？　おかしなことは言っていないと思うんだけど……」

「ふわぁぁんっ！　カナーンは、カナーンはわらわの気持ちが、人の心がわからぬのじゃー！　ひどいやつなのじゃー！」

「そんな!?」

　ショックを受けて目を見開くカナーン。あわあわとリルを宥めようとするエリナ。

　フランは泣きわめくリルの後ろに回って、そっとその身体からだを抱きしめた。

「ごめんなさい、リルちゃん。私たちじゃどうにもできないことなの……。でも、うちにはサントレーヌ以外にも美味しいケーキやお菓子がいっぱいあるから、私としてはそれも食べてほしいな。さっきの焼き菓子、お口に合わなかった？」

「ぐすっ……美味しかったのじゃ……。それだけに、サントレーヌはもっと美味なのかと期待してしまうのじゃ……。わらわはもっと食べたくなってしまったのじゃ……」

「ありがとう、リルちゃん。サントレーヌが作れるようになったら、またノクトベルに遊びにきてくれるのはダメかな？　私はリルちゃんにまた遊びにきてほしいな。エリナもカナちゃんもきっと喜んでくれる思う」

「また……」

　フランが見事に落ちつかせたのを見て、エリナもその言葉に乗っかる。

「うんっ！　またノクトベルに来る理由になるってのはいいと思う！　フランの言うとおり！　わたしもリルちゃんが遊びにきてくれたら嬉うれしいよ！　ね、カナちゃん！」

「え？　あ、う、うん、私も嬉しいわ」

　エリナに肘ひじでつつかれて、辛かろうじて調子を合わせるカナーン。

「そちたち……わらわがいると……嬉しいのか？」

「うん！」

　エリナが元気よくうなずくと、フランも微笑ほほえんでうなずき、カナーンもちょっとぎこちなくうなずいた。

「サントレーヌは……やはりまだ諦めきれぬが……そちたちの気持ちは、わらわも嬉しく思う」

「リルちゃん……！」

　フランはリルの身体を抱きしめたまま、いい子いい子とその頭を撫なでる。

「そう言うことならば、どうじゃ、エリナ。フランとカナーンにも、今夜は泊まっていってもらうというのは」

　エリナはその提案にパッと顔を明るくさせた。

「うん！　わたしはいいよ！　っていうか、リルちゃん、それ、すっごいいいアイデア！　わたしもフランとカナちゃんに泊まっていってほしい！」

「……私は、今夜もたぶんルナは帰ってこないと思うし、構わないわよ」

　それで気が済むなら、とカナーンは苦笑した。

「じゃあ私も、今夜エリナの家に泊まっていいか聞いてくるね」

　フランも笑って言う。

「そうだ、わたしもちゃんとりっくんに二人を泊めていいか聞いてこなくちゃ」







　こうして、いつもはエリナとリクドウの二人しかいないランドバルド家は、とてもにぎやかな夕食のひとときを迎えることになった。

　リエーヌの作る夕食に舌した鼓つづみを打ち、日々のあれこれを楽しく語らい合う。

　コルも楽しそうに食卓を走り回って、行く先々でもらった餌をついばんでいた。

「これ、リエーヌも早はよう席に着かぬか」

「しかし、リル様、私はメイドの身。こうして他ほかのお客様方もいらしている以上──」

「昼食の時にもエリナが申しておったであろ？　みな揃そろって食事をした方が楽しいと。ここは大人しく、それがこの屋敷での流儀と思って従うのじゃ」

「そこまでおっしゃるのでしたら」

　リエーヌは一礼して、自分の分の皿を用意し、席に着く。

「やった♪　リルちゃん、ナイス！　ありがと～♥」

「ふっふっふ。もっと褒ほめるがよい。わらわは美しいだけでなく、賢い姫であろ？」

　気をよくして胸を反らすリル。

　だが、フランとカナーンはそれを聞いてピタリと身体を硬直させ、エリナとリクドウも口を開けて首をゆっくりと横に振った。

「なんじゃ？　──あ」

　リルは自分がなにを言ったかにようやく気がつく。

　メイドのリエーヌはまるで微動だにせず、口元を拭ぬぐっていた。

　そしてとうとうカナーンがそれまで気になっていたことを口に出した。

「えっと……今さらなのだけど、聞いていいのかしら。リルちゃんって結局何者なの？　どこかのお嬢様というのはわかるのだけど……。聞き間違いでなければ、今『姫』って……」

「ぬ……。まぁ、その……のぉ？」

　リルは助けを求めてリエーヌを見、リエーヌは一つため息をついてから口を開く。

「リル様は、さる豪商の一人娘──という設定になっております」

「「設定!?」」

　カナーンとフランが声を揃えて驚いた。

「リエーヌ、さすがにその言い方はおかしいじゃろ……」

「お言葉ですがリル様。リル様こそ、『わらわ』とか『のじゃ』とか言って、まったくご自分の身分を隠す気がないではありませんか。挙げ句、とうとうご自分から『姫』などと……。私だって庇かばいきれるものではありませんよ」

「ぐ、ぬぅ……」

　リエーヌの辛しん辣らつな物言いに渋面するリル。が、すぐに。

「まあ、よいよい、よいのじゃ」

　と手を振った。

「エリナ、リクドウ、一応そちたちには確認しておくのじゃが、カナーンとフランは信頼できる者か？　わらわはすでにこの者たちならば構わぬかと思ってしまっておるのじゃが、そちたちの方がよう知っておるのじゃろ？」

「はい！　はい！　フランもカナちゃんも、わたしがいっちばん信頼してる大好きなお友達でっす！」

　リルの問いかけに間髪を入れずに手を挙げて答えるエリナ。

　次いでリクドウも改まって答えた。

「私もこの二人のことは信頼しております。フランちゃんの方はエリナの物心ついた頃ころからの親友ですし、カナーンちゃんの方は私のかつての仲間、『月輪の戦いくさ乙女おとめ』ルナルラーサ・ファレスの養女。彼女も『うちのカナーンは本当にいい子だ』と褒めちぎっていました」

　ルナルラーサの親馬ば鹿かっぷりを突然聞かされ、カナーンはむせかける。

「なんと、カナーンはあの『月輪の戦乙女』の養い子であったか。ふむ、ならば安心じゃな。お忍びゆえ他言無用じゃぞ？　──リエーヌ」

　リルはくいと顎あごを向けてリエーヌを促した。

「はい。こちらにおられますのはリル様改め、ブレナリア王国第四王女、リルレイア・エンティケ・ブレナリアス姫殿下にあらせられます」

「「ブレナリアのお姫様!?」」

　またしても声を揃えて驚くフランとカナーン。

「うむうむ、驚くのも無理はないのじゃ。わらわのように寛大で庶民派の姫もなかなかおらぬからの。じゃが、かしこまられるのも鬱うっ陶とうしいから、これまで通りで構わんのじゃ。その点エリナはわらわを姫だと知っていたにも拘かかわらず、はじめからぞんざいな態度じゃったから、むしろあっぱれと思ったほどじゃ」

「にぇへへ、それほどでも……」

　照れるエリナをフランが窘たしなめた。

「エリナ、今のは褒められたわけじゃないよ？」

「あれ？」

　エリナは首を傾かしげる。

「でも、これでようやく轍わだちの謎なぞが解けたわ」

「わだち？　馬車の車輪の跡のこと？」

　今度はカナーンの言葉に首を傾げるエリナ。

「この屋敷に向かう小道に、まだ新しい複数の馬車の跡があったのよ。おそらくは二頭立ての馬車が三台。それに馬車を繫つないでない馬が三頭といったところね。エリナの家にどうしてそんな数の馬車や馬がと思ったけれど、ブレナリアのお姫様が来ているとなれば、むしろ、少ないと思うべきなのかしら」

　カナーンの話に一同が食べる手を止めていた。

「そんな数までわかっちゃうんだ!?　カナちゃん、すごい！」

「あ、跡ははっきりしているんだし、理屈を知っていれば、そんなに難しいことじゃないわ」

　エリナの驚きにカナーンは照れながら言う。

「いや、美事なものじゃ。カナーンの見立てた馬車と馬の数、確かにそれで合っているのじゃ」

　リルも賞賛し、リエーヌも静かにうなずいている。

「して、謎が解けたと申しておったの。わらわの来訪とその馬車と馬の数、そちはどう読み解いたのじゃ？」

「……単純にリルレイア姫殿下の護衛の騎士たち。ただ、お忍びとも言っていたし、本来貴人につく護衛の数としては質素なものだから……大方、隊商キャラバンかなにかに扮ふんしていたというところじゃないかしら。護衛の騎士たちも隊商の用心棒に扮していたとか……」

「カナちゃん、やっぱりすごいよ！　大正解！」

　カナーンの推理にエリナは大喜びで立ちあがり、コルも大喜びでピヨピヨと鳴いた。

「エリナ、食事中に無む闇やみに立ちあがらない。でも、本当にすごいな。驚いた」

　リクドウもエリナを注意しつつ、カナーンに賛辞を贈る。

「ぜ、全部、ルナに教えてもらったものですし……」

「私も、馬車が通った跡には気づいたけど、それ以上考えたりしなかったな。やっぱりカナちゃんがすごいんだよ」

「や、やめてよ、フランまで……。もぉ」

　フランからも褒められてカナーンは顔を真まっ赤かにした。

「あ、だとしたら、護衛の騎士さんたちはどうしてるんだろう」

「今も二名ほどが、この屋敷の外で警護についております。それ以外の方は街中にある宿を取られ、そこで待機中とのこと」

　フランの疑問にリエーヌが答える。

「ホントはね、騎士の人たちはうちの前で野営したいって言ってたんだけど、りっくんが勘弁してくれって断っちゃったんだよね」

「そりゃ断るだろ。うちの前で野営なんかしてたらそれだけで怪しすぎるし、隊商キャラバンに扮してるんなら、隊商らしく中央広場マーケットに近いところで宿を取れって言っただけだよ」

　エリナの補足にリクドウがやれやれとさらにつけ足した。

「その結果、騎士の方々のそれは高いプライドが傷つけられてしまい、よりによってリル様も『実力を見せてもらえばよかろ？』などと気軽におっしゃるものですから、なぜかリクドウ様が彼らと次々に立ちあうことに──」

「俺おれが彼らのプライドを傷つけたように言わないでください」

「わらわは間違ったことは申しておらぬ」

　さらなるリエーヌの補足にリクドウはツッコみ、リルは口を尖とがらせる。

　一方、その話題にカナーンは目を見開いて、唇を震わせていた。

「り、リクドウ先生が護衛の人たちと……？　それ、ものすごく見たかった……」

「すごかったよー。騎士の人たちがどんな風にかかっていっても、杖つえの先でちょんってしただけで、みんな剣を落としちゃったり、転んじゃったりで。ね、リルちゃん」

「うむ、大したものじゃった。エリナもよくあの動きが見えていたの。わらわには騎士どもが勝手に倒れていたようにしか見えなかったわ」

「エリナってとっても目がいいんだよね。飛んでる虫とかもひょいって捕まえちゃうし」

　エリナとリルが興奮した様子でそれを説明し、エリナが褒められたことに気をよくしたフランがさらにエリナを褒めそやす。

「にゃはは、それほどでもー。あ、そうだ。それでりっくんに聞きたかったんだけどさ、あれって普通にやっても騎士の人、あんな風になんないよね？　どういうことしてんの？」

　エリナの質問にリクドウは手振りを交えて答えた。

「相手の力がどんな風に流れてるかを見るんだ。そして、その流れの方向をちょっとだけ変えてやる。例えば、エリナが壁に向かって走ってくるとするだろ？　エリナは壁の手前で止まるつもりなんだけど、その止まろうとするときに、ちょいっと背中を押してやったらどうなる？」

「わたし壁にぶつかっちゃうよ!?」

「大おお雑ざっ把ぱに言えばあれはそういう戦い方なんだよ。剣も同じ。剣を振る速さや角度、すなわち力の流れを見極めて、それを利用してやるわけだ」

　リクドウの説明に感心してうんうんと何度もうなずくエリナ。

「動くということは力の流れがあるということ。これは剣術だけじゃなく、どんなことにも応用の利く考え方だから、意識しておくといい」

「どんなことにもって……例えば魔法……魔力の流れも？」

「そうだな。魔力も力。その流れに干渉することができるなら、応用は利くと思う」


「ふぇ～……力の流れを利用する、かぁ……。あ、カナちゃんの剣もすごかったよね。あれは剣を振ったときの力の流れを利用するってことになるのかな」



「確かにそういうことになるわね……。ただ、あの剣術はそれだけじゃなくて──」

　エリナに剣の話を振られたカナーンは、少し早口になってその説明をしはじめた。

　そんな二人を見て、フランは小さく微笑みを浮かべる。

（よかった。カナちゃん、ちゃんとエリナとお話しできてるみたい。エリナもカナちゃんとお話が弾はずんで楽しそう）

　だが、胸のところになにかつかえるものを感じて、フランはコップの水を喉のどに流しこんだ。

（剣のお話だから、私が混じれないのがちょっと残念、なのかな……）

「フラン様、よろしければお水お注つぎいたします」

　リエーヌの声で、フランのその自己分析は中断を余儀なくされる。

「ふぇっ!?　お、お気になさらず……？」

「フラン様こそお気になさらず。給仕はメイドの大切な仕事ですので」

　その間にリルの方はカナーンに声をかけていた。

「カナーンは剣を使うのか？」

「あ、はい。そうですが」

　リルの質問にカナーンがうなずく。

「わらわに対しては先ほどまでの態度でよいと申したじゃろ。しかし、『月輪の戦乙女』の養い子が、やはり女だてらに剣を使うとはの。実に興味深いのじゃ」

　リルは心底そう思っているようで、目を爛らん々らんと輝かせて言った。

「カナちゃんすっごい強いんだよ！」

「や、やめてよ、エリナ。こないだのことで、私はまだまだだって思い知らされたばかりなんだから……」

「いやいや、普通わたしたちの歳としで、オークとかバンバン倒せたりしないから」

「それを言ったらエリナだって──」

　さすがにそれ以上言ったらマズいと思ったカナーンは、ぷくっと頰ほおを膨らませてエリナを睨にらみつける。

「うむ、エリナもリクドウの娘じゃし、強そうじゃの。どうじゃ？　そちたち、わらわの護衛にならぬか？　この際じゃから、フランも一緒で構わんぞ？」

「「「ええっ!?」」」

「おいおい……」

　リルのその言葉にエリナたちは驚きの声をあげ、リクドウも呆あきれた声を出す。

　だが、

「リル様、お戯たわむれを。みなさま、お困りになっているではありませんか」

「むぅ。ちと思いつきを口にしてみただけじゃ」

　リエーヌの冷静な一言によって、リル以外の一同はホッと胸を撫なでおろすことになった。







　食後の団だん欒らんを楽しんだ後は入浴の時間。

「なんじゃ、広いと申すからどのようなものかと思えば、まるで広くはないではないか」

　真っ先に裸になって浴場に入ったリルが、がっかりした様子でそんなことを言う。

「広いのっ。そりゃ、お城にはもっと広いのがあるとは思うけどさぁ」

　同じく裸になったエリナが口を尖らせて反論した。

「すごい……。部屋中湯気が立ちこめてるわ……。あそこにお湯が溜たまっているの？」

　次いでカナーンも浴場に入ってきて、物珍しそうにキョロキョロと見回す。

「足元滑るから気をつけてね、カナちゃん」

　これまでにも何度もエリナと一緒にお風ふ呂ろに入っているフランは、カナーンと比べて多少は落ちついた様子だ。

「エリナ様、お湯加減はいかがでしょうか？　確認をお願いできますか？」

　最後にリエーヌも入ってきて、エリナに尋ねる。

　エリナは舟ふねに使う櫂かいのような棒で浴槽を搔かき回してから、手を入れて湯の温度を確かめる。

「うん、大丈夫。あ、でも──」


「ふぎゃぁっ！　熱いのじゃ！」



　エリナの真ま似ねをして浴槽に手をつっこんだリルが叫び声をあげた。

「わわっ、たいへん！　そっちの樽たるにお水入ってるから！」

　リルは慌てて樽に張られた水に手をつっこもうとしたが、リエーヌがそれを制止する。

「リル様、汲くみ置きの水にそのまま手を入れるものではありません。この様に手て桶おけで掬すくって……さあ、手をお出しください」

「ひぁあっ……冷たいのじゃ……」

　その手に水をかけられて、しょんぼりするリル。

　リルの反応にカナーンは不審げに眉まゆを顰ひそめる。

「そんなに熱いものなの？　この浴槽に入るということなのよね？」

「少なくともわたしが手をつっこんでいられる程度の熱さだよ。浸つかるにはちょっと熱いけど、身体からだ洗うのに使った分お水入れちゃうから、これくらいで大丈夫。人数も多いしね」

　エリナの説明にもまだ納得できていない顔をカナーンがしていると、フランがフォローする。

「カナちゃんが知ってるお風呂は浴槽に入って、そこで身体を洗う感じなんじゃない？」

「え、ええ、そうだけど……」

「このお風呂はね、こっちの洗い場で身体を洗って綺き麗れいにしてから浴槽に浸かるんだよ」

「洗い場……ね、なるほど。浴槽のお湯を桶に汲んできて、ここで身体を洗うわけね？」

「そうそう。熱かったら樽から水を汲んできて混ぜちゃえばいいし」

　フランの説明に後ろで聞いていたエリナもうんうんとうなずき、そして、カナーンの方をじっと見た。

「ところでカナちゃん」

「な、なに？」

　その視線にただならぬものを感じて、カナーンは言い淀よどむ。

「ご立派に成長されているようでなによりです。ふぅ……」

「また胸の話なの!?」

「だってフランだってなんかふわっと柔らかそうに膨らんでるし、カナちゃんだってぽよんって膨らんでてツンって上向いてるのに、わたしなんかすとーんだよ!?　すとーん！」

「そういう恥ずかしいことを言わないで！」

「だって！」

「まあまあ」

　悩める少女の主張を繰り広げるエリナとそれに恥ずかしがり憤るカナーン。そして、その二人をなんとか宥なだめようとするフラン。

「ではリル様、お身体をお洗いいたしますのでこちらへおかけになってください」

　そんな三人を他よ所そにリエーヌは椅い子すを用意して、リルをそこへと促す。

「うむ」

　そんなリルとリエーヌの方にエリナの視線が向けられた。

「なんじゃ、エリナ。胸など大人になれば自然に膨らむものじゃろ」

　泰たい然ぜん自じ若じゃくとしてリルが言う。

「……リルちゃん、わたしと同じくらいのような」

「もうやめなさい、エリナ。みっともないわよ」

「リルちゃん、わたしより二つ下なのに、わたしと同じくらいのような!?」

「落ちついて、エリナ」

　フランとカナーンの二人でなんとかエリナを取り押さえ、落ちつかせる。

　リルを洗う用意をしていたリエーヌがそこに口を開いた。

「お言葉ですがエリナ様。確かに乳房は女性の魅力の象徴とも言えるもの。ですが、その大きさのみで語るべきものでもございません。小さくても魅力的な乳房の女性など、この世にはいくらでもいるのです」

「リエーヌさん……」

　エリナはリエーヌの胸に目を向け、うなずく。

「なるほど」

「エリナ様。今、なにか失礼な納得のされ方をなさいましたか？」

「そそ、そんなことはぜんぜんっ」

　リエーヌの鋭い眼光を受けて、エリナは縮みあがった。

「なに、リエーヌもまだ十八。大人おとなになればもうちと膨らむじゃろ──わひゃっ!?　わひゃひゃひゃひゃっ！　こ、これ、リエーヌ、脇の下は！　脇わきの下をこしょこしょするのはやめるのじゃー！　わひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃっ」

　その光景を見てエリナは言った。

「うん、胸の話はもうやめておいて……わたしたちも洗いっこしよー！」

「そうそう、そんな話はもうやめにして──って、洗いっこ……？」

　エリナの発案にギョッとした顔を見せるカナーン。

「ま、まあ、エリナならそうくるよね……。あははは……」

　フランは覚悟していたとばかりに苦笑した。

「だって、背中とか洗いにくいでしょ？　髪だってみんな長いから、一人じゃ大変だし。わたしもよくフランと洗いっこするんだ」

「……フランはそんなにいつもお風呂に入りにきているの？」

「そ、そんなにいつもじゃないよ？　今日みたいに泊まりに来たときとか、エリナと遊んでていっぱい汚れちゃったときとか、突然雨に降られてびしょびしょになっちゃったときとか……」

　カナーンの質問にフランは少し縮こまる。

　あまりにも小さな頃ころからそうしていたから、フランはこれまであまり気にしていなかったが、これだけの広さの浴室があり、ふんだんにお湯が使えるというのは、庶民の暮らしとしてはかなり贅ぜい沢たくなものだった。

　そんなフランの気持ちを知ってか知らずか、エリナは得意げな笑みを浮かべて言った。

「カナちゃんもせっかくご近所さんになったんだからさ、いつでも入りに来てよ！」

「そんなの悪いわよ」

「悪くない悪くない。フランにもよく言ってるんだけどね、浴槽がちょっと大おっきすぎるから、わたしとりっくんの二人が使うのも、五～六人で使うのも、大して変わんないんだよね」

　そういうものなのかしらとカナーンは小首を傾かしげる。

　そこにリエーヌが丁寧にお辞儀をして割りこんできた。

「申し遅れましたがエリナ様。こちらにお持ちしました石せっ鹼けんは、ブレナリア王室御用達の最高級の逸品にございます。上品な薔ば薇らの香り漂う石鹼でして、女性としての魅力をさらに高めること請け合いです」

「女性としての魅力!?　そ、そんな石鹼が……。あ、ホントにいい匂におい……」

　エリナはごくりと喉を鳴らす。

「お気に召すようでしたら、是ぜ非ひエリナ様方もお使いくださいませ」

「使う使う！　やったぁ♪　ありがとう、リエーヌさん！　リルちゃんも！」

「む、よいよい。リエーヌが勝手にやったことじゃ。それよりリエーヌ、早はようわらわの身体を洗うがよい」

「かしこまりました。それではエリナ様、こちらの石鹼をお使いください」

　エリナは喜んで石鹼を受けとり、薔薇の香りをくんかくんかと嗅かいでから、ニヤリと邪悪な笑みを浮かべた。

「にゅふふ、これでカナちゃんの身体をにゅるんにゅるんに洗いまくるのだっ。フラン！　カナちゃんを押さえてて！」

「ええっ!?　ご、ごめんね、カナちゃん！」

　フランは言われたとおりにカナーンの腕を、えいやと摑つかんで押さえる。

「ちょっ、なんで私なのよっ」

「だってぇ、もうフランのことは何回もにゅるんにゅるんにしてるしぃ」

　両手で石鹼を泡立てながらにじり寄るエリナに、カナーンは怯おびえた目を見せた。

「い、一体なにをやっているのよ、あなたたちは……」

「大丈夫だよ、カナちゃん。エリナの指、とっても気持ちいいから♥」

「本当になにをやってるの!?」

「カナちゃん、逃げちゃダメだよ？　こういうのをね、りっくんの故郷のスメラでは『裸のつきあい』って言って、仲よしの証明みたいなヤツなの！」

　泡だらけとなったエリナの両手が、わきわきと蠢うごめきながらカナーンに迫る。

「噓うそよ、そんなの！　ちょっと、ホントにやめて！　わきわきしながら近づいてこないで！」

　フランの拘束くらいいつでも抜けだせると考えていたカナーンは、今こそその時とフランの腕を振り払った。
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「ごめんなさい、フラン！　──きゃっ!?」

　目もく論ろ見み通りフランの拘束からはあっさりと抜けだせたカナーンだったが、想像以上にあっさり抜けだせすぎた結果、湯気で湿った浴室の床に足を滑らせてしまった。

「うぉっと危ない」

　それをエリナが両手を広げて受けとめる。

「あ、ありがと、エリナ……──あ」

「にゅふふふ、カナちゃん、いらっしゃ～い♥　うぅ～ん、思った通りすべすべのお肌♥　この際、フランも一緒にカナちゃんのこと洗っちゃわない？」

「うん、エリナ♥　ごめんね、カナちゃん。私も今、カナちゃんのこと押さえてて、このお肌、ちょっとにゅるんにゅるんしてみたいって思ってたの……」

「フランまで!?」

「さぁて、カナちゃん、たぁっぷりにゅるんにゅるんにしてあげるからねぇ♥」

「ごめんね、カナちゃん。暴れると危ないからじっとしててね？」

「ちょっ、まっ……あっ──ひぁああああああああああっ！」

　そうしてカナーンの断末魔があがった。

「リエーヌ、エリナたちはなにゆえ身体を洗うだけであのように騒ぐのじゃ？」

「リル様の教育上よろしくありませんので、それ以上お気になさいませんよう。さぁ、御お髪ぐしをお流ししますので、頭をさげて目をお閉じになってくださいませ」







　お風呂上がり。

　エリナは早々に髪を乾かしきるのを断念して、リクドウからもらった木箱に余り布を敷き詰め、コルの寝床を作っていた。

「コル～、こんな感じでいい？」

　コルはピヨと小さく鳴いて、その箱の中に飛びおり、ちょこちょこと動いてから身を落ちつけると、もう一度、ピヨと鳴いた。

「よかった。気に入ってくれたみたい」

「昨夜ゆうべはどうしてたの？」

　とカナーン。

「昨夜はうちのお掃除とかしててバタバタしてるうちに疲れて寝ちゃったんだよね。バタンキューって。そんでコルは起きたら枕まくら元もとにいた」

「もう、エリナったら……」

　自分の髪を梳くしけずりながら苦笑するカナーン。

「カナちゃん、肩までお湯に浸かるのはどうだった？　気持ちよかった？」

「ええ、気持ちよかったわ。こういうお風呂の入り方ははじめてだったけれど」

「にゅふふ、よかった♪　いつでも入りに来ていいからね。また一緒に入ろ、カナちゃん」

「嫌よ。エリナ、なんだかえっちなんだもの……」

「にゃはは、いやぁ。カナちゃんのお肌が想像以上にすべすべで、柔らかくて、それでいてしっかりとした弾力があって……あんなに触り心ごご地ちがいいなんて思ってもみなかったから」

「なんの言い訳にもなってないわよ、それ」

　カナーンは呆あきれたように一つため息をついた。

　そしてふと真顔になって手にしていた櫛くしを置く。

「フランはリエーヌさんのところに行っているのよね……」

「うん。お料理美お味いしかったから、教えてもらうんだって」

「なら、今のうちの方がいいかしら……」

「なにが？」

　エリナがきょとんとして振り向くと、カナーンは顔を耳まで真まっ赤かにして、落ちつかなげに両手の五対の指先をぐにぐにと重ねあわせていた。

「あの……あのね、エリナ」

「うん」

「こんなことを言うのは本当に恥ずかしいのだけど……」

「う、うん……。な、なに……？」

　エリナもカナーンの様子のおかしさに、なにを言われるのかと不安に襲われる。

「あの……ふざけてこんなことを言うわけじゃないっていうのだけは、わかってほしいの」

「つまり、真ま面じ目めなお話ってことだよね？　わかった。いいよ」

「じゃあ、言うけど……」

「うん」

　カナーンは、そこで一度息を吸いこんでから、思いきって言った。




「エリナ、そのズボンを脱いで、脚を開いて見せて」
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　一方、フランはリエーヌから料理のレシピを教えてもらい、ほくほく顔で廊下を歩いていた。

　母親もメイドで、生まれた頃から王宮にいるというリエーヌは、賓ひん客きゃくをもてなすための様々な国の調理法を宮廷料理人から伝授されており、彼女はフランが知らなかったそれらの技術を惜しげもなく教えてくれたのだ。

　もちろん、口で説明されたからといって、すぐに身につくような技術ではなかったが、フランの頭の中では、これに挑戦してみよう、あれに応用できないだろうかと、いろいろなアイデアが飛び交っていた。

「エリナやカナちゃんにも美味しいって言ってもらえるのがいいな♪」

　などと独りごちながら、今夜三人で寝る予定のエリナの寝室の前までたどり着く。

「カナちゃんはエリナと二人きりでも、ちゃんとお話しできてるかな……」

　その様子をうかがうつもりで、そっと扉を開くとキィと音が立った。

　カナーンにはこれくらいの音でも気づかれてしまいそうだと思いつつ、中を覗のぞいてフランは息を呑のんだ。

「──!?」

　はじめに視界に飛びこんできたのは、突きだされたカナーンのおしりだった。

　ベッドの上で四つん這ばいになったカナーンは、よりによってエリナの開かれた両脚の間に頭を突っこんでいるようにフランには見えた。

「か、カナちゃん……さすがにこれは……恥ずかしいって……」

「でも、エリナ……やっぱりこんなになってる……」

「え、え、え……」

　そんな二人の会話に、フランはひきつけでも起こしたような声を出す。

「あ、フラン」

　エリナはフランに気がついて顔をあげた。

「ふ、フラン!?　違うのよ、これは！　誤解しないで!?」

　カナーンもエリナの声でそれに気がつき、慌ててベッドから降りて、弁明にならない弁明をはじめた。

「いっ……いいのよ？　あのっ……わ、私……二人がそういうあの……あれ、でも……。でも、でも、でも……」

　フランはわなわなと震えつつ、なんとかその言葉を絞り出す。

「あれ？　あれって？」

「だから、そう言うのじゃないの！　お願い、フラン！　ちゃんと話を聞いて！」

　相変わらずきょとんとした様子のエリナと、顔を真っ赤にして叫ぶカナーン。

　フランは二人を見比べ、一呼吸する間にその判決を下した。

「カナちゃんのえっち!!　なにも知らないエリナにこんな、こんな……！」

「だから、話を聞いてってば！」




　数分後。

「わたしは……」

　フランとカナーンが落ちついたところで、エリナが口を開いた。

「やっぱりカナちゃんがえっちなんだと思う」

「エリナまでそういうことを言うわけ!?」

「にゃははは、冗談冗談」

　怒るカナーンをエリナは笑って宥なだめる。

「えーっとじゃあ……エリナの身体からだに紋様が出てたから、カナちゃんがそれを心配したっていうお話でいいのかな」

　フランは説明された内容を自分の言葉でまとめ直した。

　エリナが自分の内股を指し示しながら言う。

「そうそう。この紋様は例のあの力じゃなくて、ロミリアにかけてもらってる神聖魔法の方なの。だから安心していいよって」

「あの、エリナ……。わかったから、もうズボン穿はいていいよ？　私もちょっと恥ずかしいから……」

　フランに言われてエリナは慌てて寝間着のズボンを穿きはじめた。

「にゃはは……。お風ふ呂ろだと裸ん坊同士でもそんなに恥ずかしくないのにね」

「そのお風呂でエリナの内股に紋様があることに気がついたのよ……。すぐに言おうかと思ったけど、リルちゃんとリエーヌさんもいたし……」

　顔を赤くしてエリナから顔を背けたまま、カナーンはごにょごにょと説明する。

「その神聖魔法ってどういうものなの？　私にもできるものなのかな」

　神聖魔法と聞いて、フランはそれに興味を持った。

　だが、エリナは苦笑して首を横に振る。

「あー、実はこれ、もうほとんど意味がないの。わたしは最初、『生まれつき魔力の流れに異常があるから、その流れが乱れたときに知らせてくれる印』って聞いてたんだけど、本当は違うんだって。こないだロミリアにちゃんと教えてもらってね」

　要領を得ないエリナの説明にフランとカナーンは首を傾げた。

「本当はね、『魔王の力を封印するための術式』で、『その封印が弱まると出てくる紋様』なんだって」

　さらに首を傾げるフラン。

　カナーンの方も戸惑いながら質問を投げかけた。

「魔王の力を封印って……でもエリナ、あのとき……」

「使ってたでしょ？　あれが本当に魔王の力かどうかはわかんないけど。だから、封印としては無意味な可能性が高いんだって」

　今度はフランが聞いた。

「じゃあ、なんでまだ、その神聖魔法をかけてもらってるの？」

「……それが、りっくんがわたしを育てる条件だったみたい」

『魔王の娘』の可能性が高いエリナをリクドウが養育するに当たって、『魔王の力が覚かく醒せいし、第二の魔王となるのではないか』という危き惧ぐは当然持たれた。

　そのための安全措置として出された条件が、大陸屈指の神聖魔法の使い手であるロミリアによる定期的な封印である。

『ブレナリアの聖女』による封印措置であれば、少なくともブレナリア国内にはこれ以上のものはないし、よしんばそれが破られるとしても、ロミリアであればその兆候に気がつき、対処できるだろうとの期待もされていた。

「だけど、ロミリアが言うにはね、一番大事なのは『手は尽くしました』って言えることなんだって。だから、わたしもロミリアに、べつに今まで通りにするのでいいよって言ったの」

「なるほど、そういうことだったのね。びっくりしたわ……」

　エリナの説明を聞いて、ようやく腑ふに落ちたとカナーンはうなずく。

「そっか……。それじゃあ、私がもしその封印を使えても、意味がないんだね……」

「ううん、ありがとう、フラン。その気持ちだけで充分っ」

　エリナのその言葉にフランは小さな笑みを返した。

「明日の休み時間にでも、またロミリアんとこ行かなきゃ」

　その時、寝室の扉がノックされた。

「どうぞー」

　即座にエリナが返事をすると、扉が開いてリエーヌが入ってきた。

「失礼致します。入浴後のお飲み物をお持ちしました」

「わわ、言ってくれればわたしも手伝ったのに……」

　先ほどまでリエーヌに話を聞きにいっていたフランは恐縮し、エリナは笑って感謝を告げる。

「ありがとう、リエーヌさん。でも、リエーヌさんも一緒に入ってたんだから、ゆっくりしててよかったのに。そう言えばリルちゃんは？」

「いえ、私はメイドですのでお気になさらず。それと、リル様でしたら──」

　その影から、リル本人がサッと出てきた。

「そちたちはみなこの部屋で寝るのか？　窮きゅう屈くつそうに見えるが」

「うん。三人じゃちょっと狭いけど、なんとかなると思うし。リルちゃんも一緒に寝る？」

　エリナのその言葉にリルは眉まゆ根ねを寄せる。

「三人で狭いと申したそばから、わらわを誘うというのはなにか腹案あってのことか？」

「リルちゃんならわたしよりちっちゃいし、なんとかなるかなって……」

「エリナはもうちと、物の道理というものを考えた方がいいと思うのじゃ」

　エリナは二つ下のリルに言われてこうべを垂れた。

　リエーヌがそれぞれに飲み物の入ったグラスを手渡しながら言う。

「まったくリル様の仰おっしゃる通りかと。そして、リル様は大変寝相が悪くていらっしゃるので、通常よりもより多くのスペースが必要となります。その上、今ご用意したこちらの飲み物をすでに二杯も飲まれておりますので、おね──」

　リルがリエーヌの脚を蹴けった。

　リエーヌは素そ知しらぬ顔をするリルを見て眉根を寄せる。

「リル様、少々おみ足のお行儀が悪いようですが」

「そちの口よりは行儀がいいのじゃ」

「ぷふっ」

　二人のやり取りに耐えきれず、エリナが飲み物を噴き出した。

「ぷひゃひゃははははははっ、けほっ、けほっ、や、やめてよもぉ～っ、リルちゃんもリエーヌさんも面白おもしろすぎるから。にゃはははははははっ」

「え、エリナ、わかるけど、相手はお姫様よ……ぷぷっ……だ、ダメよ、不敬にあた、ぷふっ、あたるから……」

　顔を真っ赤にして無理矢理笑いを堪こらえながらエリナを窘たしなめるカナーン。

　フランもなんとか笑いを堪えながら、二人の背中をさすっていた。

「ええい、笑うのは構わぬが、ともかく話じゃ。すぐに眠るなどとは申さぬじゃろ？　わらわもそちたちのおしゃべりに混ぜるのじゃ」

　少し照れた様子で言うリルにエリナは満面の笑みで答える。

「もちろん、いいよ！　リエーヌさんもね」

「私はメイドですので。しかしながら、リル様の御お髪ぐしのお手入れがまだ済んでおりませんので、こちらで行わせていただきたく思います」

　そうして、エリナとフランは学院での日常を、カナーンはこれまでにルナルラーサと共にした旅のことを、リルは王宮での出来事を、しばらくの間、話し続けた。
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「それじゃあリルちゃん、リエーヌさん、いってきまーす」

「いってらっしゃいませ、みなさま」

「むぅ、わらわ一人でつまらぬのじゃ」

　拗すねるリル、そして、リエーヌと護衛の騎士たちに留る守すを頼んで、ランドバルド家の牝ひん馬ばフレイムの引く一頭立ての荷馬車でノクトベル聖学院に向かう。

　御者はいつものようにリクドウだが、荷台にはエリナとフランに加えて、今日きょうはカナーンも乗っていた。

「ふぁああ……」

　エリナがあくびをすると、フランもカナーンもつられそうになって口元に手を当てる。

「ふふ、昨夜ゆうべはちょっと遅くまでお話しすぎちゃったね」

　そう言うフランに、カナーンは少し照れたように顔を俯うつむけさせた。

「でも……私としてはありがたかったわ」

　友達とどういう話をすればいいのかわからないと言っていたカナーンだ。

　だけどきっと、そう身構えずに普通に話をすればいいだけなのだとわかってくれたはず。

　フランはそう思って、カナーンに微笑ほほえみを向けた。

「あ、そうだ、フラン。リルちゃんのことなんだけどさ」

　エリナに声をかけられて、振り返る。

「……やっぱり、食べさせてあげることってできないのかな、サントレーヌ」

　そんなエリナにカナーンも同意してうなずいた。

「あんな身分の子がわざわざノクトベルまで食べに来てくれたんだものね」

「カナちゃん、呆あきれてなかったっけ？」

「呆れたわよ、最初に聞いたときはね。もぉ、エリナの意地悪」

　小さく頰ほおを膨らませるカナーンに、苦笑して謝るエリナ。

　そんな二人を眺めつつ、フランは一人思案していた。

「問題はレーヌ草、なんだよね……」

「なんとかして探せばいいのかな？」

　その呟つぶやきにエリナが反応する。

「ううん。もし見つけてもそっとしておいてくれってお父さんは言ってた。育つ環境が限られてる植物だから、今辛かろうじて生き残ってるのを摘つんじゃったら、本当にそれで終わっちゃうかもしれないって。でも、今そこで生きてるなら、そこからもっと増えてくれるかもしれないでしょ？」

「ああ、そっか……」

　エリナはがっくりと肩を落とした。

「流通もしていないものだって言っていたわよね」

　カナーンもなにか突破口はないかとフランに尋ねる。

「してても乾燥させた状態のものだけみたい。でもサントレーヌに使うのは、できるだけ新鮮なレーヌ草のお花の部分なの」

「うーん……。でもレーヌ草が使えればいいんでしょ？　それだけならなにか……今はちょっと思いつかないけど、なにか……手が……うーん」

　エリナは腕組みして頭を右へ左へと傾けたが、結局馬車が学院にたどり着くまで、いいアイデアが思い浮かぶことはなかった。
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「なんじゃと!?　それはまことか!?」

　リルレイア・エンティケ・ブレナリアスは、護衛隊の隊長バルザックからの報告を受けていきりたった。

　ノクトベル近郊の丘きゅう陵りょう地帯に七十人前後と思われる規模の武装集団が野営していることが観測されたらしい。

「はっ。よって情勢が明らかになるまでは、リル様には外出をお控えいただきたく──」

「いやじゃ！」

　バルザックの言葉を遮さえぎって、リルが叫んだ。

「いやじゃいやじゃー！　こっそりノクトベル聖学院に見学に行ってエリナたちを驚かせてやるわらわの計画はどうなるのじゃー！　いやじゃー！」

「いえ、ですから、彼らの目的が判明するまではお待ちいただきたいと──」

「いやじゃー！　どうせ悪いことになって、遊べなくなるのじゃー！」

　バルザックは困り果てた顔でリルの隣に控えるリエーヌを見、リエーヌはその視線を受けて、ふぅ、と一つため息をついた。

「悪いことになどなりませんよ」

　ジタバタしていたリルは、リエーヌの言葉にピタリと静止し、その続きを待った。

「貴女あなた様はリル様──いえ、リルレイア姫殿下、その人ではありませんか。曰いわく『平和を告げる姫君』。曰く『微笑みをもたらす者』。殿下の御お座わすところ、人々は幸福になり、みな笑顔となる。悪いことになどなるはずがございません」

「……ぬ。そうかの」

　リエーヌは真顔でうなずく。

「もし悪いことになったとしたら、それは、殿下の幸福をもたらす力が弱かったということ」

「わらわのせいになったじゃと!?」

「そうならないためにも、リル様も今日はお勉強をすることにいたしましょう。民の幸福は領主の知力に比例します。リル様には賢くなられる義務があるのです」

　リエーヌはリルの首根っこをむんずと摑つかんだ。

「い、いやじゃー！　お勉強よりエリナたちと遊びたいのじゃー！　いやじゃー！」

　そうして引きずられていくリルの姿を見送って、バルザックは嘆息する。

　そんなバルザックを副隊長が労ねぎらった。

「お疲れさまです、隊長」

「いや、本当に大変なのはリエーヌさんだよ。私は彼女が音ねをあげているのを見たことがない。まだ若いのに大したものだ……。それより、続報はあったのか？」

「はっ。ノクトベルの近郊で野営をしている武装集団は『神聖復興騎士団レザレクチオン』で間違いないようです。その所属騎士数名がノクトベルに入ったことも確認いたしました。目的については引き続き調査中とのこと」

　その報告をバルザックがうなずいて受ける。

「『喪服の巡礼者ペルランノワール』を探していたとの情報もあるようです」

　魔王軍によって家族を失った者たちの中には、その魂を弔とむらうために、喪も服ふくのまま各地を巡礼して回る人々がいた。

　それが『喪服の巡礼者ペルランノワール』と呼ばれる人々であり、魔王討とう伐ばつから十二年経たってその数は減っていたが、今でも、魔王軍の爪つめ痕あとが残る地域では多く見られている。

「すると彼らの目的は、聖王のご伴はん侶りょ、『聖せい后ごう』アリエノール・ド・ロレーヌ殿下か。公式には未いまだ行方ゆくえ不明とされているが、『喪服の巡礼者ペルランノワール』に身をやつしているとの噂うわさは耳にしていた。だが、それがまさか、今このノクトベルにいるとでもいうのか？　なにもこのタイミングで……」

　額を押さえるバルザックに副隊長が言った。

「『神聖復興騎士団レザレクチオン』の最終的な目標はサントレーヌの復興ですよね？　そこまで警戒することもないと思うのですが」

「純粋に望郷の念から国を復興したいと願っている連中ならばよかったのだがな」

「そうではない、ということでしょうか？」

　バルザックはうなずく。

「かつてサントレーヌがあった地が、今どうなっているか知っているか？」

「……魔王によって星が落とされ、街はおろか、サントレーヌの象徴であった湖さえもがその原形を留とどめてはいないとか。それと、数多くのアンデッドが発生しているとも聞きます。なんでも魔王の残した呪のろいではないかと……」

「そうだ。だが、彼らが真に故国を想おもうのであれば、その地を再び人の住める地へと開拓していくのが本道ではないだろうか」

　事実、『神聖復興騎士団レザレクチオン』が、かつてサントレーヌであった地で開拓のような活動をしたという情報はバルザックの元には入ってきていない。

　巡礼のつもりなのか、隣接する国境付近までの行軍が関の山だ。

「つまるところ、彼らはサントレーヌ復興を笠かさに着たただの傭兵団なのだよ。大きな戦争が起きていない今においては、野盗まがいと言っても過言ではない、ね。だが、その大義名分は充分に政治的だ。ブレナリアもそうだが、他ほかの国々も彼らに対しては慎重にならざるを得ない面がある。サントレーヌというのは、それだけ大きな政治的存在感のある国だったんだ」

「そんな彼らが、なぜ今になって聖后を……？」

「魔王討伐から十二年の月日が流れて、彼らのその大義名分もだいぶ有名無実化してきたのではないかと私は見ている。発足当初より規模も大きくなったが、もはやサントレーヌに縁ゆかりのない者の方が多いとも聞く」

「焦あせり、ということですが……」

「私の想像ではそうだ。本当のところはわからん。もしかしたら、なにか別の理由があってサントレーヌに戻らぬのかもしれないしな」

　バルザックは副隊長の肩をポンと叩たたいた。

「すまない。くだらん無駄話を聞かせたな。引き続き『神聖復興騎士団レザレクチオン』の動向には注意してくれ。姫様にも、もうしばらくの間は大人おとなしくしていてもらうことにしよう。聖后絡がらみで昔、少し気になる噂があったことを思いだした」

「それを伺うかがっても？」

「聖后が聖都脱出の際、聖王の御み子こを身み籠ごもっていたとする噂が一時期持ちあがったことがあったんだ。だが、聖后自体が消息も生死も不明で、その噂はいつの間にか風化していた。その噂が真実だとすれば、聖王の御子は十二歳になるはず。我らが姫様が間違われんとも限らん年齢だ」

「確かに。では、引き続き警戒を怠らぬよう指示いたします」

　一礼して去っていく副隊長の後ろ姿を見つつ、バルザックは今し方自分が口にしたことを反はん芻すうしていた。

「十二歳、か。そう言えば、エリナ嬢とそのご友人たちもそんな年齢だったな……」
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　一方、プレツィター家にも、『神聖復興騎士団レザレクチオン』がノクトベル近郊で野営をしているとの情報が伝えられていた。

　老齢の男が憤慨した様子で言う。

「現状一番見つかりたくない相手ですな。どこで情報が摑まれたのやら」

「野営の規模から考えて、彼らは五十名以上は確実。行軍の速度と、ご婦人方がご到着されたのが一昨日おとといになることを考えあわせるなら、『ノクトベルに向かう』こと自体を以前から知られていたことになりますね。これが偶然でないとすればですが」

　ペトラの父、パヴェル・プレツィターは理路整然と説明し、暗に情報の漏ろう洩えい元が自分たちではないことを主張した。

「もっとも、貴女様方をお迎えしていること自体、我がプレツィター商会の中でも信頼できるごく一部の者しか知りません。この建物は周囲からも見られにくい構造になっていますし、当家には腕の立つ者もおります。ここにいる限りは安全ですよ」

「ありがとうございます、プレツィター様。貴殿のご尽力、心より感謝しております」

　黒いドレスに身を包んだ貴婦人が丁重に頭をさげる。

「もったいないお言葉です。懇意にしていただいているレドモン子爵からのお頼みということもありますが、私どもとしても、貴女様方をお迎えできることをとても光栄に思っております」

　パヴェルも大きく頭を下げてから、人好きのする笑顔を見せて言った。

「それにしても、こうなってみますとヴォーデモン卿きょうのご慧けい眼がんに感服するしかありませんね。当初はノクトベル大聖堂に軒を借りることを考えていらしたとか？　いやぁ、当家がお力添えできて本当によかった。大聖堂では誰だれがどこで見聞きしているかわかりませんからね」

　憤慨していた老齢の男──ヴォーデモンもその言葉にコホンと一つ咳せき払ばらいして、居住まいを正す。

「そう言えば殿下、もしかしたらうちの娘がご迷惑をかけているのではないでしょうか？　あれは我が子ながらなかなか優秀な子だとは思っているのですが、そのせいか気位ばかり高くなってしまったところがありまして……」

「ペトラさんのことでしたら、わたくしの方からお話相手になってもらっているのです。とても聡そう明めいで素敵なお嬢さんだと思いますよ」

「それはよかった！　いやぁ、ホッとしました。殿下さえよろしければ、娘のことは如い何か様ようにも使ってやってください。……そうですね、しばらく外出できないとなると殿下もお暇でしょう。学院から呼び戻して──」

　貴婦人はそれを慌あわてて止めた。

「それはおやめくださいプレツィター様。わたくしもペトラさんの学びの機会を奪うような真ま似ねはしたくはありません」

「娘のことまで考えてくださり、誠まことにありがとうございます。それでは、私はそろそろ店の方に戻らないといけませんので、これにて。なにか不自由がありましたら、家の者になんでも言いつけてやってください」

「ありがとうございます」

　パヴェルは最後まで笑顔を崩さずに部屋を出ていった。

「……どうも拙せっ者しゃは、ああいう常に笑っているような男は好きませんな」

「伯お父じ上うえは人を見る目がありませんね。確かにあの方の笑顔は商売道具。ですがそれは、騎士の鎧よろいに値するものでしょう。娘を思っての言葉は本物と思えました。わたくしは信頼できる御ご仁じんだと思いますよ」

「殿下がそうおっしゃるのでしたら」

　ヴォーデモンはそう言って一歩下がる。

（それより……ペトラさんはちゃんと思っていることを伝えられたのかしら……）

　聖后アリエノール・ド・ロレーヌは、そう小さく呟いた。
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「エリナ！」

　ペトラに呼ばれてエリナはきょとんとして振り向いた。

「あのっ、だ、だからっ、そのっ──や、やっぱりなんでもありませんわ！」

　エリナは眉まゆ根ねを寄せて、ため息を漏もらす。

「だからぁ、なんなのよ、ペトラ。今日きょう、それ三回目だよ？」

　本日最後の授業が終わった直後に勢いこんでやってきたと思ったらこれである。。

　エリナの言うとおり、ペトラはすでに午前中の授業の間とお昼休みに、これと同じことを繰り返していた。

「なんでもないったらなんでもありません！　エリナの小さなおつむでは、なんでもないという言葉の意味も理解できませんのねっ」

　ペトラはフンと鼻をならして踵きびすを返すと、自らの席に着いて机に突っ伏した。

　そんなペトラにパニーラとプルムが心配そうに声をかけている。

「ホントになんなんだろ、あれ……」

　そんなエリナの呟つぶやきにカナーンが後ろから声をかける。

「新手の嫌がらせのつもりなのかしらね。私、あの子にちょっと一言言ってくるわ」

「待って待ってっ、いいからいいからっ」

　立ちあがりかけたカナーンをエリナは慌てて押しとどめた。

「そんなことよりサントレーヌの話なんだけどさ。ほら、フランも」

　エリナたち三人は、今日は休み時間の度に、その話に終始していた。

　だが、いくら時間を費やそうと、思考の堂々めぐりを繰り返すばかりで、パッとしたアイデアが出されることはなかった。

「結局、レーヌ草がちゃんと繁殖してくれないとダメなんだと思う……」

「そうなっちゃうよねぇ……うーん……」

　フランの言葉にうな垂れるエリナ。

　このままでは時間を浪費するだけと考えたのか、カナーンが席から立ちあがって言った。

「実際にどういう状況になってるのか、見に行ってみる？　そうすればまた違うアイデアが思い浮かぶかも」

「それだ」

　エリナはそのアイデアに一も二もなく賛同し、すぐさまフランの方を見た。

「そう言えばフランは今日は大丈夫なの？」

「うん、今日は大丈夫。学院長先生、今日は来客があって忙しいんだって」




　そうしてエリナたちは、学院から直接、山道の方へと向かった。

　山に入ると、いくつかの場所には侵入を遮るようにロープが張ってあるのがわかった。

「レーヌ草が生えてるのは綺き麗れいな水が流れるところなんだよね？」

「うん、そのはずだけど」

　そうしたロープの一つをヒョイッと潜くぐり抜けて、エリナは先へと進む。

「い、いいの？　エリナ……」

「なにが？」

　フランの言葉にエリナは振り向いて目をパチクリさせた。

「このロープのことでしょ？　入っちゃいけないから張ってあるんじゃないかって」

　カナーンのフォローにエリナはポンと手を叩く。

「ああ、それかぁ。でも、侵入禁止とか書いてないから大丈夫じゃない？　あ、でも足元ぐっちゃぐちゃなのは確かだから、気をつけてね」

「こういうところ、本当に適当なんだから……」

「適当っていうか、今エリナの頭の中にはレーヌ草を探すことしかないんだと思う」

「そういうことね。確かにエリナらしいかも」

「でしょ？」

　ズンズン進んでいくエリナの後ろでフランとカナーンは笑いあった。

　だが、すぐにそんな笑顔も消沈していくことになってしまった。

　山中を流れる小川は谷間にある。

　すなわち、先日の事件のとき、エリナが通っていこうと提案し、ジントロル率いる魔物たちの部隊も進もうとしたルートと重なっていたのだ。

　ジントロルが投げた木々の内の何本かは、小川に突き刺さったり、川岸を壊してしまっていて、大きな水たまりができていたり、何本もの新たな流れができてしまっていた。

　それらの新しい流れもまたしばらく経てば、その形で清流が流れるようになるかもしれない。だが、それには一体、どれくらいの月日が必要となるだろう。

「もっと上流に行ってみるのはどうかしら？」

「うーん……これより上は、危ないと思う。斜面がすごく急になってるから。それに川自体も見えないんだよね。水が湧わきでてる箇所がいくつかあるのは知ってるんだけど……」

　カナーンの提案にエリナは首を横に振る。

「そう、だよね。レーヌ草を毎日摘つみに来てたお父さんが諦あきらめちゃったくらいなんだもん」

　フランもがっくりと肩を落とした。

「うーん、うーん……でもさぁ、一応やってみない？」

「やってみるって、なにを？」

　その言葉にフランとカナーンは、エリナの方に目を向けた。

「この木とかどかして、元々流れてた形に戻してあげるの」

　今度はその小川ですらなくなった状態の水たまりに目を向けるフランとカナーン。

　フランは言った。

「たぶん……ものすごく大変だと思うけど……」

「流れだけ元に戻せればいいから、流れを塞ふさいじゃってる大きいのだけなんとかすればいいと思うんだけど……どう？」

「それが一番大変なところだと思うけど……。それに、流れを元に戻したところでレーヌ草がまた生えてくれるかどうかは微妙なところじゃない？」

　カナーンもその提案には難色を示す。

　だが、それでもエリナは食い下がった。

「それでも、元々の流れの時はレーヌ草もちゃんと繁殖してたんだよね？　今の状態よりはきっとマシだと思う！」

　その熱意にカナーンが尋ねる。

「エリナはどうしてそこまでしようと思うの？　そんなにリルちゃんにケーキを食べてもらいたいの？」

「食べてもらいたいのはカナちゃんにもね？　でも、それだけじゃなくて……これはやっぱりわたしのわがままかな。わたし、この山でよく遊んでるから、こんな風に滅め茶ちゃ苦く茶ちゃになっちゃってるのがちょっと悲しくて……。にゃはは……やっぱ、そういうのじゃ、ダメ？」

　そんなエリナの答えにカナーンは小さく笑った。

「ダメなんて言ってないわ。いいわよ、そういうことなら私も協力する」

「うん、私ももちろんね。もしかしたら、それでレーヌ草も復活してくれるかもしれないし」

　フランも微ほほ笑えんで賛同する。

「ありがとう、二人とも！」

「レーヌ草の復活には気の遠くなるような時間が必要になりそうだけれどね」

「今回は無理かもしれないけど、リルちゃんにはまた改めてノクトベルに遊びに来てもらお？　そのときにはちゃんとサントレーヌを食べてもらえるように」

「うん！　レーヌ草が育つ環境を取り戻すぞ、おー！」

「「おー！」」

　三人で掛け声を合わせて、笑いあう。

　そんな中、ふとカナーンが切り立った斜面の方に目を向けた。

「？　どうしたの、カナちゃん？」


「…………。一瞬誰かに見られているような気配がしたんだけど、気のせいだったみたい」



「あっちの方？　あの上に山道があるから、誰か通ったのかな。わたしたちの声が聞こえて、覗のぞいてみたとか」

「大方そんなところでしょうね。さぁ、具体的にどうするのかを考えましょう？　ちゃんと考えて作業しないと、余計に山をぐちゃぐちゃにしてしまうことになるかも」

「うげ、それはやだ。でも、フランは結構そういうの得意だからきっと大丈夫っ」

「ええええ？　そ、それは私もちゃんと考えるけど、私だけに考えさせるのはナシだからね？」

「にゃはははは、わかってるって」
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　その頃ころ、ノクトベル聖学院の応接室に黒々とした顎あご髭ひげを蓄えた男が訪ねてきていた。

　年の頃は四十半ば。

　精せい悍かんな顔つきをしており、その目は熱意に満ち溢あふれてギラついていた。

「我々は魔王の邪悪なる魔法によって滅ぼされた聖王国サントレーヌの復興を志すものである。この学院の生徒に、アンリ八世聖王猊げい下かの血を引く御み子こがいることは調べがついている。その御子は新たなるサントレーヌの聖王となられるお方。是ぜ非ひ、お引き合わせいただきたい」

　なにが「お引き合わせ」よ。「引き渡せ」と言ってるようにしか聞こえないわ。

　ロミリア・ユグ・テア・バージは目を伏せて、小さく嘆息した。

「我が学院に聖王猊下の御子なる生徒がいらっしゃるとは、はじめて耳にしました。もっとも、当学院はその出自や現在の状況に拘かかわらず広く生徒を受け入れております」

「ならば──」

「であればこそ」

　静かな物言いだが、決して口を挟ませない力強さをこめてロミリアは続ける。

「たとえそれに該当する生徒がいようとも、そのようなお申し出に応じるわけには参りません。それがどのような境遇の生徒も受け入れるということであり、すべての生徒たちを平等に扱うということでもあります」

「他の生徒のことなどどうでもよい！」

「それならば尚なおのことです！　さっさと出ていきなさい！」

　声を荒げて恫どう喝かつしたつもりが、間髪を容いれずに怒鳴り返され、神聖復興騎士団団長ダニエル・ダングルベールは絶句した。

「貴方あなたは生徒の保護者ではありません。貴方には当学院の生徒になにをする権利もない。そして私には生徒たちを護まもる義務があります。お引き取りを」

　ダングルベールは怒りの籠こもった目を向けて低く唸うなる。

「司教だと思って下した手てに出ればつけあがりおって。リデルアムウァといえばアレキューネの従属神であろう。我々はアレキューネを戴いただく聖王国、サントレーヌ復興のために活動しているのだぞ？　大人おとなしく我々に従え！」

「つけあがっておられるのはそちらでしょう？　サントレーヌ復興のために活動されるのはご立派ですが、それでご自身が神の名みょう代だいになられたとでも錯覚なさいましたか？」

「貴様ッ！　それ以上の愚ぐ弄ろうはゆるさんぞ！」

　ロミリアの言葉にカッとなったダングルベールは立ちあがり、彼女に摑つかみかかった。

　だが、それを読んでいたロミリアは、逆に彼の手を摑み取り、逆関節に抑えこむ。

「ぐぁっ!?」

「愚弄されたのもそちらではありませんか？」

「く、くそっ、放せ！」

「貴方の言動からは、大義名分さえあればどのような蛮ばん行こうも許されるという考えが透けて見えます。そのような考えは、我が神リデルアムウァはもちろん、アレキューネの教えとも反するものです」

　ロミリアは逆関節を極きめたまま、ダングルベールを扉の方へと引っぱった。

「ぐぁああああっ、放せっ、放さんか！　ぐぁああっ」

「貴方はもう一度頭からアレキューネの教典を読み返すべきです。それとも、まさか一度も目を通したことがないとか？」

「ぐっ、ぬっ……」

　痛みのためか、図星だったからか。ダングルベールは歯を嚙かみしめて低く唸る。

「誓ちかいなさい。もう二度とこの学院に足を踏みいれないと。

　誓いなさい。もう二度とみだりに神の威光を笠かさに着て威張り散らすようなことはしないと。

　そうすれば、この縛いましめから解放して差しあげましょう」

　痛みに顔を歪ゆがませながら、ダングルベールは苦し紛まぎれに言った。

「い、癒いやしの神の信徒が痛みで人を屈服させるというのか？」

「これも癒し。貴方の心の歪みを正しているのです。どうやらもう少し荒療治の必要がありそうです……ねっ♥」

「ぐわぁっ！　ち、誓う！　誓うから放せ！」

　ロミリアが手を放すとダングルベールはそれを振り払い、自らの腕をさする。

「貴方も騎士であるならば、誓いを違たがうようなことはございませんよね？」


「くっ……！　なにが『ブレナリアの聖女』だ！　まるで悪魔のような女ではないか！」



　そんな悪態にロミリアはにっこりと笑って返した。

「あら。悪魔でしたら、実際に何体も叩たたきのめして魔界にお帰りいただきました。その中には、魔神と呼ばれる存在もありましたけど」

　ダングルベールは真まっ青さおになって震えあがる。

　だが、そんな彼にも譲れない矜きょう恃じというものがあるのだろう。

「ち、誓いは守ろう……。だが、諦めたわけではないからな！」

　辛かろうじてそう言い残し、叩きつけるように扉を閉めて出ていった。

　その閉じた扉をしばらく見つめ、ロミリアは思い切り息を吐く。


「ふぅぅ……疲れたぁ……」



「お疲れさま。さすがに肝きもを冷やしたよ。でも、俺おれの出る幕はなかったな」

　応接室のカーテンの陰から出てきたその男に、ロミリアは苦笑を投げかけた。

「私もちょっとムキになっちゃったわ。ありがとね、リクドウ」

「ロミリアには世話になってるし、この程度のボディガードならお安いご用だよ。だけど、あんなに怒らせちゃっていいのか？　どう見ても一騒動起こしそうな感じだったが……」

「だからムキになっちゃったのは不可抗力なんだってば」

　ロミリアのそんな言い訳にリクドウは苦笑し、そして真顔になって尋ねる。

「で、その『御子』ってのは本当にいるのか？」

「どうかしら？　──ここだけの話だけど」

　そう言ってロミリアは一度周囲を確認し直してから、リクドウの耳元に口を寄せた。

「サントレーヌの聖せい后ごうアリエノール・ド・ロレーヌ殿下なら、先日、確かにここにいらしたわ。けれど、彼女の口からは『御子』のことなど一言も出なかった」

「……聖后はいったいなんの目的で？」

「第一の目的は巡礼よ。聖后としての身分は隠しているけれど、彼女が『喪服の巡礼者ペルランノワール』であることは紛れもない事実だからね。もう一つの目的は、ちょっとした相談よ。相談内容はさすがに言えないけれど」

　その口ぶりにリクドウは驚いたように言った。

「相談って……もしかして、知り合いなのか？　サントレーヌの聖后と？」

「二度ほど顔をあわせていたくらいよ。私がまだ見習い聖職者だった頃のことだけどね。あの方が私のことを覚えていてくれて、こうして訪ねてきてくれたのは本当に嬉うれしかったわ」

　ロミリアは昔を懐なつかしむように目を細めた。

「それを穢けがされたような気がしてブチギレたわけだ」

　その指摘をロミリアは小さな苦笑だけで受ける。

「それより、御子の方ね。聖后の相談は彼女の今後に関かかわることだったけど、そこにも御子の存在は感じられなかったのよ。なんの根拠があって彼らはあんなことを言ってきたのかしら」

「それこそ、聖后が来たことがバレてるんじゃないか？　だとしたら、御子はこの学院に預けられていると考えるヤツも出てくるかもしれない。魔王討とう伐ばつの誉ほまれ高い『ブレナリアの聖女』の元になら、『サントレーヌの御子』を預けるに相応ふさわしい……ってな」

「あー、あるかも。『なにがブレナリアの聖女だ！』って悪態ついてたしね」

　大きくため息をつくロミリア。

「ともかく騒動は避けられそうにないわね……。お姫様はいつまでいらっしゃるつもりなの？　ややこしいことになる前に、帰ってもらった方がいい気がするんだけど」

「お姫様の機嫌次第になりそうだが……。一応話しておくよ」

「気難しいの？」

「いや、気難しいわけじゃない。基本的には素直ないい子だ。エリナたちにも気に入られてる。だが、その分というかなんというか……わがままを言い出したときに突っぱねにくい」

　リクドウの言いっぷりに、ロミリアは噴き出し、お腹なかを抱えてくつくつと笑った。

「あなた本当にそう言うの苦手よね。でも、そっちのことは頼んじゃうわね。私も子供たちを護れるようにいろいろと対策しないといけないから。『サントレーヌの御子』だろうが『魔王の娘』だろうが、みんな大切な私の生徒。全力で護らないと」

　そう言って微笑んだロミリアは、やはり悪魔よりも聖女の方が似つかわしいとリクドウには思えた。
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　リクドウは夕食の席で、『神聖復興騎士団レザレクチオン』が少々不穏な動きをしていることを話し、リルレイア姫たちに騒動に巻き込まれないうちに王都に帰った方がいいのではないかと伝えた。

「『神聖復興騎士団レザレクチオン』とやらのことは、わらわも耳にしておるが……」

　リルが渋い顔を見せると、エリナも少し申し訳なさそうに口を開く。

「あのね、リルちゃん。サントレーヌのことなんだけど……」

「食べられるのか!?」

「ううん、ごめん。サントレーヌにはね、レーヌ草っていうのが必要なんだけど──」

　エリナは手短にレーヌ草と山中の状況について説明した。

「だから、その環境を回復させて、レーヌ草がちゃんと繁殖してからになっちゃうの……。どのみち、今すぐはどうしても無理なんだ。またレーヌ草が採れるようになったら王宮にお手紙出すからさ、そうしたらまた食べに来てよ」

「むぅ……」

　やはり渋い顔をし続けるリル。だが、突然ポンッと膝ひざを叩いた。

「わかったのじゃ」

「帰っていただけますか!?」

　思わず弾はずんだ声を出してしまい、リクドウはジロリとリルに睨にらまれる。

「その山中の復旧作業、わらわの護衛の騎士たちにやらせるのじゃ」

「ええ!?　騎士さんたちに!?　さ、さすがにそれは悪いんじゃ……」

　その提案にエリナはたじろぐ。

「その復旧作業、エリナたち三人でやるつもりなのじゃろ？　それにどれだけの月日がかかるのじゃ？　レーヌ草は綺麗な流水が必要と申したな。となれば、その作業が終わらねばレーヌ草もまた繁殖することはないわけじゃ」

「そ、そう……なるかな？」

「であれば、その復旧作業をいち早く終えることが肝要となろう。十二歳の少女三人と、力も気合いも有り余っておる十人の男ども。どちらがその作業に向いておると思う？」

　二歳年下の少女に完全にやり込められて、エリナは縮こまった。

「で、でも、騎士の人にそんなことをさせちゃって大丈夫なの……？」

　リクドウとの立ち会いの経緯を見ても、温和で冷静そうな隊長のバルザックはともかく、それ以外の騎士たちはプライドが高そうに思えた。

　そんな彼らがリルレイア姫の命令とは言え、山中の復旧などという作業を引き受けてくれるだろうか。

　そんなエリナの不安を見透かしたように、リエーヌが口を開いた。

「その点はご心配なさらずともよろしいかと。ブレナリアの騎士に土木作業を軽んじる者などおりませんので」

「ああ、そういえばそうだったな。土木作業といえばブレナリア騎士団のお家芸だ」

　とリクドウもそれに同意する。

「ん、んーと？」

「例えば戦場となる場所に自軍の砦とりでがあれば戦いが有利になるだろ？　ブレナリア騎士団はそんな砦を一夜のうちに築いたりする」

「そんなことできんの!?」

「さすがに簡易的なものみたいだけどな。他にも川の流れを変えて、敵陣営に流しこむような戦いもあったはずだ」

「『デーデルムの大水計』ですね。リクドウ様は博識でいらっしゃいますね」

　リエーヌが素直に賞賛した。

「ともかく、そういうわけじゃ。運がよいの、エリナ。わらわがおってよかったじゃろ」

「うん！　ありがとう、リルちゃん！」

　エリナは潑はつ剌らつと感謝を伝えたが、リクドウは眉まゆを顰ひそめてそっと片手をあげた。

「なんじゃ、リクドウ？」

「……それはつまり、山の復旧作業が終わるまでは帰らない、ということでしょうか」

「うむ、もう数日世話になるのじゃ。わらわをもてなす栄誉、遠慮なく受けとるがよい」







　次の日から、騎士たちも交えての復旧作業となった。

　開始はエリナたちが学院から帰宅後。

　とは言え、今日はまたフランが放課後にロミリアに呼び出されていて、今はエリナとカナーンの二人で帰路についているところだった。

「あ、そうだ。ちょっとフランの家に寄らせて？」

「フランの家？　あの子は今、ロミリア先生のところでしょう？」

「いいからいいから♪」

　不思議がるカナーンを引っぱって、エリナはフラヴィニー夫妻が経営するお菓子屋さんの扉を開いた。

「こんにちはー」

「おや、エリナちゃん、いらっしゃい。フランは一緒じゃないのかな？」

　フランの父はエリナとカナーンだけなのを見て、片眉を上げた。

「フランは今、用事があってまだ学院にいるんだけど、後で来ると思います。実はおじさんに大事なお願いがあって」

「エリナちゃんが、私に用事とは珍しいね。なにか食べたいお菓子でもあるのかな。……そうか、そういえば、フランも言っていたな。カナーンちゃんにサントレーヌを食べさせたいって」

　エリナの目的がわからず、その背はい後ごで所在なげにしていたカナーンは、フランの父に視線を向けられて、ピッと背筋を伸ばした。

　フランの父は苦笑し、すぐに悲しげな顔をする。

「でも残念だけど──」

「レーヌ草がまた繁殖してくれるようになるかはわかりません」

　言葉を遮さえぎって言うエリナにフランの父は目をしばたたかせた。

「だけど、レーヌ草が繁殖していた以前の状態に、山の中を戻したいって思ってます」

　そして、エリナは深々と頭をさげた。

「お願いします。わたしたちにおじさんの力を貸してください！」




「というわけで、事情を説明して、レーヌ草に詳しいフランのお父さんに来てもらいました。お忙しいところありがとうございますっ」

　エリナは帰宅すると、連れてきたフランの父をリルや騎士たちにさっそく紹介した。

「確かに筋は通ってると思うけど……さすがに驚かされたわ」

　カナーンはエリナに苦笑を投げかけた。

「山の中を元の状態に戻すだけなら、わたしも結構覚えてると思うんだけどね。レーヌ草のことはよくわかんないから。どういうことに気をつければいいとか、そういうのはやっぱりおじさんに見てもらった方がいいかなって」

「フランの話じゃ、おじさんは『そっとしておくべき』って言ってたみたいだから、いきなり協力を仰あおぐなんて思ってもみなかったわよ。それに、ちゃんと説得して連れてきちゃえるとも思わなかったし……。でも、フランはこのことを知ってるの？」

「ううん。だって思いついたの、フランと別れてからだもん」

　エリナとカナーンがそんな話をしていると、フランの父とリルの護衛の騎士たちが一通りの話を終えたようで、それぞれが置いてあった作業用の道具などを手に取りはじめた。

　騎士たちは、リル護衛のために帯剣はしていたが、さすがに山中での土木作業とのことで、鎧よろいは身に着けていない。

　ちなみにリクドウはまだ学院だが、騎士たちに「せめて屋敷の外での警護はこちらに任せてほしい」と言われて、この件からは手を引いていた。

「ではみなのもの、出立じゃ」

　リルがそう声をかけて、一同は山に向かって歩き出す。

　ぞろぞろと集団で移動するのが楽しいのか、エリナの肩ではコルがピヨピヨといつもよりテンション高めに鳴いていた。

　道案内を兼ねて先頭を歩くエリナたち。

　フランの父がそこに追いつき、歩きながらエリナに声をかけてくる。

「エリナちゃんの話を信じていなかったわけじゃないんだけど、まさかこんなにたくさんの人たちが協力してくれるとは思っていなかったよ。これだけの人たちが取り組んでくれるなら、確かにレーヌ草の環境は取り戻せるかもしれない。ありがとう、エリナちゃん」

　そんなフランの父にエリナはブンブンと両手を振った。

「わたしはなにもやってないって！　やってくれるのはリルちゃんの護衛の人たちだし、やるように指示してくれたのはリルちゃんだし！　ねっ、リルちゃん」

　突然話を振られたリルがリエーヌを引き連れてトコトコと追いついてくる。

　基本山の中ということで、リルも馬ではなく徒歩だ。

「なにがわらわのおかげのものか。わらわはただ、サントレーヌとやらいうケーキが食べとうて食べとうてしょうがないだけじゃ。そもそもこれを言い出したのもエリナじゃしの」

「リル様は照れておいでのようです」

　すかさず余計な口を挟んでくるリエーヌにリルは唇を尖とがらせる。

「やはりリエーヌはうるさいのじゃ……。エリナ、フランはまだ来ぬのか？　わらわはフランに甘やかされたいのじゃ」

「にゃはは、リルちゃん、フランのことお気に入りだねぇ。確かなことはわからないけど、フランなら、たぶんそんなにかからないで追いつくんじゃないかな」

　そんな会話をしている内に一行は山に入り、主にエリナとフランの父とが先頭になって、小川の状態を確認していった。

　エリナは昨日きのう調べたことをフランの父に説明し、さらに護衛隊の隊長バルザックを交えて元の流れに戻すための方策について話しあう。

「じゃあ、カナちゃん。大仕事はバルザックさんたちに任せて、わたしたちはレーヌ草がまだどこかに生息してないかの探索ね」

「わかったわ。でも私、レーヌ草がどういう形をしているのか知らないのだけど」

「えっとね、なんかこうパァッとしてでろーんって感じの青い花なんだけど」

「エリナ、悪いけど私にわかる言葉でしゃべって」

「しゃべってるよ!?」

　そこにフランの父が笑いながらやってきて、腰にぶら下げていた書かき付つけに、さらさらとレーヌ草の絵を描いて、二人にそれを見せる。

「こんな感じの花だよ。この花弁の部分がすごく深い青色でね」

「そうそう、こんな感じ。さすがフランのおじさん！　絵も上じょう手ず！　ね、だいたいわたしが言ったとおりだったでしょ？」

「そ、そうかしら……。でも、これでわかったわ。ありがとうございます。助かります」

「いやいや、助けられてるのはむしろこちらの方だからね」

　そんなエリナとカナーンを見ながら、リルが言った。

「では、わらわもエリナたちと一緒に──」

「ダメです」

　それを即座に否定するリエーヌ。

「リル様は常に護衛の目の届くところにいるという条件で、今回の件が成りたっていることをお忘れなきよう。椅い子すと日ひ除よけをお持ちしていますので、こちらで作業をご監督ください」

「ぬぅ……」

「もし暇だとおっしゃるのであれば、お勉強の道具をお持ちしていますので──」

「うむ、わらわのわがままから出たことゆえな！　わらわ自身がしっかりと監督せねばいかんのじゃ！　うむ、うむ」
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　その頃ころ、フランは一人、学院から直接山道の方に向かっていた。

「エリナたちはもうとっくにあの小川の辺りだよね。急がなくちゃ……」

　フランは今日もロミリア・ユグ・テア・バージから神聖魔法の手て解ほどきを受けていたが、今日のそれはいつもよりもずいぶんと短い時間だった。

　なんでも、子供たちを狙ねらっている人たちがいるかもしれないとのことで、その対処で大変らしい。

『特にフラン、あなたは神聖魔法も使えるし、狙われる対象になってしまうかもしれないから気をつけて。ちゃんと私があなたの身を護まもる魔法をかけてあげるから大丈夫だとは思うけど、油断はしちゃダメよ』

　どうやら彼女の口ぶりだと、神聖魔法を使える子が狙われる可能性が高いようだ。
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　フランはブルリと身を震わせたが、『ブレナリアの聖女』の魔法で護られているという安心感もあった。

　しかもそれは、以前フランが使ったような単純な防御魔法ではなく、『フランに危害を加えようとする者』や『フラン自身が拒絶する者』を近寄らせないようにする高度な魔法だった。

『ジントロルみたいな魔物になっちゃったら、こういうのはあんまり効かないんだけどね。今回の件の場合、相手は普通の人間だと思うから、これで大丈夫だと思うわ』

　ロミリアはそう言ってフランにウインクして見せた。

　ロミリアや、以前廊下でぶつかった喪も服ふくの婦人のような、しっかりとした大人にフランは強い憧あこがれを抱いていた。

　その『しっかりとした』というのは、どういうことなのだろうといつも考える。

　それはきっと『なにかができる』という自信があるということ。

　自分が依よって立つべきなにかを持ち得ているということ。

　そんな風に、フランは漠然とその答えについて考えていた。

　山中に入り、張られていたロープを潜くぐり抜けると、スカウティアの時のことをどうしても思い出す。

　フランはあの時、神聖魔法が使えるようになった。『なにかができる』ようになった。

　だけど、あの時、本当になにかができただろうか。

　カナーンは言うに及ばず、エリナだって、あのすごい力を使う前から、ちゃんと戦っていた。

　フランも防御魔法で二人を護ったはずだ。

　治ち癒ゆ魔法で怪け我がを治し、疲労から回復させもしたはずだ。

（だけど、戦ってはいない）

　フランはこれまで、戦いたいなどということは考えたことがなかった。

　今だって、戦いたいと思っているわけではない。

　だが、今度はもっとちゃんと、エリナたちの役に立てるのではないか。

　ロミリア・ユグ・テア・バージから神聖魔法の手解きを受けた今なら、エリナたちと共に戦うことができるのではないか。

　そんな風には考えてしまっていた。

「カナちゃーん！　大丈夫ー？　足元滑るから気をつけてねー！」

　急にエリナの声が耳に飛び込んできて、フランはどこからのものだろうと周囲を探った。

　声のした方向にあたりをつけて、木々の間を潜り抜けていく。

　すると今度はカナーンの声も聞こえてきた。

「これくらいならなんの問題もないわ。あの時だって、ちゃんとついていけてたでしょ」

　ドクンと大きくフランの心臓が跳ねた。

　聞こえてきたその声は、今フランのいる場所よりも、かなり下の方らしい。

　このまま声の方向に進んでいけば、崖がけじみた急斜面を転げ落ちてしまうだろう。

　ドクン、ドクン、ドクン、ドクン……。

　フランはかぶりを振って引き返す。

（私はついていけなかった）

　フランがエリナの身体能力についていけなくなったのは、もうずいぶん昔のことだ。

　エリナは決してそのことでフランを馬ば鹿かにしたりしなかったし、逆にフランがエリナよりも得意なことでいつも褒ほめてくれたから、あまり気にはならなかった。

　エリナが得意なことはエリナが得意なこと。

　フランが得意なことはフランが得意なこと。

　お互いに得意なことがあり、不得意なこともあるのが当たり前。そのはずだった。

　だがそこにカナーンが加わった。

（エリナとカナちゃんはできるけど、私にはできないこと）

　みんなでの夕食時、剣の話で盛りあがる二人を見て、胸のつかえを感じたことをフランは思い出した。

　あの時の胸のつかえが、今何倍にも重いものとなってフランにのし掛かっていた。

　動どう悸きが激しくなり、呼吸も荒くなっているのを感じた。

　立ち止まり、ゆっくりと深呼吸して、落ちつきを取り戻そうと試みる。

　だが、胸のつかえは不快なざわめきとなって、ますますフランを責めたてた。

（もしかしたら、エリナにとって必要なのはカナちゃんだけで、私は必要ないのかもしれない）

　考えたくはないが、どうしても浮かびあがってきてしまうその考えに、フランは激しく首を左右に振る。

「やだ……。こんな私やだよ……。エリナだって、こんな風に考えちゃう私はおかしいって思うに決まってる……」

　フランはそれでも無理矢理深呼吸を繰り返し、なんとか落ちつきを取り戻した。

「大丈夫。エリナは私のことを必要としてくれてる。いつもの笑顔で私を幸せな気持ちにしてくれる」

　そう呟つぶやきながら、多くの人間が作業する音が聞こえている方にフランは足を向けた。

　あそこでリルの護衛の人たちが作業をしているのだろう。

　木々が開けると、豪ごう奢しゃな日除けの傘がすぐに目に入った。

　そのそばにメイドの姿も見える。きっとリルもあの傘の下にいるはずだ。

　フランがそこに近づいていくと、聞き慣れた、だが予想外の声がした。

「フラン、遅かったね。待っていたよ」

「お父さん!?　ど、どうして……」

　そこにいたのは父だった。確かにリルもいたが、そのすぐ近くにフランの父もいたのだ。

「エリナちゃんに呼ばれてね。山を元の状態に戻したいから、ちゃんとレーヌ草が育つ環境に戻せるように私に指示をほしいって言うんだよ。フランは知らなかったのかい？」

「え、エリナが……？　うん……私は、聞いてなかった……けど」

　また、落ちつかせたはずの胸の鼓動が、徐々に強く、激しくなってくる。

　大丈夫。違う。エリナのことだから、自分と別れてから帰宅途中にこのことを思いついて、そのままうちに寄って連れてきたに違いない。エリナのことはよくわかってる。これはエリナらしい考え方だ。

「どうしたんだい、フラン。なんだか顔色が悪いみたいだ」

「う、ううん。急いで来たからちょっと疲れちゃっただけだと思う……。でも、いいの？　お父さんは山をこれ以上いじらない方がいいって思ってたんじゃ……」

「そうは思っていたけどね、エリナちゃんの話を聞いて、そういうことならと思わされてしまったよ。あの子は本当にこの山のことが好きなんだね」

「……うん。エリナはこの山でよく遊んでるから」

　フランはそう言ってうなずく。

　その時、エリナの声が聞こえてきて、フランの心臓はまた一つ大きく跳ねた。

「あ、フランだ！　おーい、フランー！」

　エリナの隣にはカナーンもいて、片手をあげて微ほほ笑えんでくれている。

「エリナ……。ごめんね、遅くなっちゃって」

「ううん、ロミリアの用事だもん。しょうがないよ。あ、それよりフラン、ごめんね？　勝手におじさん連れてくることにしちゃったの」

「う、ううん。エリナのことだから、私と別れてから急に思いついたとかなんでしょ？　だったらしょうがないよ」

「せいかいっ！　にゃはは、さっすがフラン」

　そんなエリナの様子にフランはホッとしたものを感じていた。

　私たちはお互いにわかりあえている。そんな安心感を。

「エリナ様方もお戻りになりましたので、一度休憩の時間にいたしませんか？」

　リエーヌがぺこりとお辞儀をして、エリナたちをお茶に誘う。

「うん、わたし喉のど渇かわいちゃった」

「そうね。結局、レーヌ草はまだ見つけられていないから、なんだか悪い気がするけど」

　そんな会話をするエリナとカナーンを見て、フランはどこか落ちつかない自分の気持ちを懸命に宥なだめていた。




「ではリル様、私は護衛隊の方々にも休憩を呼びかけて参りますので」

「うむ。早はよう行ってやるのじゃ」

　リエーヌが去っていく後ろ姿を見送ると、リルは椅子から立ちあがった。

　リルがここに座らされてから小一時間。

　はじめは作業の様子を眺めていたが、それもすぐに飽きてしまった。

　だが、暇だの、退屈だのと言えば、リエーヌにしたくもない勉強をやらされる。

　知らないことを識しっていく楽しみもわからないではないリルだったが、わざわざノクトベルまでやってきた上、こんな山の中でまで勉強させられるのはさすがに納得がいかないので、それは避けなければならない。

　作業に目を向けても、遅々として一向に進んでいるようには見えず、ただ苛いら立だちが募るだけだった。

　ブレナリアの騎士は土木作業に長たけているのだと言っていたのはどうしたことか。

　こんなことではエリナたちを呆あきれさせてしまう。

　リルはその遅々として進まぬ作業に目を向けながら、一つの思いつきに至っていた。

　だが、それを実行するにはリエーヌが邪魔だ。リエーヌがいれば必ず止められる。

　フランが来てエリナたちも戻ってきたので、彼女たちの会話に加わることも考えたが、リエーヌが自分から目を離した今こそが千載一遇のチャンスだった。

「あれ、リルちゃんどっか行くの？」

「わらわの方は座ってばかりでの、ちと足腰を動かしたくなったのじゃ」

　声をかけてきたエリナに、リルはニヤリとして応こたえた。

「勝手にどっか行っちゃダメだよ？」

「わかっておるのじゃ。むしろ、エリナたちこそ、わらわのことをよく見ておくのじゃぞ？」

「うん、いいよー」

　エリナはリルの言葉を素直に受けとり、フランとカナーンを振り向いて「リルちゃんがなんか見ててほしいんだって」などと言っている。

　そんな言葉を背中で聞きつつ、リルは騎士たちが手こずっている巨木の方へと近づいた。

「いけません、殿下。お足元が汚れてしまいます」

　騎士の一人が気がついて、リルを止める。

「殿下ではない。今のわらわはリルじゃ。よって、足元が汚れるくらいのことは気にしないのじゃ。わかるか？」

「しかし、リル様……」

「よいよい。これもわらわのわがままから出たこと。そちたちだけを泥まみれにしておくわけにはいかないのじゃ」

「なんというご立派な……」

　リルの言葉に騎士は感動して、目頭を押さえた。

「ふむ、この巨木をどかすのに手こずっておるのか？」

「はっ。ご覧の通り他の木々に引っかかっておりまして、下へ手たに動かしてしまうと、それらの木々をも殺してしまうことになりますので慎重に作業を行っているところです」

「なるほどのぉ」

　リルは笑ってうんうんとうなずいた。だいたい傘の下から見えていた通りの状況だった。

「なにをしておる、休憩じゃぞ？　そちもリエーヌが用意した飲み物でも飲んでくるがよい」

「なにをおっしゃいますか。リル様を置いて休憩するなどあり得ません」

「ふむ……。まあ、そちならばよいか」

「はっ。ありがたき幸せ！」

　騎士はリルのそばにいることを許されたと解釈した。

「もうちと離れるのじゃ。もうちと、その丸い岩の辺りまでじゃ」

「この辺りでしょうか」

「うむ、それくらいでよい」




　そんなリルの様子をエリナたちは言われたとおりに眺めていた。

「リルちゃん、護衛の人と話してるみたいだけど、なにしてるんだろ」

「リエーヌさんに監督するように言われていたから、作業がどういう状況かを確認しているんじゃないかしら」

　エリナの疑問にカナーンが答える。

「リルちゃん結構真ま面じ目めだねぇ」

「でも、護衛の人、少し後ろに下がったみたいだよ？」

「あ、ホントだ」

　フランの指摘に、エリナとカナーンが再びリルを注視した。

　すると──

「「「え？」」」

　三人は揃そろって疑問の声をあげる。

　リルが、大きく両手を挙げると、そこに大きな光が収しゅう束そくしていくのが見えたからだ。

　リルは何事かを呟きながら、身振り手振りを交え、その光で空中に魔法陣を描きだす。

「「「魔法!?」」」

　エリナたちは声を揃えて驚いた。

　魔法の授業を受けているノクトベル聖学院の生徒でも、リルの歳としで魔力で魔法陣を形成するなどという高度な技術を習得している者の話など聞いたこともなかった。

「殿下、いけません!!」

　リルのそばにいた騎士が叫ぶ。

　さらにはリエーヌが、エプロンドレスのスカートを翻ひるがえして、リルの方へと走っているのが見えた。

　だが、もう遅かった。

　リルは、一度驚いているエリナたちの方を見てニヤリと笑うと、水の流れを遮さえぎっている巨木へと向きなおった。

　光が描きだした魔法陣は、さらにその輝きを増して回り出し、その現象を引き起こした。




「風の精霊シルフィードよ。風に舞う乙女おとめファダよ。大気の槍やりを持て！　その刃やいばでわらわの示す先を斬きり裂くのじゃ！」

　リルの魔法によって生み出された空気の断裂は、刃となってその巨木に襲いかかった。

　巨木はその中央部あたりを、見えない巨大な鉞まさかりで唐突に斬りつけられたかのように、メキャリと音を立てて鋭角に削けずり取られる。

「ぬぅ。一発で真っ二つにはできなかったのじゃ。仕方がない。ではもう一発──あだっ」

　もう一度大きく両手を挙げたところで、リルはその後頭部をゴチンと殴りつけられた。

「痛いのじゃ！　誰だれじゃ！　わらわの貴たっとき頭を殴るの……は……」

　それは無言でリルを睨にらみつけるリエーヌだった。

「……なにを、していらっしゃるのでしょうか？」

「ち、違うのじゃ。わらわは……わらわも、手伝いたくてじゃな──ひっ!?」

　リエーヌがまた手を挙げたのかと思って、リルはその頭を庇かばった。

　だが、リエーヌのその手はリルの身体からだをぎゅっと抱える。

「この巨木、折れます！　殿下は私が！　そちらの方もお逃げください！」


　メキャメキャメキャメキャ……！



　リエーヌが叫んですぐに巨木が悲鳴をあげはじめる。

　彼女はその細腕でリルを抱えあげると、そばにいた騎士よりも素早い動きで巨木から離れた。




　結局、リルの魔法によって伐きれ込みが入れられた巨木は、せき止めていた水の重さに耐えきれなくなってそこから折れ、溜ためられていた大量の水を一気に吐き出すことになった。

　リルがもう一度魔法を使っていたら、ほぼ確実にその流れに巻き込まれていただろう。

　小さな流れとは言え、十歳の少女が致命傷を負うには充分だったと言わざるを得ない。




「殿下」

　リエーヌが、短く言った。

　その余りの迫力に、リルが思わず平身低頭して即座に詫わびる。

「ご、ごめんなさいなのじゃ……。でも、あの、わらわもなにか手伝いとうてじゃな……」

「本当は？」

「……え、エリナたちにわらわのいいところをじゃな」

「それだけですか？」


「…………暇、じゃったから」




「…………………………」



　リエーヌの無言の圧力の前に、さらに縮こまるリル。

「ともかく」

　リルはその言葉にビクリとしたが、次の瞬間には、リエーヌの両腕に抱きしめられていた。

「殿下の身に何事もなくて安心いたしました……。本当によかった」

「リエーヌ……。ぐすっ……わらわは……わらわは……。ふぇえええええっ」

　リエーヌの胸にすがりついてリルは泣き出してしまう。

「いいですか、殿下。作業を慎重に進めていたのにも理由があったのです。もう二度と、勝手にこの様な真ま似ねをしてはなりませんよ」

「ごめんなさいなのじゃ……。すまなかったのじゃ……。ぐすっ……」

　そんな二人を見て、エリナたちもようやくホッとした面おも持もちとなる。

「はぁ、びっくりした。リルちゃんが魔法使えるなんて知らなかったから、びっくりしすぎてわたし、なんにもできなかった……」

「そんなの私もだよ、エリナ」

　フランがエリナに同意していると、その父親が近づいてきた。

「フラン、ちょっといいかな」

「なぁに、お父さん」

「もしかしたら、聞いてはいけないことなのかもしれないが……『殿下』というのはいったい……。たいそう身分の高いご令嬢なのだろうとは思ってはいたが……」

　そこにいたフランの父以外の全員が「あ」という顔をしてリエーヌを見た。

「……いかがいたしましょう、リル様」

「ぐすっ……まあ、よいじゃろ……」

「では」

「待って」

　リエーヌがまたリルの名乗りあげをしようとしたところで、カナーンが軽く手を挙げてそれを制した。

　そして、木々の茂ったある一点に目を向ける。

　カナーンの意図を察した護衛隊長のバルザックが身振りだけで指示を出し、二人の騎士がそれぞれ別の方向に走り出す。

「な、なに、なに、なに？」

　わけがわからず慌てるエリナに、フランもわからないと両手を振った。

「何者かはわからないけど、誰かが見ていたのよ。そして、そのことに私が気づいた瞬間、逃げ出した。それを騎士の方たちが捕まえに行ったってわけ」

　とカナーン。

「ふわぁ、さっすがカナちゃん！」

　エリナが素直に賞賛すると、カナーンは照れてそれを制止した。

「そ、そういうのはいいから。それよりリエーヌさん。明かすなら明かすで、見ていた人が捕まってくる前にこっそり明かしてしまった方がいいのでは」

「そうですね。フラヴィニー様、実はこちらにおられるのは──」

　リエーヌはさっそくフランの父にリルの正体を明かし、他言無用と言い含ふくめる。

　そして、しばらくすると騎士たちが戻ってきた。

「我々を監視していたのはこの者です」

　やけに小柄な人物が騎士の手によって突きだされる。

　それは小柄というよりは子供。子供というよりは少女だった。

「パニーラ!?」

「くっ……不覚……」

　驚くエリナからパニーラは顔を逸そらす。

「エリナ様のお友達でしょうか？」

「お友達っていうか……」

　騎士の質問にエリナが答えあぐねていると、パニーラの方が叫ぶように言った。

「友達などではない！」

　その発言にムッとした様子でカナーンが前に出る。

「この子は私たちのクラスの一人。ですが、エリナに悪質な嫌がらせを繰り返している三人組の一人でもあります。またなにか悪巧みでもしていたんじゃないかと」


「くっ……！」



　パニーラはカナーンのその発言を否定しなかった。

　だがそこに。

「お待ちください！　パニーラが悪いわけではありませんわ！」


「はぁっ……はぁっ……。お、お嬢様……待ってー……はぁふっ」



　ペトラがプルムを連れて現れた。走ってきたのか、だいぶ息を切らしている。

「これがその三人組になります」

　しれっと言うカナーンに、エリナとフランは苦笑した。

「本当に違うのです。わたくしはサントレーヌの話を聞いて、それで」

「サントレーヌの話って……どこでなんの話を聞いたのよ？」

　そう追及してきたエリナからペトラは顔を背け、なぜか顔を赤くする。

　そして、仕方なさそうにポツポツと説明しはじめた。




　エリナたちがサントレーヌを食べられるようにするために、なにか画策しているらしいとわかったのは、教室でエリナたちが話している内容をプルムが聞いてしまったかららしい。

　サントレーヌは食欲旺おう盛せいなプルムも大好物にしているケーキで、その単語が耳に入ってきた瞬間、耳をそばだてずにはいられなかったのだという。

　一方、プレツィター家では今、大切なお客様を迎えており、評判のケーキであるサントレーヌを是ぜ非ひお出ししたいと考えていた。

　だが、結局今は手に入らないらしいという話を聞いていたペトラは、プルムからエリナたちの話を聞いて、興味を持った──。




　その説明を聞き終えると、エリナは単刀直入に言った。

「ヘン」

「わたくしが噓うそを言っているとおっしゃるの!?」

「だってさ、いくら大切なお客様だって言っても、その人に出すケーキを、しかも娘であるペトラがわざわざ気にするってのは、なんかこうしっくりこない」

　エリナの言葉にペトラは歯は嚙がみする。

「そうね。私も動機が薄すぎると思うわ。ペトラは噓をついていると見るべきじゃないかしら」

　エリナに同意するカナーン。

「お嬢様は噓などついていないぞ！　貴様ごときになにがわかる！　──あぅっ」

　そんなカナーンにパニーラが吼ほえて、騎士に動かないように押さえつけられた。

「噓はついていなかったとしても、隠してることはあるんじゃないかな……」

「うん、フラン。わたしもそれだと思う。どうなの、ペトラ？」

　エリナのさらなる追及に、ペトラはしばらく唸うなり、だが突然脱力したようにため息をつく。

「べつに……隠していることなどありません。ただ……ただ、わたくしもそのお客様のことを個人的におもてなししたかったのです」

「ペトラも知ってる人だったんだ？」

　ペトラはかぶりを振った。

「はじめてお目にかかった方です。ですがあの方は、少し話しただけで、わたくしが今悩みを抱えていることを見抜き、その上、その相談にも乗ってくださったのです」

　その吐露に驚いた顔をしたのはパニーラとプルムの二人。

「お嬢様が悩みを……」

「最近ヘンだったのはー……」

　そんな二人にペトラは申し訳なさそうな苦笑を浮かべる。

「あなたたちのせいではありません。プライドに凝こり固まったわたくしの自業自得。ですが、その方はそんなわたくしを解きほぐしてくださったのです。その恩に少しでも報むくいたい。そう考えることが、そんなにおかしなことでしょうか」

　神妙な様子を見せるペトラに、リルやリエーヌ、そして騎士たちは顔を見合わせた。

　だが、カナーンは辛しん辣らつに言う。

「それがペトラ、あなたじゃないならおかしくはないと思うけど」

「私も……。ペトラはエリナに意地悪するためなら、どんなことでもしちゃいそう……」

　フランまでもがそれに同意した。

「そう、ですわよね……。信じていただけないのは当たり前です……。ですが、すべての責任はわたくしにあるということだけは納得していただけませんか？　パニーラとプルムにはなんの責任もございません」

「お、お嬢様!?」

「なんでー!?」

　そこにエリナが両手を振って割って入る。

「待って待って。結局さ、ペトラはわたしたちの後をつけてきて、なにがしたかったの？」

「それは……サントレーヌがまた作れるようになるのなら、協力できればと……」

「わたしたちがやってることって、確かにサントレーヌを作れるようにするためのことなんだけど、すぐには無理だよ？　上う手まくいってもずいぶん先のことになっちゃう」

「そう、なのですか……」

「それでももし、協力したいって言うなら、そうしてもらってもいいかなって思うけど」

　エリナのその言葉に、フランとカナーンは驚きの顔を見せた。

「なにを言ってるの、エリナ!?」

「そうよ。この子たち、なにを企たくらんでいるかわかったものじゃないわ」

　エリナは、まあまあとそのまま両手で二人の剣幕を制する。

「ちょっと待ってよ、フラン、カナちゃんも。確かにペトラたちには今まで色々腹立つことされてきたよ？　でもさ、今回は、ただわたしたちのことを見てただけでしょ？　これからなにかしようとしてたとしても、結局それはしてないわけじゃん」

「だから信じろっていうの!?　あなた、お人ひと好よしにもほどがあるわよ!?」

　カナーンは前のめりにそう捲まくしたてたが、その身体をエリナが両手で押さえて押し返し、それ以上言わせなかった。

「ここにはリルちゃんの護衛の人が十人もいるわけじゃない？　それにリルちゃんも、リエーヌさんも、フランのおじさんも、それからもちろんわたしたち三人もね？　そんで、そのみんながペトラたちがこれまでどういうことをしてきたか、もう知っちゃったわけでしょ？　そこでなんか悪いことできるとはちょっと思えないんだよね。それにほら、ペトラたちって大人おとなの前では猫を被かぶるタイプだし」

「うぐっ……」

　エリナの最後の言葉にペトラは呻うめいて俯うつむいたが、反論はしなかった。

「そう、かもしれないけれど……」

　カナーンもまだ納得しかねる様子ではあったが、その勢いはすでにない。

「それにね、カナちゃん。ペトラたちがちゃんと役に立ってくれるなら悪くないと思うんだよね。ペトラは大地、プルムは植物の精霊とコンタクトできるわけじゃない？　パニーラは魔法は苦手だけど、身体使うことならクラスの女子の中では一番だよ。カナちゃんが来るまでは、だったけど」

「黙れ、エリナ！　私はまだ負けたわけではないぞ！」

　パニーラの主張は残念ながらスルーされた。

　それまで黙っていたリルがあくびを嚙み殺しながら言う。

「エリナ、わらわはもう飽きたのじゃ。そやつらの処断はそちに任せる」

「あ、うん。ありがと、リルちゃん」

「バルザックよ、聞いての通りじゃ。エリナに判断を仰ぎ、よいように取り回せ。よいな？」

「はっ。仰おおせの通りに」

　バルザックが一礼すると、リルはリエーヌと共に日ひ除よけの傘の方に足を向けた。

「さてリル様。先ほどの件のお説教をさせていただきますね」

「げげ、しまったのじゃ!?」

　リルとリエーヌの背中を見送って、エリナはペトラに向きなおる。

「そんなわけで、わたしとしては手伝ってくれるなら手伝ってもらおうって思ってるんだけど、どう？　やってくれる？」

「……それを、この状況でわたくしに尋ねるんですの？」

　エリナは言った。

「協力したいならいいよ？　したくないなら、悪いけど帰ってくれると嬉うれしいな。お客さんへの恩返しも、だいぶ先のことになっちゃうだろうしね」

　ペトラは絶句してエリナの顔を凝視したが、数秒で目を逸らした。

「そ、そこまでおっしゃるならいいでしょう……。わたくしたちの実力、見せて差しあげますわ！　パニーラ、プルム、よろしいですわね!?」

「はっ、お嬢様！」

「がんばりますー！」

　ペトラの下知に、パニーラとプルムもパッと顔を明るくさせる。

「にゅふふ。んじゃ、よろしくね♥　バルザックさん、それじゃあペトラたちにやらせる作業の指示をお願いします。ペトラとプルムは魔法も使えるんで、たぶん役に立つんじゃないかと」

　こうしてペトラたちは護衛隊の監視の下、作業を手伝うことになった。

「エリナ……まったく、あなたは」

「にゃはは、やっぱり甘かったかな。カナちゃん、呆れちゃった？」

「そうね、あまりにもエリナらしい判断で呆あきれてしまったわ。でも、これでよかったのかもしれない。この後、あの子たちがなにかをしでかしさえしなければ、だけれどね」

　カナーンは納得したようにエリナに笑いかける。

　だが、フランは一歩離れたところで、黙ってその様子を見ているだけだった。

　そんなフランにその父親が声をかける。

「どうしたんだい、フラン」

「お父さん……。う、ううん……。ただ、これでよかったのかなって……」

「少なくともプレツィターさんがお客様にサントレーヌをお出ししたいと言っていたのは本当だよ。ペトラちゃんの人間性までは私にはわからないが、エリナちゃんの判断が間違っているようには思わなかったよ。フランの大好きなエリナちゃんは、なかなか大した子だね」

　いつものフランなら、エリナが褒ほめられると自分が褒められたように喜ぶはずだった。

　だが。

「そう……」

　フランはそれだけ言って、エリナの方に近づく。

「あ、フランもごめんね。なんか、わたしが勝手に決めちゃって」

「エリナは、ペトラのことを許しちゃうの？　ペトラたち絶対に許せないとか、よく言ってたよね？」

「え？」

　いつもと様子が違うフランに、エリナは目をしばたたかせた。

「えーと、今回の件とペトラたちにこれまでされたことを許すか許さないかは、あんまり関係ない……感じかな。たぶん」

「そういうことよね。すごくエリナらしい考え方だと思ったのだけど……」

　カナーンもなにか様子がおかしいと思ったようで、エリナのフォローに回る。


「…………」



　フランは沈黙した。

「それにね、最近のペトラ、なんか変わった……っていうか、わたしがちょっとペトラの見方が変わったのかもしんないけど」

　フランはまだ黙っていたが、カナーンの方がその言葉に疑問を抱いた。

「見方？」

「んー、プライドが高かったり、高圧的だったりするのって、前は『ペトラがお嬢様だからああなんだ』って思ってたんだけど、それはちょっと違うのかなって」

「どう違うのよ」

「リルちゃんいるでしょ？　本物のお姫様で、お嬢様としては最上級なわけ。そのお嬢様っぽいところが言葉遣づかいとか、仕し草ぐさとかにすごく自然に出てくるんだけど、それと比べてみたら、ペトラってたぶん、ものすごく努力して『お嬢様を演じてる』って言うと言い方悪いな……『お嬢様であろうとしてる』？　感じなんだなって」

　カナーンが呆れたように言う。

「お嬢様であろうとした結果があの陰険さなわけ？」

「そこは元々の性格もあるとは思うけど、一生懸命お嬢様であろうとして、心に余裕がなくなっちゃってたんじゃないかなーって。それに、さっきのもちょっと感心しちゃったかな」

「さっきの？」

「パニーラが捕まって、あとからペトラたちが出てきたでしょ？　あのペトラが、スカート泥だらけ、葉っぱだらけにしたまま駆けこんできたから、ペトラはペトラで、パニーラのことがよっぽど大事なんだなって思ったの。たぶんプルムのことも」

「……やっぱりあなたはお人好しよ。自分をいじめてた子のことなんか、そんなに親身になって考えたりして。ね、フラン？」

　フランの方をカナーンが向くと、彼女は顔を俯かせて、小さく震えていた。

「フラン？　どうしたの？」

　いち早くその様子に気がついたエリナが声をかける。

　フランは下を向いたまま口を開いた。

「どうしよう……」

　その足元に、ぽたり、ぽたりと水滴が落ちる。

「私……わかんなくなっちゃったみたい……」

「フラン……？　泣いてるの……？」

　エリナはフランに手を伸ばそうとしたが、フランは一歩下がってそれを避よけた。

「カナちゃんにだってわかってるのに……私にはわからなくなっちゃってる……」

「なにを言ってるのよ、フラン。あの、私、なにかあなたを傷つけるようなことを……？」

　カナーンの声にフランはかぶりを振る。

「カナちゃんのせいなんかじゃない……。エリナのせいでも……ない……はず……なのに」

　フランはまた一歩エリナたちから離れた。

「わかりたいのに……。ずっとわかってきたはずなのに……。どうして……」

　そしてまた一歩。

「エリナぁ……」

　顔をあげ、エリナたちの方を向いたその頰ほおには、大粒の涙がとめどなくこぼれ落ちていた。

「私……エリナがなにを考えてるのか、わからなくなっちゃった……」

「フラン、なにを──」

　そんなフランを心配して手を伸ばすエリナ。

　だが。

「触らないで！」

「ひぁっ!?」

　フランが叫んだ瞬間、眩まばゆい光が迸ほとばしり、エリナはその光に弾はじかれるように撥はね飛ばされて、強したたかに地面でお尻しりを打った。

「エリナ!?」

　尻しり餅もちをついたエリナにカナーンが駆けよる。

「あ……」

　そんな二人を見て、フランは顔を青ざめさせ、そして、その事実を否定するかのようにゆっくりと首を左右に振った。

「違うの……私……。エリナを……拒絶するつもりじゃ……」

　そして、突然踵きびすを返し、走り出す。
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「フラン！　待って！」

　エリナの叫びも虚むなしく、フランの姿は木々の間に見えなくなってしまった。
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　リルの護衛たちにパニーラが捕らえられた時、そこからほんのわずかに離れた樹上から、それらを観察していた人影があった。

　その人影は、状況が膠こう着ちゃくしていることを確認すると、書付に何事かを書き記し、懐ふところから取りだした筒にその書付の一枚を丸めて入れた。




「団長、山中に斥せっ候こうに出ている者から、転写筒による緊急連絡です」

　転写筒とは、二つ一組で用いられるマジックアイテムである。専用の紙に専用のインクで書き記し、その紙を一方の筒に入れると、その対となる筒に入れられた紙に、書き記された内容が転写されるというものだ。

　直接魔王を討とう伐ばつしたのは『名もなき勇者』とその一行だとされるが、彼らが魔王の居城に乗りこむことができたのは、このマジックアイテムによって、列強諸国による連合軍が一糸乱れぬ連携で魔王軍を抑えこんでいたからだと見る向きもある。

「巨木を斬きり裂き、大水を起こす大魔法。そして、『御み子こ』と歳としの近い少女が七人……。なるほど、転写筒を使わねばならない大事だな。あの無礼な聖女には煮え湯を飲まされたが、山中にいるとは都合がいい。やはり天運は我らにある！」

「いかがいたしましょう？」

「待機中の団員共を召集しろ。各隊それぞれ別のルートから山に入り、包囲網を形成して『御子』を確保する。『御子』と思おぼしき年齢の者はすべて捕らえろ。絶対に街には逃がすな」

「護衛と思われる男たちもいるとのことですが」

「『サントレーヌの御子』と知っての護衛である可能性が高い。我らに賛同するならばよし、そうでなければ斬り捨てる。サントレーヌの復興に賛同せぬ者が『御子』を戴いただいていていいはずがないからな」

「はっ」

「聖せい后ごう殿下の方はどうなっている？」

「一人で充分だと言うので、まずは任せてみることにいたしました」

「ふむ、そうか。結果が楽しみだな」





◇　◇　◇






「フラーン！　どこー!?」

「フラン！　お願いだから出てきてー！」

　木々の間をエリナとカナーンの声がこだました。

　ついでにピヨピヨとコルの鳴き声もする。

　フランの父に声だけかけて、走り去ってしまったフランを追いかけてきた二人だが、その姿を完全に見失ってしまっていた。

「あの子はそんなに脚が速いわけじゃないから、そう遠くへは行っていないと思うんだけど」

「そうなんだけど……フランが本気で隠れたら、わたしでも見つけるの大変なんだよね……」

「そういえば、あの時もそんなことを言っていたわね」

　カナーンの言葉にエリナはうなずく。

「フランはすごいの。『自分は運動は苦手だからエリナには敵かなわない』みたいなこと言ってるくせに、この山の中でかくれんぼとかしたら、フランの方が勝っちゃうこと多いんだよ？　隠れるのが上う手まい上に、わたしの行動パターンが読まれちゃってるってのもあるんだけど」

　自慢げにフランのことを語るエリナに、カナーンは神妙な顔で言った。

「……でも、そのフランが、エリナのことがわからなくなったって」

　エリナもがっくりと肩を落とす。

「ペトラたちのことを受け入れちゃったのが、そんなにダメだったのかな……」

「はっきり言って、それで不機嫌になるのは私の方であって、フランがそれでへそを曲げるとは思えないのよね」

「にゃはは、カナちゃんはダメだった？」

「ああいう陰湿なことをして喜んでいるような子は好きにはなれないわ。……でも、エリナの言ってることは理解できた。私に理解できたくらいだもの。フランにそれがわからなかったとも思えなくて……」

　カナーンはそう言って目ま蓋ぶたを伏せる。

「やっぱり……私のせい、なのかしら……」

「なんでカナちゃんのせいになるの!?」

「わからないけど……わからないから、どこかで私が……」

「しっかりしてよ、カナちゃん！　カナちゃんまでそんな風になっちゃったら、わたしどうすればいいの!?」

　エリナに身体からだを揺すられて、カナーンはハッとした。

「ご、ごめんなさい。そうよね。私がしっかりしなくちゃ」

　そして、気を取り直すと、再びフランを探して声をあげる。

「フラーン！」

「フラーン！　返事してー！」

　だがやはり、何度呼んでもフランの声が返ってくることはない。

　カナーンはエリナに声をかけた。

「エリナ、二手に分かれましょう。なにかあったら、リルちゃんたちのところに戻ることにして。場所は……うん、私もたぶんわかると思うから」

「カナちゃん……。わかった。でも、すぐに日も暮れてくる頃ころだから、そうしたらなにもなくてもリルちゃんたちのところに戻って」

「エリナもよ？」

　エリナはギクリとしてから苦笑する。

「うん、そうする。もしかしたら、一人で家に帰っちゃってるのかもしれないしね」

　カナーンも苦笑して小さくうなずいた。

「じゃあ、わたしはあっち」

「わかったわ。私は向こうね」

　こうして二人は左右に分かれて、引き続きフランの捜索に当たった。







「フラーン！」

　カナーンがいくら叫んでも、一向にフランの声は返ってこない。

　もうこの辺りにはいないのかもしれない。

　エリナの言っていたとおり、家に帰っていればいいのだけれど。

　そう思いながら空を見ると、日はすでにだいぶ傾いていることに気がついた。

「……一度戻るべき、ね」

　フランを見つけられなかったことが、カナーンの胸を重くさせる。

「エリナと仲よくなりたい一心で、フランに負担をかけてしまっていたのかも……」

　思い返せば、まるで親と手を繫つないでいなければ外を歩けない子供のように、いつもフランに頼ってしまっていたような気がする。

　フランの優しさに甘えてしまっていた。

「──ッ」

　その時、カナーンはハッとして俯うつむいていた顔をあげた。

　人が動く気配がする。

「フラン？」

　どこか違和感を覚えて、大きな声を出さなかったのは正解だった。

「違う。これは……鎧よろいの擦こすれ合う音……？　三人、四人……もっといる？」

　リルの護衛たちは、リルの護衛である以上当然ながら帯剣していたが、山中での土木作業ということで鎧は身に着けてはいなかった。

「山道を行軍しているわけでもない……。斜面を下りてきてる……？　え、向こうにも？」

　ルナルラーサと旅をしてくる中で叩たたきこまれたカナーンの警戒能力が、敵に囲まれつつあることを知らせていた。

　カナーンが感知しているだけでも最低四人のグループが二つ。だが、そのグループがさらにいくつかあることが予想された。

「となれば……相手はこちらの規模を知って仕掛けてきてる？　狙ねらいはリルちゃん？　それとも……エリナ？」

　エリナとフランのことがどうしても気にかかったが、カナーンは意を決して動きだした。

　人数はおそらく向こうが上。武装も上。

　それに加えて奇襲でもされようものなら、抗あらがえるはずがない。

　今は、少しでも速くリルたちのところに戻ってこのことを伝えなければ。

　エリナなら逃げ切れるだろう。

　フランだって隠れたらすごいとエリナが言っていた。

　だけど。でも。

　カナーンは引き裂かれそうな思いを抱えながら、それでも日ひ除よけの傘を目指して走った。







　その樹きは、少しねじくれている以外は、なんの変へん哲てつもない樹に見えた。

　だが、ある方向から見ると幹にぽっかりと虚うろができていて、中に人が一人入れるくらいの空間があった。

「はぁ……やっと見つけた」

　その虚に顔をつっこんで、エリナはホッと一息つく。

「前にも一回、ここに隠れられちゃって見つけられなかったんだよね。その時のこと思い出せてよかった」

　フランは虚の中で膝ひざを抱えたまま、ただじっとしていた。

「でも、今回はちゃんと見つけたよ、フラン。だから、みんなのところに戻ろ？」

「……嫌」

「おじさんも心配してると思うよ？」


「…………」



　フランが今回、なぜあんなことを言い出したのかはエリナにもわからない。

　だが、フランがこうなると、滅法頑固であることは知っていた。

「じゃあわたしもここにいよっと」

「……ダメ」

「なんでダメなのよぉ」


「…………」



　エリナは口を尖とがらせて言ったが、返ってきたのは沈黙だけだった。

「理由を言ってくれないなら、このままここにいるね。わたしがフランと一緒にいちゃいけない理由なんてないと思うし」

「……あるの」

「じゃあそれを言って？　言ってくんなきゃ、わたしもなにが悪かったのかわかんないし。わたしはほら、フランほど頭もよくないしさ」

　フランは今度は無言のまま首を左右に振った。

「エリナは……エリナはなにも悪くない」

　エリナはフランがその続きを言うのをじっと待った。

「私が、悪いの……。私が悪いし……私は馬ば鹿かなの……ぐすっ」

「なにが悪いのかはよくわかんないけど、フランは馬鹿なんかじゃないよ？」

　そしてまた沈黙。

「フランはどうしたいの？　いいとか悪いとかじゃなくて、どうしたいのか教えて？」

　なにも聞こえなかったがフランが首を横に振ったのだけはわかった。

　これは長期戦になりそうだと、エリナはその虚の付近から張りだして伸びている根っこに腰を下ろす。

「あのね、フラン。わたしもわかんないことなんて、いっぱいあるよ？　フランのこと」


「…………」



「今なんてどうしてこうなっちゃってるのか、全然わかんないし」


「…………」



「でもね、フラン。わからないのはダメだけど、わからなくってもいいんじゃないかな？　……って、あれ？　自分でもなに言ってるのかわからなくなっちゃった」

「……私もわかんないよ」

　フランがぼそりと呟つぶやき、エリナはそれだけでもフランが応こたえてくれて嬉うれしくなる。

「にゃはは、だよねぇ。えっとね……わからないままにしておくのはダメだけど、今全部が全部わかってなくてもいいんじゃないの？　ってこと？　かな？　たぶん」


「…………」



「わたしはね、フランとはこれから先もずっと一緒にいたいって思ってるから、今わからないことがあっても、わかるようになっていければいいなって、そんな風に思ってるんだ」

「わかる……ように……」

「わたし、フランのこと大好きだよ。わからないことがあっても、なくても」

「……！」

　エリナの言葉を一言一句漏もらさずに聞き取ろうとフランが耳をそばだてている。エリナにはそれがよくわかった。

「フランは──え？」

　続けようとしたエリナだったが、突然ハッとして立ちあがる。

　遠くの方で嫌な音がした。

「フランはこのまま木の中に隠れてて」

「な、なに？」

　フランも空気の変化に気がついて顔をあげたが、見えたのはエリナの足が上へと消えていくところだけ。どうやらこの木の上に登っていったらしい。

　少しすると、エリナが下りてきて言った。

「なんかヘンなことになってる！　剣同士でキンキンやって戦ってる！」

「な、なにそれ……。また、魔王軍の残党とか？」

「わかんないけど、野盗かなにかじゃない!?　鎧着た人たちがいっぱいいて、襲ってきてるみたいなの！　他ほかにも周まわりから来てたのが見えた！　ここは滅多なことじゃ見つかんないと思うから、フランはこのままここにいて！」

「エリナはどうするつもり!?」

「すぐ近くにパニーラとプルムがいたの！　そっちにも鎧の人たちが向かってるから、急いで逃がさないと」

　そう言って、エリナはすかさず走り出す。

「エリナ！」

　フランの叫び虚むなしく、エリナは軽く片手だけあげて木々の間に消えていった。







　カナーンからの報告を受けた護衛隊隊長のバルザックは、隊員に作業の中止を告げ、リルの周囲に陣を組ませた。

　陣の中にいるのはリルの他にリエーヌとカナーン、そしてフランの父のみ。

　カナーンは再びエリナたちを捜索しにいくことを提案したが、その時にはもう、鎧を着た騎士風の出いで立たちの者たちが差し迫っていた。

「我々は聖王国サントレーヌの復興を志す『神聖復興騎士団レザレクチオン』である。そこに御お座わすのは我らが戴くべきお方『聖王の御子』と存じあげる。さあ、御子よ。我々と共に参りましょうぞ！」

「それは貴君らの勘違いである！　こちらにはそのような者はおらぬ！　剣を鞘さやに収め、早々に立ち去られよ！」

「戯ざれ言ごとを！　御子を護まもる騎士ならば、大人おとなしく我々に従え！」

　騎士同士の平行線のやり取りの中、リルが言った。

「ふぅむ、あまりポンポン明かすものではないと思うのじゃが、わらわが何者かを知れば、彼奴きゃつらも手出ししにくくなるじゃろ。どうじゃ、バルザックよ」

「よろしいので？　それで素直に引いてくれるかはわかりませんが」

「戦いを避けられるならそれに越したことはないじゃろ。やってみるのじゃ」

　バルザックはリルに一礼してから、『神聖復興騎士団レザレクチオン』を名乗る者たちに向きなおった。

「こちらに御座すのはブレナリア王国第四王女リルレイア・エンティケ・ブレナリアス姫殿下である！　我々はリルレイア姫殿下の護衛であるブレナリア騎士団の者！　殿下はお忍びで来られている由よし、騒ぎになることは望まれておらぬ！　殿下は寛大なお方である！　今立ち去ればこの無礼も不問にするとおっしゃっている！」

「そのような浅はかな噓うそが通じると思っているのか！　ええい、構わん！　総員構えよ！　ただし、御み子ことその年頃の子供は一いっ切さい傷をつけることなく捕らえよ！　全員だ！　どなたが御子であるかは後にわかる！　かかれぃ！」

　短気にも『神聖復興騎士団レザレクチオン』の一団は、めいめい剣を振りかざしながら襲いかかってきた。







「サントレーヌ、サントレーヌ」

「いや、プルム、ちゃんと話を聞いていたのか？　どのみちすぐにはサントレーヌは作れないという話だぞ？」

「でもー、このレーヌ草っていうのが増やせれば、サントレーヌが作れるようになるわけでしょー」

　ペトラたち三人は結局、レーヌ草の探索と水脈の調査を割り当てられていた。

　特にペトラの魔法で簡易的ではあるものの地質を調べることができるとのことで、それを見込まれての割り振りだ。

　とはいえ今はプルムとパニーラの二人だけ。

　ペトラは数分前に「ちょっとお花を摘つみに」と離れてしまっていた。

「まったくおまえはいつも食い気が優先だな」

「まあねー。サントレーヌ、サントレーヌ」

　その時ザザッと茂みをかきわける音がする。

「お、お嬢様が帰ってこられたかな」

　だが、それは違った。

　その茂みからは武装した男たちが三人現れたのである。

「おい、今、そっちの娘がサントレーヌの名を唱えていなかったか？」

「俺おれもそう聞こえた。ということは、この娘が御子様か!?」

「そうに違いない。これは大手柄だぞ」

「え？　ええ？　お、おじさんたちなにー？」

　急に三人の男に目を向けられてプルムは困惑した。

　だが、そんなプルムの前にパニーラの背中が立ちはだかる。

「おまえたちは何者だ！　私たちにいったい何用か！」

　そしてパニーラは腰に佩はいていた細身の剣を引き抜いた。

「こいつは御子の護衛か？」

「団長は同じ年頃のは全員連れてこいって言ってたぞ？」

「じゃあこいつもか。面倒くせえなぁ」

　少女パニーラの持つ剣などなにも怖くないとばかりに、三人はパニーラとプルムににじり寄る。

「それ以上近寄れば斬きる！」

「ハッハッハ、勇ましいこった」

　男が笑ったとき、また別の方向から少女の声がした。

「パニーラ、ダメ！　逃げて！」

　エリナだった。

「エリナ!?　なにをしに来た！　ここはおまえの出る幕じゃない！」

　男たちがプルムとパニーラに接触するのに間に合わなかったエリナだったが、なんとかして二人が逃げ出せる隙すきを作ろうとタイミングを見計らっていたのだ。

　だが、その前にパニーラが交戦する構えを見せてしまったので、慌あわてて出てくる羽目になったのである。

「お、また出てきたぞ。そいつも捕まえないといけないんだろ？」

「でも、その丸いのが『サントレーヌの御子』なんだろ？　聖王のものすごい魔力を使うとかなんとか」

「まあ、そっちの金髪は頼むわ。どれ」

　パニーラの細腕では満足に剣を振ることさえもできないだろうとでも思ったのか、男のうちの一人が顎あご髭ひげをかきむしりながら、無防備にさらに二人に近づいていった。

　それを見たパニーラは瞬時に踏みこんで、それと同時に突きを放つ！

「うおっ!?　てめぇっ！」

　男は今目を覚ましたかのような顔をすると、手にしていた剣でパニーラを薙なぎ払った。

「くぁっ!?」

　血しぶきをあげて倒れこむパニーラ。

「「パニーラ!?」」

　エリナとプルムが同時に叫んだ。

「ぐはっ！　はっ、はっ……」

　パニーラはうつ伏せで倒れた状態からなんとか起きあがろうとするが、上半身をバッサリ斬りつけられているようで、それ以上動けないようだ。

「パニーラ！　パニーラ！　あ、あ、血……血が……ああ……」

　プルムが駆けより、絶望的な顔を見せる。

「お、おいおい、いくらなんでも、そんなガキ相手にそりゃやりすぎだろ!?」

「仕方ねーだろ！　こいつの剣、意外なほど鋭かったんだ！　お、俺のせいじゃねぇっ！」

「こりゃ……ちょっとマズいんじゃないか？　死んじまうぞ、これ……。ただでさえ、子供は全員無傷で捕らえろってお達しなのに……」

　男たちはしでかしてしまったことに狼狽うろたえたが、そのうちの一人がこう言った。

「『聖王の御子』がこんなことで死ぬわきゃねぇ！　ってことはこいつは御子なんかじゃないってことだ。問題ねぇ。こいつはこのまま放ほうっておこう！」

「おお、そいつはそうだな。そうしよう」

　残りの二人もその言葉に追随してうんうんとうなずく。

　そんな男たちに対して、エリナは愕がく然ぜんとし、ジントロルやオークと戦ったときとは別種の感情が湧わきあがってくる。

「なんなのよ……なんなのよ、あんたたちはぁっ！」


「ああ？　お嬢ちゃんこそ……なん…………なん…………」



　下げ卑びた笑いを浮かべてエリナを威い嚇かくしようとした男は、すぐにその笑みを凍りつかせた。

「え、エリナ……？」

　プルムも目を見開いてエリナの姿を見る。

　今、エリナの周囲は凝縮された魔力に満ち溢あふれ、その顔や腕には複雑怪奇な紋様が浮かびあがっていた。

　その時。

「エリナ！　ダメ！　その力は使っちゃダメだよ！」

　予想外のフランの声に、エリナは我に返る。

「フラン、隠れててって言ったのに……」

　フランは首を左右に振って言った。

「あのまま隠れてたりしたら……私は……私のことがもっと嫌いになっちゃうから……。エリナが大好きって言ってくれた自分のこと、嫌いになんてなりたくないから」

「そっか……ありがと、フラン。おかげで落ちつけたみたい」

　エリナは小さく微笑ほほえみ、そして続ける。

「フランはパニーラのことをお願い！　急いで！」

「わかった！　プルム、どいて」

「う、うん」

　パニーラの元にフランが行ったのを見届けると、エリナは怯おびえた表情の男たちに向きなおった。

「おじさんたち、ものすごい魔力を使う子供を探してるの？」

「そ、そうだ……！　魔王軍の残党を壊滅させるほどの力を持つ……我らが御子……」

「御子かどうかは知らないけど、ジントロルの腕を斬ったのならわたしよ」
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　その頃ころ、ペトラは一人、三本の木が寄り合ったその陰に身を潜めていた。

　リルを中心とした護衛隊の陣とパニーラとプルムがいた場所のちょうど中間あたりだ。

「い、いったいなにが起こっているんですの……？」

　ペトラはスカウティアで恐ろしい目にあったばかり。

　山中を近づいてくる鎧よろいの音に気がつくなり、飛びあがるようにしてこの木陰に逃げこんだのだ。

　ここのところエリナのことばかり考えていたためか、本人ですら理解していなかったが、先日の事件は充分なトラウマをペトラに残していたのである。

　そしてまた、ガシャガシャと音を立てながら鎧を身に纏まとった騎士たちが近づいてくると、ペトラは広がりそうになるスカートを無理矢理手で押さえつけて、木の陰からはみ出さないようにと注意を払った。

　用を足している最中、慌てて立ちあがったためか、一部湿っている事に気がついて、ペトラは眉まゆをしかめる。

　すると。

「『サントレーヌの御子』は我らが手にあり！　御子様のご意志だ！　一切の戦闘をやめよ！　御子様以外の少女たちは解放せよ！　我らの崇すう高こうなる目的は達せられた！　撤収！　撤収！」

　鎧の男たちが移動しながら口々にそう言うのが聞こえた。

　その中で、ひときわ厳重に陣形を組んで移動している一団が目に入る。

　見つかりたくはないと思いながらも、ペトラは好奇心に負けてその一団に目を向けた。

「あれは……！」

　驚いたことに、鎧の男たちに取り囲まれたその中央には、見間違えようもないエリナの金髪がちらちらと見えていた。




「間違いありませんわ！　あれはエリナの髪でした！　あの子になにがあったのです!?」

　ペトラは木陰から出てリルたちのいた場所に向かうと、そう捲まくしたてた。

　エリナの名前を聞いて、カナーンが飛び出してくる。

「エリナがどうしたって言うの!?　まさか、またあなたたちがなにかしたんじゃないでしょうね!?　だとしたら、絶対に許さない！」

「違いますわ！　エリナを連れていったのは鎧を着た集団です！　そもそもここでなにがあったのです!?　なにか……ずいぶん……」

　そこまで言ってから、ペトラはカナーンの身体からだに上から下まで目を向けた。

「なんですの……？　あなたもずいぶん怪け我がをなさっているような……」

　カナーンは不機嫌そうにプイと顔を背けたが、代わりにリルがその疑問に答える。

「そちの言う鎧を着た集団が襲ってきての、わらわの護衛も奮戦したのじゃが、ちと多勢に無勢であったのじゃ。わらわの元まであの暴漢共の手が伸びようとしたとき、決死の覚悟でわらわを護ってくれたのがこのカナーンというわけじゃ」

　そこに慌てたような少女の声が聞こえてきた。

「誰だれかー！　大変なのー！　ああっ、お嬢様！　パニーラが、パニーラがー！」

「プルム!?　一体どうしたというのです!?　落ちついて、詳しいことをお話しなさい」

「ぱ、パニーラが鎧の人たちに、き、斬られちゃって……い、今、フランががんばって治ち癒ゆ魔法使ってて、それで、それで……」
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「慈愛と癒いやしの神リデルアムウァよ。私に力をお貸しください。パニーラに癒しの力をお示しください……。慈愛と癒しの神リデルアムウァよ。私に力をお貸しください。パニーラに癒しの力をお示しください……」

　フランは必死に神の御み名なを唱え癒しの力を求めた。

　だが、パニーラの傷は深く、出血も未いまだに続いていた。

　呼吸もどんどん弱くなっている気がする。

「慈愛と癒しの神リデルアムウァよ。私に力をお貸しください。パニーラに癒しの力をお示しください……」

　まだ数日とは言え、『ブレナリアの聖女』から教えを受けたのではなかったか。

　もっと上う手まく神聖魔法が使えるような気がしていたのは、ただの気のせいだったのか。

「助けなくちゃ……。パニーラを助けなくちゃ……」

　なによりも、これはエリナから託されたことだったのではないか。

　だが、フランがどんなに強く願おうと、どんなに真しん摯しに祈ろうと、癒しの力が強まることはなかった。

　むしろ、必死になればなるほど、その力は遠ざかっていくようにすら思える。

　その感覚は、パニーラの命が遠ざかっていくことを連想させて、フランの背筋を凍らせた。

「慈愛と癒しの神リデルアムウァよ。私に力をお貸しください。パニーラに癒しの力をお示しください……。慈愛と癒しの神リデルアムウァよ。私に力をお貸しください。パニーラに癒しの力をお示しください……。慈愛と癒しの神リデルアムウァよ──」

　必死に祈り続けるフランの両手が、唐突に誰かの両手に包まれ、フランは顔をあげた。

「よくがんばったわね、フラン。遅くなってごめんなさい。パニーラのことは私に任せて」

「あ……学院長……先生……」

　そして、ロミリア・ユグ・テア・バージは、その癒しの力でパニーラの窮きゅう地ちを救った。




　プルムに案内されてカナーンたちがパニーラの元に駆けつけたのは、ちょうどロミリアが神聖魔法を使った直後のことだった。

「カナちゃん……私、なにもできなかった……。エリナが連れていかれちゃうのも止められなかったし……パニーラのこと任されたのに、それも学院長先生が来てくれなかったら……」

「なにを言ってるのよ、フラン……。そんなことを言ったら私だってそうよ……。エリナが連れていかれてしまうなんて、思ってもみなかったわ」


「ううん。カナちゃんはまた戦ってたんでしょ？　見ればわかるよ。せめてこの傷くらいは私が…………」



　フランは頭をふらつかせる。

「フラン？」

「だ、大丈夫……」

　だが、そんなフランをロミリアが制した。

「ダメよ、フラン。あなたはパニーラを助けるために、神聖魔法を使い続けていたのでしょう？　今はもう休みなさい。さぁ、カナーン、私にあなたの怪我を見せてちょうだい」

　ロミリアはカナーンだけでなく、リルの護衛たちの怪我をも治していく。

　その間に、フランとプルムはエリナが連れ去られた経緯を説明していた。

「あの人たちは誰が『御子』なのかはわかってなかったみたいで、私たちと同じくらいの年齢の子はみんな連れてこいって命令されていた感じでした……」

「それでー、エリナが『わたしが御子だ』みたいなことを言い出してー……。大人おとなしくついていくから、戦いはやめて、他の子たちにも手を出さないでって……」

　エリナはプルムも見ている前で魔力を集中させて、あの紋様を浮かびあがらせていた。

　フランはプルムがそのことを説明してしまうのではないかと不安に思っていたが、プルムの説明にはその辺りのことは一切出てきはしなかった。

「それでエリナを行かせてしまったというの……？」

　やりきれない思いにカナーンは歯は嚙がみする。

「やめるのじゃ、カナーン。エリナがその決断をせねば、そのパニーラとかいう娘も死んでいたかもしれんのじゃろ？　そのように申してはフランも辛つらくなるだけなのじゃ」

「あ……ごめん、なさい……」

　リルの指摘にカナーンはうな垂れた。

「あとー……あの……これ……」

　プルムががっくりとしながらなにかを両手で差し出す。

　そこには踏み潰つぶされてぐしゃぐしゃになった植物があった。

　辛かろうじて、青い花弁がついていることがわかる。

「こ、これ……レーヌ草！　お父さん！　お父さん、見て！」

「あ、ああ」

　フランが呼び寄せると、父はどこかふらついた様子でやってきた。

「お父さん……泣いてたの……？」

「ああ、いや……こういう荒あら事ごとには慣れていないのでね……。どれ……。おお、これは確かにレーヌ草だ」

「だけどー……他には生えてなくてー……。これもあのおじさんたちに踏み潰されちゃってー……ぐすっ……」

「いやいや、レーヌ草がまだどこかで生えていることがわかっただけでも収穫だよ。ありがとう、プルムちゃん」

　そうこうしているうちに、日も沈んでしまう。

「リル様、撤収の準備が整いました」

「うむ、それでは帰還じゃ。真っ暗になるまえに山を出るのじゃ」

　バルザックの報告にリルがうなずいた。

　フランが不安げに言う。

「だけどリルちゃん、エリナは……？」

「落ちつくのじゃ、フラン。エリナは必ず助け出す。すでに手も打ってあるのじゃ」

　フランはそこで気がついたように、周囲を見渡した。

「そう言えばリルちゃん、リエーヌさんは？」

　その質問に、リルは大仰にうなずいて言った。

「うむ、それがわらわの打った手の一つじゃ」
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　リルの密命を受けて、リエーヌはエリナを連行した神聖復興騎士団レザレクチオンを追跡していた。

　コントラストの強い目立つ服装だったが、夕ゆう闇やみが迫る時間とはいえ、追跡されている騎士たちは誰一人リエーヌの姿に気がつくことがない。

　なぜなら彼女の姿は今、完全に周囲の景け色しきと同化していたからだ。

「ここから馬ですか……。仕方がありませんね」

　騎士たちが馬に乗って再び移動しはじめると、リエーヌはエプロンのポケットに手をつっこみ、そのポケットには到底そぐわない大きさの杖ロッドを取りだした。

「私、リエーヌ・ユーエル・グリーヌの名において命じます。風の精霊シルフィードよ。風に舞う乙女おとめファダよ。私に翼を。天あま翔がける風の靴を」

　その身体がふわりと浮きあがり、リエーヌの身体は五メルトほどの高さまで上昇する。

　そして、馬が駆けていく姿を見定めると、その方向へと風に乗るような速さで突き進んだ。

　ブレナリア王宮のメイド長の娘、リエーヌ・ユーエル・グリーヌは、リルレイア姫お付きのメイドであると同時に、ブレナリア王立魔法学院首席の経歴を持つ、俊しゅん英えいの魔法使いである。

　彼女がリルレイア姫のお付きに選ばれた理由は数多いが、中でも、類たぐい希まれな魔力を持って生まれたリルレイア姫の魔法の家庭教師として期待された面は大きい。

　そして、彼女のその実力は、こうした実戦の場においても発揮される類たぐいのものだった。

　だが、今回はさすがに相手の数が多すぎる。リエーヌは道中でのエリナの奪取は難しそうだと判断して追跡を続行した。

　しばらくして、日が完全に落ちた頃、いくつもの松たい明まつが掲げられた野営地と思われる場所にリエーヌは到着した。

　中でも一ひと際きわ大きい天幕にエリナが連行されていくのを確認すると、リエーヌは地上に降りたって、その中の様子をうかがった。




「こいつが『聖王の娘』？　違う違う。これはさすがに笑い話にもなんないぜ？」

　最初に目に入ったのは、驚いたことに子供だった。

　年の頃は十とおか十一か。リルレイア姫とそう変わらない年齢に見える。

　言葉遣づかいの荒さから少年だと思ったが、ボーイッシュな少女という風にも思えた。

　ともあれ、そんな子供が、エリナを指さして、周囲の大人の騎士たちを嘲笑あざわらっていたのだ。

「こう言っているが？」

　豊かな顎あご髭ひげを蓄えた、この中で一番偉そうな男がそう言った。

　リエーヌは、この男が神聖復興騎士団レザレクチオンの団長、ダニエル・ダングルベールなのだろうと推察する。

「い、いえ、しかし、我々でもわかるほどの凄すさまじい魔力を放出しまして……。それに、かのジントロルを倒したのも自分だと……」

　エリナを連れてきた騎士の一人が、当惑しながら説明する。

「むー！　むー！　むー！」

　連行される際にうるさくでもしたのだろうか。

　エリナはその報告内容に不満がありそうだったが、猿ぐつわをされていて、満足にしゃべることもできていない。

　そんなエリナを見て、その子供は楽しそうにケラケラと笑う。

「まあ、確かにこいつならジントロルくらいぶっ殺せると思うぜ？　でもそれは、『聖王の娘』だからじゃああない……。ぷっ……くくっ……」

　子供は堪こらえられなくなったように、さらにそこで腹を抱えて笑った。

「アッハッハッハッハ、ヒィィ、おかしい！」

「いい加減にしろ！　あまり態度が悪いようだとあの男に報告するぞ!?」

　耐えかねたようにダングルベールが怒鳴りつける。

「うぇ!?　それは待ってよ。だってさ、あんたたちだって、こいつが結局なんなのかってのは知りたいだろ？　それ聞いたら絶対ウケるって！」

「いいからさっさと話せ！」

「はいはい。じゃあ、言っちゃうけど、こいつはエリナ・ランドバルド。リクドウ・ランドバルドの養女だよ」

「リクドウ・ランドバルド……？　何者だ？」

　ダングルベールは周囲の騎士たちに目を向けたが、その誰もがかぶりを振った。

「『名もなき勇者』って言えばさすがにわかるだろ？　それがリクドウ。リクドウ・ランドバルドだ」

「なに!?　かの魔王討とう伐ばつの勇者だと!?」

　一様にざわめく騎士たち。

『名もなき勇者』の名は、剣を取る者にとって、憧あこがれであり、すでに伝説だ。

　彼らが動揺するのも無理はないとリエーヌはうなずく。しかし、なぜあの子供がそれを知っているのだろう。

「そして、その魔王を討伐した本人であるリクドウが、名前を伏せなくちゃいけなかった理由の一つがこいつだよ」

　その言葉を聞いたエリナが目を見開いているのが見えた。

　考えたこともなかった、そんな顔だ。

「……話を続けろ」

「こいつの正体は『魔王の娘』。魔王の居城で見つかった魔王の落とし胤だねだ！」

　──!?

　その発言にリエーヌも思わず息を呑のみ、危うく透明化の魔法が解けてしまうところだった。

　リクドウが『名もなき勇者』であることは知っていたリエーヌだが、エリナについては「勇者は隠居し、戦災孤児を引き取って育てている」としか聞いていなかった。

「魔王の娘……だと？　なぜ勇者はそんなものを」

　ダングルベールは子供に問いかける。

「まだ赤ちゃんだったから、情にほだされたんだってさ。でも、万が一にでも魔王討伐の勇者が魔王の娘なんてものを育てているなんて知られたら、世間が黙っちゃいないだろ？　だから、勇者の存在ごと伏せちまったってわけ」

「馬ば鹿かな。そんな話が……」

「その証拠に、いざというときの安全装置役に『ブレナリアの聖女』ロミリア・ユグ・テア・バージが、すぐそばにいるんだよ。そういや、こないだは『月輪の戦いくさ乙女おとめ』も来てたよな」

　ダングルベールは顔色を失って唇を震えさせた。

「で、では、御子の存在は……」

「アハハハハッ、それが一番ウケる！　結局、聖せい后ごうとかいう人の巡礼先の一つだっただけじゃねーの？　アハハハハッ」

「貴様、いい加減に──」

　子供の爆笑が腹に据すえかねたのだろう。ダングルベールは佩はい刀とうに手をかけた。

　だが、子供はそれを軽く手をかざして制すると同時に、もう一方の手をリエーヌの方に差し向けた。

　そして、閃せん光こう。

　突然の魔法の行使に、騎士たちは一いっ斉せいに剣に手をかけるが、それがダングルベールに向けたものではないことに気がつくと、閃光が放たれた方向に目を向けた。

「……不覚です。まさかお気づきになるとは」

　リエーヌは咄とっ嗟さに対魔法防御を展開して、『閃光の矢』と呼ばれるその攻撃魔法を防いだが、透明化の魔法は解けてしまっていた。

「むー!?　むー！」

　姿を現したリエーヌに驚くエリナ。

　閃光を放った子供の方は、好奇心旺おう盛せいそうな瞳ひとみをクリクリと輝かせる。

「おお、メイドさん!?　すごいな！　オレの『閃光の矢』を喰くらって無傷なのか!?」

「いえ、まったくの無傷というわけではありません。なかなかのお手前でございますね。私はリエーヌ・ユーエル・グリーヌと申します。貴方あなた様のお名前を伺うかがっても？」

「ハッ、アンタ面白おもしろいな！　オレはアラヤ！　アラヤ・エナンジーだ！　おっさんたちは手を出すなよ！　こいつはオレの獲え物ものだ！」

　アラヤと名乗ったその子供は、リエーヌを恰かっ好こうの相手と見定め身構えた。

　だがその瞬間、リエーヌの身体が光り輝く縄のようなもので縛りあげられる。

「な、これは!?　──きゃあああっ！」

　そして、その縄はバチバチと火花を立てて放電し、リエーヌの全身を痛めつけた。

「なにが『オレの獲物だ！』よ、アラヤ。メイドの方は逃げる気満々だったわよ？」

　いつ現れたのだろうか。

　アラヤと瓜うり二つだが、こちらははっきりと女の子だとわかる恰好をした子供が天幕の入り口に立っていた。

「マナ!?　なんだよ、手ぇ出すなよ！」

「だからそのままじゃ逃げられてたって言ってるでしょう？　我が妹ながら、本当に単純なんだから」

「むぅぅ。マナの方はちゃんと仕事をこなせたのかよ」

「当たり前でしょ？　ほら」

　マナと呼ばれた子供の方が、くいっと指先を曲げるとエリナのすぐ隣あたりでドサリと音がして、そこに突然、黒いドレスの女性の姿が現れた。

　女性は雑にロープで縛られており、意識を失っているようだ。

「おお、これはまさしく聖后殿下！　ハッ、ハハッ！　そうだ。これでいい。聖后殿下がいらっしゃるのなら、御子のことも明らかになる。ご苦労だったな、マナ・エナンジー」

「それはどーも」

　興奮気味に言うダングルベールとは対照的に、マナは興味なさそうに返した。

「ちぇ。まあいいや。じゃあこのメイドさんを──って、あれぇ!?」

「噓うそ……。いつの間にわたしの束縛から逃れたっていうの？」

　そこには『雷いかずちの束縛』で捕らえられていたはずのリエーヌの姿はすでになかった。





◇　◇　◇






　その頃ころ、フラヴィニー家にフランとその父が帰ってきていた。

　自らの心の整理も着いていないうちに起きてしまったこの出で来き事ごとに、フランは混乱し、どうすればいいのか、自分はどうすればよかったのかと、そんなことばかりを考えていた。

　そんなフランに加えて、その父もまたどこか様子がおかしく、帰宅するまで一いっ切さい口を開かず、ただ何事かを考えあぐねて、幾度もため息と共に頭を左右に振っていた。

「大変だったね、フラン。エリナちゃんのことは心配だろうけど、お腹なかも空すいているだろう？　まずは晩ご飯を食べて、ゆっくりお休み」

　母の温かな出迎えに、フランは微ほほ笑えみとなにか言葉を返そうとしたが、ただ唇が震えただけにとどまってしまった。

　それでも、母の作った温かなスープを口にすると、冷え切った身体からだと共に、心の方もなんだか解きほぐされていくような気がした。

「フラン……。あの、な……」

　躊躇ためらいがちな父の声に顔をあげる。

「……そう気を落とすんじゃないよ。あの子のことだ。ちゃんと元気で帰ってくる」

　フランはうなずいたが、父はなにか別のことを言おうとしたのではないかと思った。

　だが、それを追求する気にもなれない。

　夕食を半分ほど腹に収めると、フランは席を立った。

「もういいのかい？」

「うん、ごちそうさま。ごめんなさい、残しちゃって……」

「いいんだよ。お腹が空いたらお言い。いつでも美お味いしいものを作ってあげるから」

「ありがとう、お母さん」

　今度はちゃんと微笑むことができただろうか。

　そんなことを考えながら、フランは自室に行き、ベッドにうつ伏せに倒れこんだ。

「私のせいだ……」

　あんなどうでもいいことで、エリナの前から逃げ出して、探させて、そして、エリナは連れ去られてしまった。

　私が逃げ出したりせずに、みんなと一緒にいれば……少なくともエリナとカナちゃんとの三人でいれば、きっとこんなことにはなっていなかった。

　パニーラのことも結局自分ではどうにもできなかった。

　学院長先生が来てくれなければ、パニーラを死なせてしまっていたかもしれない。

　私はなにもできない。

　神聖魔法が使えても……エリナに託されても……。

　私には、なにも。

　私に……エリナのそばにいる資格なんてない……。

『わたしがフランと一緒にいちゃいけない理由なんてないと思うし』

　そんなエリナの言葉が不意にフランの脳裏をよぎった。

　あの樹きの虚うろにいたときエリナにかけてもらった言葉だ。

　だが、あの後エリナにこのまま隠れているように言われて、フランはその言葉にもショックを受けた。

　自分が足手まといだと言われたような気がしたのだ。

「でも……そうだ、あのときは……。エリナの足手まといになるのは嫌だって思って……」

　そうして奮起してエリナの後を追ったのだが、エリナは連れ去られ、パニーラの怪け我がも回復させることができなくて、フランはまた落ちこんでしまった。

「私、何回同じことを繰り返すんだろう……」

　その堂々めぐりの思考に、またしてもフランは絶望しかける。

　やはり、こんな自分がエリナのそばにいていいはずがない。

『フランはどうしたいの？　いいとか悪いとかじゃなくて、どうしたいのか教えて？』

「あれ……？」

　その言葉をかけられたときは、そんなことは考えられないとしか思えなかった。

　どうしたいもなにもなかった。答えられないし、そもそも考えられなかった。

　だけど、もう一度、その言葉の意味を考える。

　エリナは、その質問の前にさっきの言葉を言っていた。

『わたしがフランと一緒にいちゃいけない理由なんてないと思うし』

　一緒にいていいとか、一緒にいちゃ悪いとか。それを考えないとするならば。

「そんなの……エリナと一緒にいたいに決まってるよ……」

　言葉にすると、その気持ちがかっちりと胸にはまり込んだ気がした。




『わたしはね、フランとはこれから先もずっと一緒にいたいって思ってるから、今わからないことがあっても、わかるようになっていければいいなって、そんな風に思ってるんだ』

『わたし、フランのこと大好きだよ。わからないことがあっても、なくても』

『フランは──』




　そこで止まってしまったエリナの言葉。その続きがフランの耳に聞こえてくるようだった。




『フランはどう？　わたしのこと好き？　一緒にいたいって思ってくれる？』




「そんなの決まってるよ、エリナ。私はエリナのことが大好き。エリナと一緒にいたい」

　フランはゆっくりとベッドから身を起こす。

「理由なんていらない。私は、エリナと一緒にいたい」

　立ちあがり、そして、なすべきことがあるのだと認識した。

「エリナのことが大好きだから。私が、エリナのそばにいたいから」

　動きやすい恰かっ好こうに着替え、必要そうなものをポーチに詰めこむ。

　そのほとんどがエリナと山で遊ぶときに用意するものだったから迷わなかった。

　そして、フランは音を立てないように窓を開け、そこからこっそりと家を抜け出す。

　両親を心配させることだけはできない。だけど──。

「フラン」

　家の外に出たところで突然声をかけられて、フランは跳びあがりそうになった。

　だが、それが誰だれかすぐに気がつき、ホッとして微笑んだ。

「カナちゃん……。よかった。ちょうどカナちゃんを呼びにいこうと思ってたの」

「私もちょうど出てきたところよ。腹ごしらえもしたし、充分疲れもとれた」

　カナーンはフランの肩にポンと手を置き、そして、真顔になって言う。

「エリナを助けに行く。そういうことでいいのよね？」

「うん」

「今回の件、リルちゃんだって黙ってないだろうし、エリナが連れ去られたとなったらリクドウ先生も動くと思うわ。もちろん、ロミリア先生も。私たちが行かなくても、エリナが無事に助け出される可能性は低くはないと思う。それでも、行くのね？」

「うん。私が行きたいの」

　カナーンはうなずいて笑った。

「よかった」

　フランも微笑みを返す。

　だがそこに、さらに声をかけてくる人物がいた。

「あなたたちもしや、エリナを助けに行こうなどと考えているわけではありませんよね？」

　ペトラだった。後ろにパニーラとプルムもいる。

「……だったらどうするというの？」

　カナーンはキッとした目つきでペトラを睨にらみつけた。

「たった二人で？　こんな夜更けに？　エリナがどこに連れ去られたかはおわかりですの？」

「それは……」

「お・ば・か。フランソワーズさんもいてなんですか。エリナのからっぽのおつむが伝染してしまったのかしら」

「ペトラ、あなたね──」

　憤ったカナーンをフランがそっと押しとどめる。

「もしかしてペトラ……。あなたたちもエリナを助けに行こうとしてるの？」

　ペトラはほんのわずかにビクリとして顔を背そむけて言った。

「……エリナには、ここのところ立て続けに大きな借りができてしまいました。わたくしはプレツィター商会会長の一人娘。借りはしっかりと返さねば、父にも呆あきれられてしまいます」

　申し訳なさそうにプルムもそれに続ける。

「エリナはあたしの身代わりになってくれた……。それに、あのときエリナがああしてくれてなかったら、パニーラも死んじゃってたと思う……。だから、あたしはエリナのこと、どうしても助けたくてー……」

　そしてパニーラは憤慨したように言う。

「あのときエリナが出しゃばらなければ、私が不覚を取ることもなかったんだ」

　だが、フンと一つ鼻をならすと、

「だが、フラヴィニー。おまえには多大な感謝をしている。おまえがエリナを助けたいというなら、私はこの力を惜しむことなくそれに協力しよう」

　とつけ加えた。

　フランとカナーンは目を見あわせ、思わず苦笑する。

「素直なのはプルムだけじゃない」

　とカナーン。

「わたくしは素直に自分の動機を申しあげていますわ！」

「私だって当然正直な気持ちだ！」

　その言葉にペトラとパニーラが反発した。

　そんな二人にフランはくすくすと笑っていたが、すぐに笑うのをやめてペトラに聞いた。

「それでペトラ。ペトラたちが協力してくれるというのはわかったけど、それでも子供二人が五人になるだけだよ？　なにか策があるっていうことだよね？」

「あら、フランソワーズさん、ようやくお目覚めですの？　頭が回るようになってきたではありませんか。もちろんですわ。このペトラ・プレツィター、無理無茶無む謀ぼうの三拍子が揃そろったエリナとは百段ほど格が違いましてよ！」

　大おお見み得えを切って言うペトラに、カナーンは小さく「厭いや味みを交えないとしゃべれないわけ？」とぼやいた。
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　エリナが目を覚ますと、そこはどこかの室内だった。

　ランタンの明かりが壁や柱、天てん井じょう、梁はりなどを照らし出していて、先ほどまでいたはずの天幕ではないことはすぐにわかった。

　どうやら自分は眠らされて、ここに運び込まれたらしい。

　猿ぐつわは外されていたが、残念ながら手首の縄はそのままで、むしろ足首の縄が追加されている。

「目が覚めましたか？」

　後ろから声をかけられて、エリナはえいやと身体からだを動かし、なんとかそちらに向いた。

　そこには喪も服ふくと思われる黒いドレスを身に纏まとった美しい女性がいた。

　エリナは縛られて床に転がされていた状態だったが、その女性は椅い子すに座らされた状態で縛られている。

　確か『せーごー殿下』とか呼ばれていた人だとエリナは思い出した。

「あ、えっと……おはようございます？」

「まあ……。おはようございます。ふふ」

　女性はエリナが挨あい拶さつしたことに目を丸くし、そして自らも挨拶を返すと優しく微笑ほほえんだ。

　エリナはその微笑みだけでこの女性に好意を抱き、微笑みを返す。

「大丈夫？　身体は痛くはないかしら」

「手足は縛られちゃってるけど、大丈夫です。ありがとうございます。えっと……お姉さんも大丈夫ですか？」

「ふふふ。おばさんで大丈夫よ。あなたくらいの子供がいておかしくない年齢だもの」

「にゃはは、でも昔ロミリアにおばさんって言っちゃって大変な目にあったことが。あ、ロミリアっていうのは──」

「『ブレナリアの聖女』様ね？　ふふふ、あの方、そういうことで怒ったりするのね」

　女性はこの状況でも慌あわてず、怯おびえず、柔らかな微笑みを見せていた。

　きっと自分を不安がらせないようにしてくれているのだろう。

　エリナは女性のその気き遣づかいと、この柔らかな微笑みにどこか既視感を覚えていた。

「わたしはエリナ・ランドバルドっていいます。えっと、お姉さんは、せーごー殿下って……」

「そうです。聖せい后ごうは聖王の后きさきという意味ね？　わたくしはかつてそう呼ばれていました。名はアリエノール・ド・ロレーヌ。今はもう滅びてしまった聖王国サントレーヌの聖王、アンリ八世の妻です」

「わわ、サントレーヌの……」

　エリナが息を呑のんだところで、ガチャガチャと音がして、部屋の扉が開いた。

「話し声がすると思ったら、やっぱり起きてたのか」

　それはアラヤと名乗っていたボーイッシュな少女だった。

　エリナはアラヤをキッと睨にらみつける。

「おっと睨みつけても無駄だぞ？　あと、この廃屋全体に特製の結界も敷いておいたから、魔法は使えない。たとえおまえが『聖王の娘』ならぬ『魔王の娘』だとしてもな。ぷぷっ」

　上う手まいことを言ったとでも思っているのか、アラヤは自分の台詞せりふに小さく噴き出した。

「アラヤちゃん、だっけ？　なんでそんなことを言うわけ？　わたしが『魔王の娘』だなんて」

　それを知っている人物はそう多くはないはず。なにしろエリナ自身がつい最近まで知らなかったくらいだ。

　当てずっぽうで言っている。そう思いたかった。

「『ちゃん』とかつけんな。気持ちわりい」

　吐き捨てるように言うアラヤ。

「なんでってことなら、そりゃ事実を知ってるからだよ」

「アラヤ、余計な話はしないの」

　その後ろからもう一人少女が姿を現した。

　顔立ちはアラヤとよく似ているが、髪型も服装もアラヤとは違ってこちらは女の子らしい。

「マナ、いいじゃんか、これくらい」

「だぁめ」

　アラヤを窘たしなめつつ、マナはその腰の辺りに手を回す。アラヤもマナのそういった行動に慣れているのか、回してきたマナの手に自分の手を重ねていた。

　アラヤの口調の荒さからマナとは仲が悪いのかと思ったが、そうではないようだ。

「あなたはすぐにそうやって余計な情報を相手に渡してしまうでしょう？　お姉ちゃんをこれ以上困らせないで？」

「同い年で姉も妹もないだろっていつも言ってるだろー？」

「ダメよ。アラヤは全然しっかりしてくれないんですもの。だからわたしがお姉ちゃん。さ、行きましょ。『魔王の娘』なんかと話していたら魔王が伝う染つるわよ？」

「伝う染つるか！」

　アラヤはツッコミを入れつつ、扉の外にマナを押しやる。

「まあいいや。オレが言いたかったのは、オレたちが監視してる限り、逃げだそうったって無駄だってことだけだ。あの連中は朝には出発するって言ってたから、それまでの話だけどな」

「だから余計なこと言わないのっ」

「わかったって。──いいな？　エリナもせーごーも大人おとなしくしてろよ？」

　最後にそう言って、アラヤは部屋を出て扉を閉めた。

　そしてまたガチャガチャと音がする。閂かんぬきと南なん京きん錠じょうだろうか。鍵かぎを閉めた音だろうことはエリナにも想像がついた。

「エリナさん、ごめんなさい。どうやらわたくしがあなたを巻き込んでしまったようですね」

「えええ!?　なんでお姉さんが謝るの!?」

　エリナが聖后の謝罪に驚きの声をあげると、ドンッと扉を蹴ける音がした。

　聖后は小さな声でその理由を説明する。

「どうやら彼らが『聖王の御子』がノクトベルにいると考えたのは、わたくしがこの街に来たことが発ほっ端たんとなっているようなのです。『聖王の御子』はすなわち、わたくしの子供でもあります。わたくしが子供に会うためにこの街を訪れた。そんな風に考えたらしくて」

　エリナも声をひそめて言った。

「それ、全然お姉さんのせいじゃなくない？　それよりその……わたしの方がなんか申し訳ないみたいな感じで……」

「エリナさんが？　それはどうしてでしょう？」

「いや、だって、わたし今『魔王の娘』って言われてたし……その……ついこの前、学院の授業でサントレーヌのお話を聞いて……」

　もじもじとしてしまうエリナに聖后は目を細める。

「それこそ、全然エリナさんのせいではありませんよ。もしあなたが本当に魔王の娘であったとしても、それを行った魔王ではないあなたになんの罪があるというのでしょうか」

「お姉さん……でも……」

　目を伏せるエリナに聖后は尋ねた。

「あなた自身はどう思っているのですか？　自分が『魔王の娘』だと信じているのですか？」

「うーん、自分ではよくわかんないです。物心ついてからずっと、りっくんに育ててもらってきたし……。ただ、なんかすごい魔力はあるみたいなんで、そうなのかもなー、みたいな」

「そんなすごい魔力があるのに、捕らえられてしまったのですか？」

「『聖王の御子』っていうのもすごい魔力があるんですよね？　あのおじさんたち、わたしの友達とかみんな連れていこうとしてたから……魔力があるところを見せれば、連れていかれるのはわたしだけで済むかなって」

　聖后はエリナの話に静かにうなずく。

「やっぱり、エリナさんはわたくしが思った通りの優しい子なのですね。ただ、その自分を犠ぎ牲せいにするような優しさは、時に人を傷つけてしまうこともありますから、気をつけて」

「人を傷つける……？」

「立場を逆にして考えてみてください。エリナさんのお友達が、自分を犠牲にしてあなたを助けたとしたら、あなたはそれを素直に受け入れられますか？」

「あ……う……。ちょっと……ううん、かなり……いや、かも……。助けたいって思ってもらえるのは嬉うれしいんだけど……うーん……」

　フランやカナーンが自分の犠牲になるところを想像して、エリナは頭を悩ませた。

　すると、聖后は再び優しげ微笑みを見せる。

「なんて優しい『魔王の娘』なのでしょうね。やはりわたくしには、エリナさんがたとえ本当に魔王の血を受け継ぐ者であったとしても、『魔王』とは無関係だと思います」

　その温かい言葉に、エリナは胸が熱くなるのを感じた。

「少しわたくしの昔の話をいたしましょうか。ただしこれはここだけのお話。内密にしていただけると助かります」

「は、はい。それは、もちろん」

　エリナの返事にうなずき、聖后は話しはじめた。

「わたくしにもあなたと同じ年とし頃ごろの子供がいたのです。先ほども話した聖王猊げい下かの血を引く、『聖王の御子』が」

　エリナはうなずいて、話の続きに耳を傾ける。

「だけれど、あなたも授業で習ったように、サントレーヌは文字通り滅びてしまいました。今も人の住めない地のまま……。ですが、わたくしや彼らのように生き残ったサントレーヌの人間はいる。彼らが『聖王の御子』を求め、その子を戴いただいて国を再興させようというのはよくわかる話です」

　聖后は昔を思い出すように目ま蓋ぶたを閉じた。

「ですが聖王猊下ご自身は、それを望まれてはいませんでした」

「え……。国が亡なくなっちゃったままの方がいいってこと……？」

「少なくとも、『聖王』という存在を戴いた『聖王国』という形での再興は、ね」

　よくわからずに難しい顔をするエリナ。

　そんなエリナに聖后は微笑みかけた。

「サントレーヌは聖王猊下のご威光があまりにも強すぎたのです。わたくしの夫であった最後の聖王アンリ八世だけではなく、代々の聖王が積み上げてきたご威光が。その結果、聖王国は『神官にあらずんば人にあらず』と揶や揄ゆされるような国になっていました」

　エリナは息を呑み、口元を押さえる。

「国が続くのであればその病巣を取り除き、よりよい国にしていくこともできましょう。ですが、国が滅び、その国を再興しようとしたとき、求められるのが〝次の聖王〟では同じことが起きてしまう。そして、なによりわたくしは、そんな〝聖王の業〟を生まれてくる子供に背負わせたくはなかった……」

　聖后の目蓋に光の雫しずくが浮かぶのがエリナには見えた。

「だからわたくしは、その子供が死んでしまったことにして、わたくしの信頼する夫妻に託したのです。自分たちの子供として育てるようにと」

　その子に思いを馳はせているのだろうか。聖后はしばしの間、目を閉じていた。

「どう言い繕つくろったとしても、わたくしは生まれたばかりの子供を捨てた酷ひどい母親なのです。ですが、そういうわたくしだからこそ、たとえあなたが『魔王の娘』であったとしても、〝魔王の業〟を背負う必要はないと考えるのです」

「……酷い母親なんかじゃないです。っていうか、わたし、お母さんいないし、お父さんも育ててくれたりっくんしか知らないんだけど……でも」

　エリナは聖后を見つめる。

「お姉さんは、その子供に不幸になってほしくない、幸せになってほしいって思ってそうしたんですよね？　自分だって子供と離れて寂さびしいのに、辛つらいのに、そうしたってことですよね……？　だったら酷い母親なんかじゃないです。こうやってあのおじさんたちに捕まっちゃってることを考えると、やっぱりそれで正しかったんじゃないかって思うし」

「エリナさん……。ありがとう……」

「にぇへへ、お姉さんも……ありがとうございます……」

　エリナの目から涙が溢あふれ、それに呼応するように聖后の目からも耐えきれなくなったかのように涙が溢れだした。

「困りました。わたくし、今とてもエリナさんと抱きしめ合いたいと思っているのですが、縛られていてそれが叶かないません。あの方たちは本当にひどい方たちですね」

「にゃは、にゃはは、ホントに──て、あれ？」

　エリナは身体に違和感を覚えて、くいくいと身をよじらせる。

「どうなさいました？」

「えっと……んっ」

　くいっと首を傾けると、エリナの首筋の辺りから白い毛玉が姿を現し、ピヨと一鳴きした。

「コル!?　──とと、静かに静かに。コル、どこ行ったかと思ってたけど、ずっとわたしの服の中にいたの？　全然気づかなかった……。ってかコル、ちょっとおっきくなった？」

　ピヨ。

「まあ、かわいらしい雛ひな鳥どり。コルというのは名前ですね？　とてもいい名前だと思います」

「にぇへへへ、特に意味はなくて、音の感じだけなんですけどね」

　命名を褒ほめられてエリナは照れた。

「……わたくしが学んだ古代神聖語にも『コル』という発音を持つ単語があります」

「古代神聖語っ。その単語ってどういう意味なんですか？」

「それは、『声』」

「声……？」

「ピンとは来ませんでしたか？」

「ううん！　すごくしっくり来たかも。コルってすごく頭よくて、わたしの言葉ちゃんとわかってるみたいなところがあって……。あー、なるほど、『声』かーって。ねー、コル」

　コルはピョンピョンとエリナの足元の方に行き、また一つピヨと鳴く。

「コルさぁ、この縄、解いてくれたりしない？　嘴くちばしでつついてちぎっちゃうとか……さすがにそれは無理か」

　自分で言って自分で結論づけるエリナ。だが、コルはそれに対してもピヨと鳴いて返した。

「なにかできる──の!?」

　エリナは驚きのあまり、大きな声を出しそうになった。

「こ、ここ、コル……？」

「まあ、これは……」





◇　◇　◇






　リエーヌは神聖復興騎士団レザレクチオンの野営地を脱ぬけだした後、できうる限りのスピードでランドバルド邸に戻り、エリナの奪還に失敗したこと、敵の兵力、並びに自分に匹ひっ敵てきするレベルの二人の子供魔法使いのこと、そして、『聖后』と呼ばれる女性も捕らえられていたことなどを報告した。

　報告を受けたのはリルレイア姫、その護衛隊隊長バルザック、リクドウ、ロミリアの四人。

　リクドウは真っ先にエリナの様子を聞き、束縛されてはいるが特に暴行を加えられたような形跡はないと知って、ホッと胸を撫なでおろしていた。

　一方ロミリアは、捕らえられていたという『聖后』なる女性は、本物の聖后アリエノール・ド・ロレーヌだろうと話し、彼女を匿かくまっていたプレツィター家の者がすべて眠らされており、彼女だけがいなくなっていたという報告を受けていることを打ち明けた。

　また、聖后と共にいたヴォーデモン卿きょうによれば、意識を失う直前、室内に突然フードを目ま深ぶかに被かぶった子供が現れたとのことで、リエーヌの話と合わせて、これが『マナ』と呼ばれた方の子供魔法使いだろうと推測された。

「……わらわの名で、どれくらいの兵が動かせるのじゃ？　今すぐに。彼奴きゃつらが動きださぬうちに攻め込める手勢がじゃ」

「これより数刻のうちにということですと、我ら護衛隊が十名の他ほかはノクトベルに常駐している兵ということになりますが……」

　バルザックが苦しげに答えた。

「エリナが囚とらわれているんだ。俺おれも出ますが」

　とリクドウ。だが、それにはロミリアが待ったをかけた。

「戦力としてはリクドウがいれば充分かもしれないけど、魔王を倒せばいいみたいな話じゃないからね。向こうの規模も最低でも七十はあるわけでしょう？」

「しかし……」

「落ちついて。私だってやるべきことはちゃんとやっているわ」

　ロミリアの言葉にリクドウは口を閉じ、代わりにリルが尋ねてくる。

「聖女よ。なにか策があるようじゃな。申してみよ」

「はい、殿下。神聖復興騎士団レザレクチオンがなにかをしでかすだろうと見ていましたので、近隣の街に駐留している騎士団、傭よう兵へい団には彼らの監視と有事の際に備えての待機を依頼しておりました。監視の方は間に合いませんでしたが、現在合計三十騎相当の騎兵が急行中とのこと」

「ふむ、数の上ではちと足りぬが、リクドウとロミリアもおるし、その二人の子供魔法使いとやらの分はわらわとリエーヌで──」

「殿下はご自重ください」

　リルの発言をリエーヌが冷静に却下した。

「いや、しかしじゃな、これはきんきゅーじたいというヤツで──」

「護衛の都合もありますので、殿下にも現場にお出向きいただきたいとは思っておりますが、自ら危地に踏みこむような真ま似ねはご勘弁いただきたく……」

　今度はバルザックが頭をさげてリルの発言を引っこめさせる。

「実は、もう一つありまして」

　そこでロミリアが言った。

「聖せい后ごう殿下を匿っていたプレツィター家が、汚名を返上したいとのことで、今、集められる限りの兵力を集めているとのこと。プレツィター商会は多数の隊商を同時に運用していまして、常にその護衛に当てられるよう傭兵や冒険者と連絡を密に取っているのだそうです」

「ほう。して、その数は？」

「プレツィターさんは最低でも二十人は揃そろえると意気込んでおりました」

「ふむ。これで数の上でもなんとかなりそうじゃの。絶対にエリナを無事に助け出すのじゃ」







　プレツィター家が集めた兵の中には、傭兵、冒険者の他に、元々プレツィター商会に所属している、いわゆる用心棒たちもいた。

　それらが乗りこんでいる馬車の一つに、フラン、カナーン、ペトラ、パニーラ、プルムの五人も揃って乗りこんでいた。

　子供たちを戦場に連れて行くわけにはいかない。

　すでにそう突っぱねられていたペトラだったが、自分の無理を押し通せる従業員に話を通して、無理矢理この馬車を用意させたのだ。

「……無理も無茶もしてる上にずいぶんとまた無む謀ぼうな策ね」

「なにかおっしゃいまして？　カナーンさん」

　ぼやきを聞きつけたペトラの言葉を、カナーンはプイと横を向いて無視を決め込む。

　筋骨隆りゅう々りゅうの中年男が、半ば困り顔で言った。

「お嬢様、やはり思いとどまるわけにゃあいかねぇっすかい？　お嬢様になにかあった日にゃ、あっしら旦だん那な様に顔向けできなくなっちまいやす」

「冗談ではありませんわ。わたくしはすでになにかの目にあってしまっているのです。そして、それによって、わたくしの誇りは穢けがされている。つまりこれは、その穢れを拭ぬぐい去り、誇りを取り戻すための戦いなのです」

　ペトラの御高説に男は諦あきらめたようにため息をつき、今度はフランとカナーンが座っている方に目を向けた。

「パニーラとプルムはわかるんだが、お嬢ちゃんたちもかい？」

「わ、私たちは友達を助け出したくて……それで……」

「どうしても、いても立ってもいられなかったので」

　フランとカナーンもそれぞれ答える。

「いずれにせよ、わたくしたちはわたくしたちで別行動を取らせていただきます。あなたたちのご迷惑にはなりませんわ」

「そういうわけにもいかねぇんですがねぇ……。でも、あれだ」

　中年男は髪の薄い頭をぐりぐりと搔かいた。

「熱い友情ってのはあっしも嫌いじゃねぇです。この歳としになっちまうと、どうしてもその熱さってのが忘れがちになりましてね。なんだか眩まぶしいやら羨うらやましいやらで」

「お、お黙りなさい。わたくしはわたくしの誇りの問題で行くのです。それより、各部隊がどう動くのかを説明なさい」

　馬車が揺れる中、地図上で作戦内容が説明される。

　神聖復興騎士団レザレクチオンの野営が設置されている場所。

　部隊同士が激突するであろう平原。

　子供の姿ではあるが、恐るべき手て練だれの魔法使いが二人もいること。

　エリナたちは他の場所に移されて、隠されている可能性があることも指摘された。

「ですが、あの辺りには他になにもありませんでしたわよね……。となると森の方に入ることになるのでしょうか」

　ペトラの声にパニーラもプルムもわからないと首を横に振る。

　カナーンは当然まだこの辺りの地理には疎うとかったが、フランが思い出したように「あ」と言って指を差した。

「こっちが街道に向かう道で、この辺が山だよね。だとするとこの辺りに誰だれも住んでないお家うちがあったと思う」

「こんなところに家が？　どんな奇特な方が住んでいらっしゃるの？」

「エリナと見た時は誰も住んでない感じだったの。昔はこの辺まで森が広がってたって話を聞いたことがあったから、猟りょう師しさんか木こりさんが住んでたのかもねってエリナと話してて」

　ペトラは呆あきれた様子で言う。

「あなたたち、そんなところまで遊びに出ていますの？」

「エリナってほっとくと、どんどん歩いていっちゃうんだもん」

　その時の様子を想像したのかカナーンは少し笑ってから、真剣な顔に戻って尋ねた。

「どういう造りの家かはわかる？　材質とか」

「壁は煉れん瓦がだったんじゃないかな……。結構頑丈そうな印象だったと思う」

「だとしたら、本当にそこが怪しいかもね。天幕よりははるかに監禁するのに向いてそうだわ。これで地下室でもあるなら、完かん璧ぺきね」

「だが、依い然ぜんとして天幕にいる可能性もあるわけだろう？　そこはどうする？」

　などなど。

　彼女たちは馬車が戦場にたどり着くまで、エリナ救出計画について入念な話し合いを行った。





§　§　§






「馬ば鹿かな！　なぜブレナリアの正規騎士が我々に敵対する!?　ブレナリアはサントレーヌの復興を邪魔立てするつもりか！」

　神聖復興騎士団レザレクチオンの団長ダニエル・ダングルベールは憤慨していた。

　聖王国サントレーヌの復興を掲げている限り、よほどのことがない限りは、正規軍を差し向けられるようなことはないはず。

　事実、そうしてこの十年ほどの時間を、上う手まくやってきたのではなかったか。

「そ、それが、どうも山中で交戦した者たちによると、あの子供たちの中に、この国の第四王女、リルレイア姫殿下を名乗る者がいらしたとのことで……」

「リルレイア姫だと!?　そのような報告は聞いておらんぞ!?」

「向こうはそう主張したそうなのですが、どうもみな御み子こを護まもるための方便だと思っていたようで……。なにより、その護衛は帯剣こそはしていたそうなのですが、誰一人鎧よろいは纏まとっておらず、騎士らしくはなかったのだとか……」

「そんな言い訳が聞きたいわけではない！　それが本物だったというのか？」

　ダングルベールにそう問われ、副官は困惑した顔で口を開いた。

「それが本物のリルレイア姫かどうかは判断しかねますが、もう一つ報告があります」

「早く言え」

「先ほどここに侵入したメイド姿の魔法使いが名乗っていた『リエーヌ・ユーエル・グリーヌ』と言う名前を調べさせましたところ、ブレナリア王立魔法学院の歴代首席の中にその名がございました。宮廷魔導士リーク・グランゴーゼに師事していたとのことで、王宮にも縁ゆかりの深い人物である可能性が高く……」

　ダングルベールはギロリと副官を睨にらみつけ、豊かな顎あご髭ひげに手をやって、千ち切ぎれんばかりに引っぱる。

「だ、団長……」

「聖后殿下を手に入れたのだ。ここで我々が引くわけにはいかん。兵力はほぼ同数だが、ここはブレナリア国内だ。時間が経たてば経つほど向こうの有利となる」

　強ごう引いんに副官の耳を引っぱって、ダングルベールは副官に小声で指示を出した。

「アラヤとマナに、リルレイア姫を暗殺するよう命じろ」

「!?　しかしそれでは、我らの大義名分にも──」

「我々ではない。やるのはあの子供たちだ」

「し、しかし……」

「今リルレイア姫が死ねば、ブレナリアの騎士共は旗印を失う。この戦況を打破するためにこれ以外の手があるか？　他に策があるなら言え。聞いてやる」

「いえ、団長のおっしゃるとおりです……」

「安心しろ。ここさえ切り抜ければ、あとはどうとでもなる。兵もここにいる者たちがすべてではない。そして、聖后殿下が我々に加わったとなれば、金も人もすぐに集まる」

「かしこまりました。彼女らには大至急出向くよう通達いたします」
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「こ、コル……？」

「キィッ」

　コルはエリナと聖后が見ている前で、ムクムクとその身体からだを大きくさせて、以前の二倍ほどの大きさになってしまった。

　大きさだけではなく、首がやや伸び、頭には鶏冠とさかのようにも角のようにも見える突起物が生えてきており、なによりも白かった全身の羽毛が、美しい白から赤へのグラデーションへと変化している。

　鳴き声すら先ほどまでとは変わってしまっていた。

　大きく成長したコルは、それでも成長する前と同じあどけない動きで、ピョンピョンと跳ねまわり、エリナの足元でカッとその口を開く。

　そして、そこから真まっ赤かな炎を吐き出した。

「ふひゃあっ!?　火ィッ!?　……あ、あれ？　熱くない？」

「キィッ」

　炎に晒さらされたはずのエリナの脚はまったく熱くはなかったが、驚いたことにその脚を縛りつけていた縄が真っ黒に焦こげているのがわかった。

「えええええ!?」

　ドンッ、ドンッ。

　エリナの声がうるさかったのか、また扉が蹴けり飛ばされた。たぶんアラヤなのだろう。

「ご、ごめんなさ～い……」

　と言いつつ、両脚を擦こするように動かすと、縄は炭化した部分からボロボロと崩れ、千切れ落ちてしまった。

「こ、コル、手も、手も」

「キィッ」

　コルはエリナの言葉に従って、また火を吐き、エリナの両手をも解放する。

「やった♪　コル、ありがと～。お姉さんの縄はわたしが解きますね」

「ええ、お願いいたします」

　エリナが椅い子すに縛りつけられていたその身体を解放すると、聖后は大きく腕を広げて、エリナのことをギュッと抱きしめてきた。

「むぎゅ」

「はぁ……ようやくエリナさんのことを抱きしめることができました。なんていい子……。もしわたくしの子供と出会うことがあったら友達になってあげてくださいね。と言っても、名前も知らなければ、どんな風に成長しているかもわかりませんが」

「そうなんだ……名前も……。でも、はい。お姉さんの子供なら喜んで。あれ？　でも、男の子か女の子くらいは？」

「ふふふ、そうですね。それだけはわたくしも知っています。あなたと同じ女の子です」

「そっかぁ。うん、絶対仲よくなろ」

「それと、この子……コルのことですが……」

「お姉さん、コルの正体わかるの!?」

　やはり声が大きくなってしまったせいだろうか。

　またガチャガチャと扉の鍵かぎを開ける音がしはじめて、エリナと聖后は慌てて元の体勢に戻り、縛られている風を装った。

「コルも早く、また服の中にでもっ」

「キィッ」

「うぐ、さっきより明らかにおっきい……」

　扉が開き、アラヤとマナが入ってくる。

「だから、あんまりごちゃごちゃしゃべってんじゃねーっての。あんまりしゃべってっと、部屋を分けなきゃならなくなるだろーが」

「でも、アラヤ。部屋はあるんだし、分けた方がいいんじゃない？　二部屋分見張るのは面倒くさいっていうのはわかるけど、一応あのおじさんたちもいるわけだし」

　エリナはその会話に心臓がバクバク跳ね出した。

　部屋を移動するというからには、立ちあがらされて連れていかれることになる。

　それは必然、手足を縛っていた縄がすでに解けていると知られることになる。

　それどころか、エリナの方が立たされれば、コルの存在にだって気づかれてしまうだろう。

「んー、まあマナの言うとおりかー。面倒だけどそうすっか。そういうわけだ、エリナ。おまえを向こうの部屋に連れていくことにするぜ」

「わ、わたしなの!?」

「別にどっちでもいいっちゃどっちでもいいんだけどよ、どう見てもエリナの方が軽いだろ。脚までふん縛られてるからな、軽い方が楽なんだよ」

「……？　ねぇ、アラヤ」

　アラヤの言葉を受けて、マナがじろじろとエリナと聖后に目を向けた。

　しまった。立つまでもなくバレてしまった……？

　とエリナが青ざめた、その時。

「伝令！　伝令！」

　と扉の向こうで男の声が聞こえた。

「なんだよ、騒々しいな」

　アラヤは面倒くさそうな顔で扉の向こうに消えていき、マナの方も少しの間視線をエリナたちの方に向けていたが、結局部屋を出ていって、その扉を閉めた。

「……なにかあったっぽい」

　エリナはそう呟つぶやいて立ちあがり、扉の方に耳をそばだてる。

『──が陣を敷いていて一触即発の』

『メイド姿の魔法使いが』

『それを早く言えよ！』

『──はどうするの？　結界はまだ数時間は──』

　充分な情報を手に入れたと判断したエリナは、さっきまでいた場所に戻り、またアラヤたちが入ってくるのに備えて縛られている振りをする。

　だが、扉は開くことなく、ガチャガチャと鍵がかけられる音がするのみだった。

「なんか戦闘になってるって言ってた。今の二人は魔法使いだから、手伝ってくれって呼ばれたみたい」

「魔法を使えるからと言って、あんな子供を戦場に送ろうというのですか、あの方たちは……」

「でも、あの二人が出ていってくれたのはチャンスかも」

「ですが、騎士も何人かいるのでしょう？」

「んー……たぶんだけど、二人くらいだと思う。さっきまでもうちょっといた気配がしたんだけどアラヤたちと一緒に行っちゃったんじゃないかな」

　聖后は少し考え、そしてうなずく。

「そうですね、せっかくのチャンスですから、脱ぬけだしてしまいましょうか。二人だけと言うことなら、わたくしに考えがあります」
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　物々しく武装した騎士たちをいくつもの松たい明まつが照らし出していた。

　そして、いくつもの地点で金属が打ち合う音と、その瞬間に飛び散る火花。

　この夜の夜中に、今、ブレナリアの騎士たちと神聖復興騎士団レザレクチオンが戦闘状態に入っていた。

　その時、ブレナリア陣営で眩まばゆい光が発生し、騎士たちが築きあげた舞台が照らし出された。

　その舞台に、豪ごう奢しゃなドレスを身に纏った少女があがる。

　二つに結んだプラチナピンクの髪を夜の風に踊らせて、リルレイア姫は口を開いた。

「わらわはリルレイア・エンティケ・ブレナリアス！　このブレナリア王国の平和を乱す輩やからは許してはおけぬ！　じゃが、わらわは『平和を告げる姫君』、戦いくさは好まぬ！　よって、誰一人殺してはならぬ！　全員を縛し、後に然しかるべき処遇を下すのじゃ！　降伏する者は受け入れよ！　これは戦ではない！　治安活動と心得よ！」

　この下知に、元々リルレイア姫の護衛についていた騎士たちは、幼くとも理をわきまえた姫のこの判断に士気を高めたが、それ以外の者たちはそうではなかった。

　兵の数はほぼ同数という状況において、『殺さずに戦う』という不利を背負っての戦いになるからだ。

　そして、この下知は、リエーヌの魔法によって風にのり、神聖復興騎士団レザレクチオン陣営の耳にも届いていた。

　これを聞いた神聖復興騎士団レザレクチオンの騎士たちは、ブレナリアの騎士は腑ふ抜ぬけであるとして、当初の緊張を弛ゆるめ、逆にこれは勝ち戦だとの確信に変えていく。

　その自信は迷いを断ちきり、剣を振る力に勢いを与えた。

　その逆に、ブレナリア側の兵たちは、この下知によってどうしても迷いを生じさせてしまっていた。もちろん、寄せ集めであったことも禍わざわいしているだろう。

　攻め込んだはずのブレナリア側が、最初のぶつかり合いで押されてしまったのは無理もないことだった。

　だが、このリルレイア姫の下知は、すぐにその効果を発揮することになる。

「慈愛と癒いやしの神リデルアムウァよ。我らは生命を貴たっとぶ者、意味なく生命を奪わぬ者。我らに加護を。癒しの力を。我らは、意味なき闘争を終わらせるためにのみ剣を振るう者なり」

　ロミリア・ユグ・テア・バージの神聖魔法が、戦場全体を包みこんだ。

　その神聖魔法による加護を受けて、ブレナリア陣営が俄にわかに活気づく。

　ふつふつとやる気が湧わきあがり、敵の動きがよく見切れ、剣はいつもよりも冴さえた太た刀ち筋を刻み、その上、敵から受けた多少の傷は、すぐさま塞ふさがっていった。

「さすが『ブレナリアの聖女』じゃの。七、八十にも及ぶ兵たちすべてに加護を与えるとは」

「これも殿下の下知のおかげです。あの不殺の下知のおかげで、我が神リデルアムウァのご機嫌をとることができました」

　リデルアムウァは慈愛と癒しの神である。傷を負った者を癒すことはするが、通常、無為な戦いに力を貸すことはない。

　だが、リルレイアの下知によって、リデルアムウァの戒律の一部が遵じゅん守しゅされたことで、ブレナリア陣営のみが、その加護の対象となったのである。

　もっとも、ロミリアの口ぶりが示すほど簡単なことではなく、その効果範囲をこの戦場全体にまで及ぼせる実力あってこその御み業わざと言える。

「では殿下、私も前線に出て、怪け我がをした者たちを癒やしてまいります。敵味方問わず、ただの一人も死なせたくはありませんから」

「うむ、よろしく──ふぁあぁ……。すまぬ。よろしく頼むのじゃ……」

「リクドウも出ていますし、制圧に時間はかからないかと思います。あと数刻もせずに日の出という時間です。殿下もお気になさらずお休みくださいませ」

「せめてエリナの無事が確認されるまで……むにゃ……大丈夫。起きているのじゃ」

　ロミリアは微笑み、一礼してから前線に向かった。




　リルレイア姫の下知が効果を及ぼしたのは、ロミリアの神聖魔法においてだけではない。

　今、前線では一人の男が、ひょこひょこと杖つえをつきながら、ただ真まっ直すぐに神聖復興騎士団レザレクチオンの本陣に向かって突き進んでいた。

　リルレイア姫がどんな下知を下そうと神聖復興騎士団レザレクチオンにとってはここは戦いくさ場ば。足が悪いからと言って、見過ごされるわけがない。

　だが、その男に向かって剣を振りあげた者たちはみな、その杖によっていなされ、転がされ、剣を巻き落とされていく。

　徒かちの者だけではなく、馬上から馬上槍ランスで突き貫こうとした者も、同じようにいなされ、馬と共に倒れこむ。


「くっ……！　まともに戦え！　我ら神聖復興騎士団レザレクチオンを愚ぐ弄ろうする気か！」



　その騎士は杖の男を睨にらみつけた。

　だがその視線があった瞬間、呼吸が止まり、心臓が鷲わし摑づかみにされたような感覚に襲われる。

　その横を男が杖をついて通りすぎていったが、騎士は身動き一つすることができなかった。

　愚弄するどころの話ではない。

　その男の目には、そもそも騎士たちのことなど映ってすらいなかったのだ。

　あるのはただ、静かな怒り。

　大自然の怒りに人間が抗あらがえないように、その男の行く手を阻はばめる者など存在し得ないのではないか。

「──ええい！　あの杖の男を止めるのだ！　一いっ斉せいにかかれ！」

　その指示で神聖復興騎士団レザレクチオンの騎士たちは奮起し、息を合わせて同時に杖の男に斬きりかかった。

「風王剣」

　男の杖が騎士たちの間を舞うように閃ひらめいた──かに見えた。

　その瞬間、騎士たちは一斉に一メルトほど後ろに飛んで、強したたかに尻しりを打った。

「なんだ、これは……！」

　騎士たちは杖の男──次々とリクドウに向かっていったが、後ろから斬りかかろうと、身体ごとぶつかっていこうと、まるで同じ結果。

　リクドウをほんのわずかにでも立ち止まらせること叶かなわず、そのあまりの実力差に茫ぼう然ぜん自失となるだけだった。

　リクドウに怪我を負わされた者は誰だれ一人いなかったが、神聖復興騎士団レザレクチオンの騎士たちはやがて、その異常さに恐れをなして剣を下ろしていく。

　これを機と見たバルザックが声をあげた。

「リルレイア姫殿下のご意志である！　降伏する者に、我々は手出しはしない！　怪我をしている者の治療もおこなおう！　投降せよ！　殿下は無用な争いを望んではおられない！」

　この声に、リクドウの洗礼を喰くらった者たちが一人、また一人と、剣を地面に置きはじめる。




　この光景は、神聖復興騎士団レザレクチオンの本陣からは異様なものに見えていた。

　陣を組んでいたはずの自軍の騎士たちが、勝手にその陣を左右に割って、本陣までの道を自ら作り出しているように見えたのだ。

「なにをしている！　左右から挟みこめ！　本陣に近づかせるな！」

　本陣を預かった副官は極力冷静に声を張りあげる。

　このままでは戦線が崩壊してしまう。

　これでは、あの双子が依頼をこなす前に決定的な敗北が決まってしまうではないか。

「すべての兵員をもって、中央突破してくる敵軍と当たれ！　絶対に突破させるな！　我らにはアレキューネの加護がある！　サントレーヌ復興のために命がけで戦え！」
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　フランたちは、こっそりとブレナリア陣営から離れ、一路、フランのいう誰も住んでいない家へと向かっていた。

　遠くの方でワァッ！　という声があがっている。

　ブレナリアの騎士たちと神聖復興騎士団レザレクチオンの戦闘がはじまっているのだ。

　戦場特有のピリピリとした空気にみな緊張を隠せなかったが、夜の暗くら闇やみが幸いして、ここまで誰にも見つかることなく来られている。

「急ぎますわよ。戦況によっては人質として使われてしまう可能性も考えられますから」

「人質!?」

　ペトラの言葉にフランが驚きの声をあげた。

「聖王国の復興を掲げている方々ですから、聖せい后ごう殿下を人質に使うことは考えにくいですが、エリナはそうではありません。『サントレーヌの御み子こ』ではないことが判明しているなら、人質として有効利用しようと考えても不思議はないはずです。リルレイア姫殿下も、心情的にも立場的にもエリナを切り捨てられないでしょうから、あり得ない選択肢とは思えませんわ」

　ペトラの予想にフランは震え、カナーンは憤る。

「あなたね、今そんな不安を煽あおってどうするつもりよ!?　私たちがどれだけエリナのことを心配しているか──」

「だから急ぐと言っているのです！　わたくしだってエ──むぐ!?」

　大きくなりかけたペトラの声を、カナーンが無理矢理手で塞ふさいで留とどめた。

　そして、小声で言う。

「みんな、伏せて！　草の陰に隠れて！」

　その声にうなずき、みな一斉に身を伏せた。

　するとすぐに馬の足音が近づいてくるのがわかった。

　その足音はどんどん近づいてくる。

「絶対立ちあがったりしないで。頭をあげたりしたら、その瞬間に見つかるわよ」

　カナーンはそう忠告したが、なにも見えない状況で、ただ馬の足音が近づいてくるのは恐怖でしかない。

　フランやプルムはもちろん、パニーラもペトラですら、半ば涙目になって、その音が過ぎ去るのをじっと待った。

「……ふぅ、行ったわ。もういいわよ」

　カナーンの声に一同はどっとため息をつく。

「おそらく私たちが今向かっている家から、戦場の方に向かったのだと思う。だけど……」

「だけど、なんですの？」

「騎士の一人が、後ろに二人の子供を乗せていたの。一瞬エリナかと思って驚いたのだけど、たぶん、もう少し小さかった」

「そう言えば、子供の魔法使いが二人いるって言ってたっけ……。作戦を左右するかもしれない存在だって話だったよね……？」

　フランが馬車の中で説明された内容を思いだして言った。

「つまり、その二人は今まで空き家にいて、それがいなくなった。もし、その空き家にエリナたちが監禁されているのだとしたら、手薄になったと考えるべきだな」

「騎兵の人も何人か行ったみたいだったよねー。チャンスってやつー」

　パニーラの言葉にプルムが追随する。

「こちらの陣営に押されていて、彼らは慌あわてているということですわね。急ぎましょう」

　ペトラの声に、カナーンも含ふくめた全員がうなずいた。




　そうして、またしばらく歩いた後、目的の家が見えてきた。

　板が打ちつけられた窓からは煌こう々こうとした灯あかりが漏もれ出ており、誰かがいることは明らかだ。

　だが。

「んー！　んー！」

「なんですの、これは……」

　慎重に慎重を重ねて侵入したその空き家の中では、二人の騎士が手足を縛られ、猿ぐつわを嚙かまされて、床に転がされていた。

　一人は気絶しているが、もう一人は先ほどから唸うなり声をあげている。

「もしかして、エリナ……」

　カナーンがフランに目を向け、フランがゆっくりとうなずいた。

「私たちが助けに来る前に、自分で逃げ出しちゃったんだと思う……」

「あの子ったら、大人おとなしく捕まっていることもできませんの!?」

　ペトラの無茶な悪態に、さすがのパニーラとプルムも苦笑する。

　エリナは無事。

　その事実に一同はホッとした表情を見せる。

「ともかく、エリナの後を追って合流しましょう」

　カナーンはすぐに出ようとしたが、ペトラがそれを呼びとめた。

「お待ちなさい。念のため、こちらの殿方に確認いたしましょう。エリナのこともそうですが、聖后殿下も一緒なのかどうかも知っておかねば」

「お嬢様、それは私にお任せください。フラヴィニーと学院長先生の神聖魔法に助けられはしましたが、私はこやつらに殺されかけました。今ならどんな残ざん虐ぎゃくな尋問もしてやれそうです」

　パニーラは転がされて唸り声をあげ続けていた騎士を見下ろしながら、レイピアを抜く。

　その切っ先を向けられると騎士は真まっ青さおになって、ピタリと呻うめくのをやめた。

「あ、あの、パニーラ？　あんまり酷ひどいことは──」

「フラン、私たちは向こうに行っていましょう」

「か。カナちゃん？　でもっ」

「いいから」

　フランを無理矢理引っぱって部屋の外に出るカナーン。

　去り際にパニーラが視線を送ったのがわかった。

「大丈夫よ、フラン。たぶんそこまで酷いことはしないと思うから。たぶんね」

「たぶんってカナちゃん……」

「これは尋問だからね、なにもしゃべらなくても助かると思わせたら負け。特に私たちは子供だから、そこまでのことはできないだろうと思われている可能性は高いわ」

「そ、そっか……」

　とフランが納得してうなずいたとき、部屋の中から「ぎゃあ！」という男の声が聞こえた。

「……だ、大丈夫よ。そこまで酷いことは……しないんじゃないかと思う、から」




　それから数分して、エリナと聖后が揃そろってこの家屋から脱出したとの証言が得られた。

「後はエリナたちがどちらに逃げたかですわね」

「たぶんだけど、エリナなら山に逃げこむんじゃないかと思うの」

　ペトラの問いにフランが答える。

「こんな真っ暗な中、山に？」

　その予想にパニーラが眉まゆ根ねを寄せた。

「夜の山は危険だけど、ノクトベルにたどり着くには、平原の道に出るか、山に入って山道側から街に入るしかないということよね……だとしたら」

　カナーンの言葉にフランはうなずく。

「エリナなら、見つかる危険より、山の危険を選ぶ」

「わかりました。フランソワーズさんの見立てを信じましょう。わたくしたちもこのまま山に向かいます。いいですわね？」

「かしこまりました、お嬢様！」

「がんばりますー」

　だがそこに、予想外の声があがった。

「あの小娘が山に向かっただと？　聖后も一緒ということか！」

「なっ」

　家屋の入り口に、豊かな顎あご髭ひげを生やした騎士風の男が立っていた。

　その後ろにも二人の騎士の姿が見える。

「手間を取らせおって！　私は聖后を追う！　おまえたちはこのガキどもの始末をつけておけ。これ以上、こんなガキどもの好きにさせてたまるものか！」

　顎髭の騎士が背を向け、入れ替わるように二人の騎士が剣を引き抜きながら家屋に入りこんできた。

　監禁に使うためだろう。窓には板が打ちつけられており、入り口はその一つしかない。

　カナーンは大剣をゆっくりと引き抜き、フランを背に隠すようにして構えたが、これを振り回せるだけの空間はないように見えた。

　こういった場所ではパニーラの細身の剣が一番相応ふさわしそうだったが、カナーンの見立てでは、どちらの騎士も到底パニーラが敵かなう相手ではなさそうだった。

　ボソリとペトラが言う。

「先ほど試しましたけれど、ここ、結界が張られているようで、魔法が使えませんわ……」

「最悪……」

　カナーンがそう呟つぶやいたときだった。

　突然家屋の入り口から突風が吹きこみ、出ようとしていた顎髭の男が苦く悶もんの声をあげる。

「貴様はあの時のメイドか！」

　新手の出現に、二人の騎士の気が、カナーンたちの方から逸それた。

「好機！」

　カナーンは大剣を横薙なぎにして二人の騎士に突進する。

「ぬわっ!?」「なんだ!?」

　思わぬ突撃に二人の騎士は体勢を崩くずす。

「みんな！　手伝って！　こいつらを外に押し出すの！　私ごと突き飛ばして！」

「カナちゃん!?　──わかった！　ペトラ、パニーラ、プルム！　せーので行くよ！」

　カナーンの指示に戸惑ったのも一瞬だけ。フランは即座にそれに応じると、まだ戸惑っていたペトラたちに声をかけて、その意志を統一させた。

「せーの！」

　子供、しかも女の子とはいえ、五人がタイミングを合わせて押しこんでくるのだ。

　その上、騎士たちの方も、この室内は決して自由に身動きできる広さではなかった。

　二人の騎士はカナーンと四人の少女に押し出され、顎髭の騎士と共に、家屋の扉から飛び出してしまった。

「くそっ！　なにをしている！」

　つきとばされはしたものの顎髭の騎士はなんとか踏みとどまり、剣を抜いてメイド服の少女と対たい峙じする。

「フラン様!?　カナーン様!?　なるほど、間一髪というところだったようですね」

　突風を起こした新手は、リエーヌだった。

　カナーンは叫ぶ。

「この家の周囲は結界が張られているわ！　魔法が使えなくなるから気をつけて！」

「ご忠告感謝いたします。では、このままここで片づけてしまいましょう」

　リエーヌはロッドを振りかざした。

「ふ、ふははははははは！　メイド！　おまえがここにいるのか！　ならば、私の勝ちだ！　やはり神は私を見捨てはしなかった！　神の思おぼし召めしだ！　はははははは！」

　顎髭の騎士──ダングルベールは、血走った目で大笑する。

「気でも触れましたか？　おかわいそうに」

「ははははは！　かわいそうなのはブレナリアの姫だろうよ！　おまえがいるだろうと思って二人とも行かせたのだが、これで万に一つの失敗もなくなったな！　ははははは！」

「二人とも？　……まさかあの子供たちに暗殺を命じたのですか!?　聖王国の騎士ともあろう方がどこまで零落おちぶれれば──」

「うるさい！」

　ダングルベールはあろうことか、動揺が隠しきれないリエーヌに剣を投げつけた。

「きゃあっ！」

　剣はあらかじめかけられていた風の防御壁によって弾はじかれたが、その隙すきにダングルベールは駆け出していた。

「くっ、待ちなさい！」

　リエーヌは追おうとするが、それはカナーンの声によって呼びとめられる。

「リエーヌさん！　リルちゃんのところに行って！」

　そのカナーンは騎士の一人とつばぜり合いの状態になっていた。

　もう一人の騎士はパニーラが対峙している。

　フラン、ペトラ、プルムの三人は、それぞれ家屋から離れ、魔法に集中しはじめていた。

「私たちは大丈夫、私がみんなを護まもりますから！　リエーヌさんはリルちゃんのところに！」

　フランもリエーヌに叫ぶ。

「──感謝いたします！」

　リエーヌは呪じゅ文もんを唱え、ふわりと浮かびあがった。

「みなさまのご無事をお祈りしております！」

　そして、馬にも勝るスピードで夜の空へと消えていく。

　その時、馬の嘶いななきが聞こえた。逃げ出したダングルベールが馬に乗ったのだ。

「おまえたち！　そのガキどもを必ず殺せ！　必ずだ！」

　ダングルベールはそう叫ぶと、馬首を山の方角に向けて拍車をかける。

「いけない！　エリナたちを追いかけるつもりよ！」

　カナーンの叫びに、パニーラの援護をしていたペトラがその指さす向きを変えた。

「大地の精霊よ！　石つぶてを放ちなさいストーン・ストライク！」

　胡桃くるみよりも二回りほど大きな石が突如として現れ、カナーンと対峙していた騎士の顔面目がけて飛んでいく。

　これには騎士だけでなくカナーンも驚いた。

　状況的にはパニーラの方が厳しいはずだ。だが、ペトラは続けて指示した。

「プルム！　カナーンさんの相手に！」

「草木の精霊さん……お願いー！　転ばせる罠をスネアー・トラップ！」

「ぐあっ！　くそっ！」

　騎士は石つぶてを躱かわしたものの、その瞬間、絡からみついてきた草に足をとられてしまう。

「カナーンさん！　フランソワーズさん！　あなたたちもお行きなさい！　エリナたちを探すのです！　ここはわたくしたちだけで充分！」

「でもあなたたちだけじゃ──」

　ペトラはシミターを引き抜いて、カナーンと対峙していた騎士に斬きりかかった。

「お行きなさい！　この騎士たちの馬がまだあるはずです！　今ならまだ間に合います！」

　カナーンは逡しゅん巡じゅんしたが、かぶりを振ってその迷いを断ちきった。

「任せたわよ！　あなたたちが無事じゃなかったら、私がエリナに怒られるわ！」

　そう言って、ダングルベールが馬を乗ってきた方向に走り出す。

「わたくしを誰だれだと思っていらっしゃるの!?　パニーラ！　プルム！　問題ありませんわね!?」

「もちろんです、お嬢様ッ！」

「がんばりますー！」

　その時、まるでペトラたちの気合いに応こたえるように、その身体が淡い光に包まれた。

「リデルアムウァよ、感謝いたします！　ペトラ！　今私にできる最大限の加護よ！　絶対に死なないで！」

「感謝いたしますわ、フランソワーズさん！」

　そしてフランも走り出す。

　馬はすぐに見つかった。カナーンは手慣れた様子で馬に跨またがり、追いかけてきたフランに手を差しのべて、その背中に乗せる。

「少し荒っぽくなると思うから、しっかり摑つかまってて」

「うん」

　フランがその腰にギュッとしがみつくと、カナーンは手た綱づなを引いて馬を走らせはじめた。





◇　◇　◇






　その頃ころ、ブレナリア側の本陣では、リルレイア姫があくびを嚙み殺していた。

　普段ならば最も深い眠りに就ついているはずの時間だ。

　だが、どんなに眠くとも、今眠ってしまうわけにはいかないとリルレイア姫は、自らの太ももを抓つねりあげて、眠気を晴らそうとした。


「っぅ……」



　痛みが走り、眉をしかめる。

　だが、依い然ぜんとして重苦しい眠気がのし掛かり、目ま蓋ぶたを開けていられなくなる。

「これ……は……」

　ドサッ、と人が倒れる音がした。

　リルレイア姫の護衛についていた騎士が一人、また一人とその場に倒れていく。

　これは魔法による眠りだ。

　それに気がついた瞬間、リルレイア姫はその気力と魔力を振り絞って、その魔法を行使した。

「──魔を……祓えディスパルション！」

　周囲に漂っていた魔力と共に、堪こらえ難い眠気も霧散していく。

「……驚いたわ。あなたみたいなお姫様に、わたしの眠りの風スリープ・ウインドが破られるなんて」

「護衛はみんな寝ちまったのにな。っつーか、あのメイドいねーじゃん。つまんねーの」

　いつからそこにいたのだろう。二人の子供がそこにいた。

「そちたちがリエーヌが申しておった魔法使いの姉妹か。本当にわらわと同じくらいの歳としのようじゃ。確か、アラヤとマナ、そう申したかの」

「そうだぜ、お姫様。名前を知っててもらって光栄だな」

「おしゃべりしている暇はないわ。さっさと片づけてしまいましょう」

　だがそこに無骨な男たちがドタドタと三人ほど駆けこんできた。

「すいやせん、姫様。緊急時にて失礼しやす」

「旦だん那な様の予想通りだ。やっぱりきやがったんだな！」

　男たちは口々に言って姉妹と相対する。

「そちたちはなんじゃ？」

「あっしらはプレツィター商会の者でさ。この眠りの魔法にやられて、うちの客人が連れ去られたってんで、同じ手にやられちゃなんねぇと、あっしらは眠りの魔法に対抗できる貴重な魔法の品を預かって来てたんでさぁ」

　男は答え、鉈なたのような分ぶ厚あつい刃を持つ小剣を引き抜いた。

「はぁ……なんか面倒くさいけど、いっちょやるかぁ？」

「待って」

　そんなアラヤをマナが止めた。

　その手には、いつの間にかなにか板のようなものがあった。

「なんだよ、マナ」

「お父さまからの連絡よ。頼まれごとは放棄して、今すぐ帰ってこいって」

「はぁっ!?　今、ここで!?」

「『神聖復興騎士団レザレクチオンの壊滅につきあうことはない』だそうよ」

　そう言いながら、マナはその板を懐ふところにしまう。

「帰るだぁ？　はいそうですかと素直に帰らせるとでも思ってんのか!?」

　プレツィター商会の用心棒が怒声を上げた。

　だが。

「それでよい！」

　リルレイア姫の声が大の大人の怒声をも圧した。

「わらわは戦いくさは嫌いじゃ。戦わずに帰ると申しておるのじゃ。帰らせてやるがよい」

「だ、だけどよぉ、姫様……」

　姫の指示に用心棒たちは動揺する。

「それよりマナよ。その板はなんじゃ？　それで連絡を受けていたように見えたのじゃが」

「これ？」

　マナは懐から先ほどの板をチラリと見せた。リルレイア姫はコクリとうなずく。

「『転写筒』は知ってるわよね？　あれをもっと便利にしたものよ。いちいち紙を用意することもないし、以前の連絡も記憶しておけるのよ。すごいでしょ？」

「ほうほう、なるほどのぉ」

「マナだって余計なこと教えてんじゃん！」

「逃がしてくれるって言ってるんだから、そのお礼みたいなものよ」

　マナはそう言うとアラヤの手を取って呪文を詠えい唱しょうしはじめた。

　そして、二人揃そろって、その身体からだがふわりと浮かびあがる。

「ありがとう、お姫様。あなたとはもう少しお話してみたかったわね」

「わりと魔法も使えるみたいだしな！　ちょっと戦ってみたかったぜ！」

「戦いくさは嫌いじゃと申しておろう。じゃが、遊びに来ると申すのなら歓迎するのじゃ。また会える日を楽しみにしておるぞ」

　リルレイア姫がそう言うと、マナとアラヤはそのまま空高く舞いあがった。




　ブレナリア側本陣を見下ろしながらマナが言った。

「なかなか肝きもの据すわったお姫様だったわね」

「オレはあのメイドがいなかったのが物足りねー」

　アラヤのその言葉に、マナが気がついたように目を向ける。

「あら、そのメイドがちょうど来たんじゃない？」

「マジか!?　マジだ！」

「でも帰るわよ？　お父さまに叱しかられたくはないもの」

「マジかよー！」

　同じく飛翔の魔法で空を飛んできたメイド姿の女性が、二人の手前で静止した。

「ちょぉっとばかし遅かったな、メイドさんよぉ！」

「わざわざ煽あおらないの」

　マナはアラヤを窘たしなめてから、リエーヌに言った。

「お姫様は無事よ。わたしたちは撤収する。ここは素直に通してもらいたいのだけど」

　リエーヌはその言葉の意味をしばし考え、一礼した。

「殿下があなた方を帰らせてよいと判断した、ということですね。承知いたしました。お気をつけてお帰りくださいませ」

「助かるわ」

「次は勝負だかんな！」

　そして、二人はどこへともなく飛び去っていった。




　この直後、リエーヌは、神聖復興騎士団レザレクチオンの団長以下数名が逃亡した以外は、騎士たちはすべて降伏し、投降したとの報を受けた。
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「これくらい山の中に入っちゃえば、もう大丈夫かな」

　廃屋を脱出したエリナと聖せい后ごうは、フランの予想通り、山の中へと逃げこんでいた。

「エリナさんはすごいのですね。こんな夜の山の中を平気で突き進んでいくんですもの」

「にゃはは、それを言ったら、さっきのお姉さんもすごかったです！　あれが『女の武器』ってヤツですよね！　勉強になります！」

　目を爛らん々らんと輝かせ、ムフーと鼻息を荒くするエリナに聖后は苦笑する。

「お恥ずかしい限りです。ですが、わたくしも十年余りの間、喪服の巡礼者ペルランノワールとして大陸のあちらこちらを旅してきた身。捕らえられて、そこから逃げ出したことも一度や二度ではないのです」

　聖后は腹痛を訴えて見張りの兵を呼び寄せ、兵が不用意に近づいたところをエリナが椅い子すで殴りつけて気絶させたのだ。

　何事かと駆けつけたもう一人の兵は、聖后が気絶させた兵から奪った剣で鮮やかな手並みを見せると、あっさりと降参した。

「聖后とは呼ばれていても、神聖魔法もあまり得意ではなかったわたくしは、いざというときに聖王猊げい下かをお護まもりできるよう、いくつかの武術を学んでいました。聖后とは、聖王猊下の一番最後のボディガードでもあったのです」

「そうだったんだ……」

「もっとも、猊下はわたくしを国外へと送り出し、自らはサントレーヌと運命を共にしました。わたくしも、最さい期ごの時まで猊下のおそばでその身をお護りしたかったという思いもあります」

　聖后の寂しげな表情にエリナも口を閉ざす。

「ごめんなさい。エリナさんにそんな顔をさせるつもりはありませんでした」

「ううん……。あの……たぶん、なんだけど」

　聖后はエリナが続きを言うのを待った。

「それでもサントレーヌから逃げ出したのは……お腹なかに子供がいたから……だと思うんです」

「そうですね……。聖王猊下もお腹の子のことを最後まで案じておられました」

「……だったら、やっぱりひと目だけでも会った方がいい気がする。顔も名前もわからないんじゃ、会えるかどうかもわかんないけど……それでも」

　俯うつむいたエリナを心配したのか、その肩にとまっていたコルが、エリナの耳の裏あたりにぐりぐりと頭をこすりつけてくる。

「にゃはは……コル、くすぐったいってば」

　そんなエリナとコルを見て、聖后は微ほほ笑えんだ。

「会いたい……とは思っているのです。ですが、わたくしに会う資格などない……とも思ってしまうのです」

「資格なんて関係ないよ！」

「エリナさん……」

「だって、お姉さん、会いたいんでしょ？　その子の幸せを考えてるんでしょ？　だったらきっと、会っちゃいけない理由なんてないんだと思う……！」

　肩を震えさせるエリナを聖后は抱きしめる。

「本当に優しい子……」

　その時、エリナの肩にいたコルが首を巡らせて「キィ」と鳴いた。

「あ……誰かの気配……」

　聖后はエリナを放し、エリナはぐずついていた鼻をこする。

　二人＋一匹で口をつぐんで、一いっ切さい動かずにいると、微かすかに話し声が聞こえてきた。

「本当にエリナたちは山に入ったの……？」

「た、たぶん……。でも、髭の人が入ったのは確実だよね。馬が乗り捨ててあったもん」

　その声を聞いて、エリナはパッと顔を明るくさせる。

「フランとカナちゃんだ！　わたしの大の親友なの！　助けにきてくれたんだ！　おーい、フランー！　カナちゃーん！」

　そしてさっそく声をあげるエリナ。

「エリナの声！　エリナー！　どこー!?」

　フランの声が返ってくるが、夜の山は視界が悪く、木々にも阻はばまれて、声の方角すら正確なところはわからない。

「こっちだよー！　こっちー！」

「どっちー？　きゃあっ」

「足元に気をつけて、フラン！」

「ご、ごめん、カナちゃん。ありがとう」

　事なきを得たようだが、どうやら声で呼び寄せるのは危険なようだとエリナは判断した。

「あ、そうだ、コル。辺りを燃やしちゃわないように火吹ける？　灯あかりをつければ、フランたちに見つけてもらえると思うんだ」

「キィッ」

　エリナは両手で掬すくうようにしてコルを持ち、コルはそこで松たい明まつほどの大きさの火を吹く。

「こっちー！　この灯りの方ー！」

「あ、見えた！　ありがとう、エリナ！」

「すぐにそちらに行くわ！」

　フランとカナーンの弾んだ声にエリナも嬉うれしくなって、聖后の方を振り返る。

「よかった、これで──」

　聖后もホッとした顔を見せていたが、




　その後ろに、豊かな顎あご髭ひげを生やした男の姿があった。




「やはり、神は私を見捨てなかった！」

「きゃああっ!?」

　ダングルベールは聖后を左腕で捕まえると、右手の剣をエリナに差し向ける。

「お姉さん!?」

「動くな、魔王の娘！　私には、この聖后さえいればいいのだ！　そうだ。御み子こなどと色気を出したのがすべての間違いだった。だが、それももうどうでもいい！　聖后さえいれば、この私が、サントレーヌを復興することができるのだ！」

　凄せい絶ぜつと言える貌かおで嗤わらうダングルベール。

「──すなわち、わたくしがいなくなればよいのですね？」

　だが、聖后の言葉にその眉まゆはしかめられる。

「なに？」

　聖后は思い切り身体を押しやり、ダングルベールごと斜面の方へと倒れこんだ。

「なっ、貴様ッ──」

「お姉さんっ!?　ダメッ！」

　斜面の向こうは暗くら闇やみだった。エリナには、聖后がダングルベールと共に暗闇の中に吸いこまれていくように見えた。

「コル！　お姉さんを照らして！」

　コルは翼をはためかせてエリナの元から飛び立ち、火を吹いて斜面を照らし出す。

　聖后とダングルベールはもつれあったまま、急な斜面を転がり落ちているところだった。

「エリナ、なにがどうなってるの!?」

「お姉さんが坂の下に落ちちゃった！　追っかけるから、フランとカナちゃんもすぐに来て！」

　フランの声にそう答えると、エリナは飛びおりるかの速さで急な斜面を駆けおりていく。

　聖后とダングルベールは軽く十数メルトは転がり落ちると、太い木の幹に身体を打ちつけて二人に別れ、そこでようやくとまった。

「お姉さん！　お姉さん！」

　エリナはすぐにそこに駆けつける。

　聖后はエリナの方にうっすらと目を向けると、突然むせかえり、吐と血けつした。

　強く打ちつけた際に内臓を傷つけでもしたのだろうか。

「あ、ああ、血がこんなに……」

　コルの炎に照らされた聖后の血に、エリナが悲ひ愴そうな声をあげる。

「フラン！　フラン、お願い！　早く来て！　お姉さんが！　お姉さんが！」

　その声に急せかされて、フランとカナーンも慌ててそこに駆けつけた。

　フランも聖后の様子を見て、顔を青ざめさせる。

「と、とにかく、やってみるね」

「お願い！」

　フランは聖后を仰あお向むけに寝かせると、リデルアムウァに祈りを捧ささげた。

「慈愛と癒いやしの神リデルアムウァよ、私に力をお貸しください。この方に癒しの力をお示しください……」




　どうしよう、どうしよう、どうしよう。

　今、フランの胸中は、焦あせりと不安で満ち溢あふれていた。

　おそらくはパニーラが斬きられたときと同じか、それ以上に悪い状態だということが、フランには伝わってきていた。

　この状況でロミリアがまたやってきてくれるような幸運には期待できない。

　だけど、でも、このままではこの人を死なせてしまう。

「フラン、大丈夫？　いけそう？」

　不安げにエリナが聞いてきた。

　大丈夫と答えれば、エリナに噓うそをつくことになる。

　ダメだと答えれば、エリナを失望させることになる。

　私は……私は……どう、すれば……。

　その時、聖后の手がフランの手に触れた。

「う、動いちゃダメです……安静に……」

　フランのその言葉に聖后は目を細め、優しく微笑む。

「けほっ……落ちついて……大丈夫だから……」

「しゃべっちゃダメです、今──」

　聖后はフランに微笑みを向けたまま、小さくうなずいた。

「……エリナ、助けて、お願い」

「どうすればいい!?　わたしにできることがあったら言って！」

　フランのその言葉にエリナは失望したりはしない。

　打てば響くようにフランに応こたえてくれる。

「私の治ち癒ゆ魔法じゃ足りないの！　でも、エリナの魔力があればどうにかできるかもしれない」

「わ、わたしの魔力？」

「うんっ。私の魔力じゃ全然足りないの。パニーラの時もダメだった。でも……もっと強い魔力あれば……エリナの魔力を借りられれば、なんとかなる気がしてて……」

　フランは言い直した。

「ごめん、エリナ！　やり方はわからないけど、私に力を貸して！」

「わかった。やってみる！　フランはそのまま治癒魔法に専念して！　魔力の方はこっちでなんとかしてみるから！」

「エリナ……！　うん！　お願いね！」




　鬼気迫る様子のフランとエリナを横目で見ながら、カナーンは嘆息した。

　今自分にできることはない。

　それに、あの二人の様子なら、大丈夫な気がする。

　死神だって裸足はだしで逃げ出すに違いない。

　それにしても、コルの炎に照らされた聖后の姿を見たときはドキリとした。

　その吐血具合もそうだったが、聖后の黒いドレス姿が、一瞬、エリナが『魔王の力』を発揮したときに現れたあの幻影（？）に見えてしまったのだ。

　黒いドレスを着た美しい女性という共通点はあるものの、よく見ればあの時見たものとはまるで違う。

　それよりも、とカナーンはダングルベールの状態を確認した。

　こちらも強く身体を打ちつけていたが、日ひ頃ごろの鍛錬の賜たま物ものか、気を失っているだけに見える。

　ただ、どこかで鎧よろいを脱ぎ捨ててきていたらしく、骨折や打撲は複数箇所に及ぶだろう。

　それが感覚の鋭いエリナに気づかれずに近づけた要因だったのだろうが、運がいいのか悪いのか。

　少なくともカナーンには、この男が神に愛されているということも、逆に神に見放されているということもないように思われた。

　ごく普通の人間だ。

「……っていうかコル、あなたずいぶん変わったわね。なんで火なんか吹いてるの？」

　コルは火を吹きながら、首を傾かしげた。




「慈愛と癒しの神リデルアムウァよ、私に力をお貸しください。この方に癒しの力をお示しください……」

　リデルアムウァに祈りを捧げているフランの背中にエリナはそっと手をついた。

　これでどうなるのかはわからないが、フランを感じないことにはその取っ掛かりさえ摑つかむことができない。

「流れ……」

　聖后が辛かろうじて聞こえるほどの小さな声で呟つぶやいた。

「エリナさんの……大きな魔力は流れ……。大きな川が流れこむ湖のように……フランさんはその流れを受けとめて……けほっ……」

「聖后様、しゃべらないで……」

　フランの心配の声に聖后は首を横に振り続けた。

「あなたには……できるはず……。大きな流れを優しく受けとめて……静かな湖面のように穏やかに……そしてまた、流れは川となって……湖から旅立っていく……」

「フラン、わたし、もう一回やってみる」

「うん、私もがんばってみる。ありがとうございます、聖后様」

　エリナはフランに流れる魔力を見ようと意識を集中させる。

　そうだ。力の流れだ。

　リクドウも言っていた。力の流れを見極めて、それを利用するのだと。

　利用することに比べたら、今回は簡単だ。

　力の流れと同じ方向に後押ししてやればいい。

　壁の前で止まる時にではなく、まだまだ突き進んでいるときに、その背中を押して加速してあげればいい。

　でも、あんまり急だと、転んでしまうかもしれない。

　もっと急だと、フランがその加速に耐えきれないかもしれない。

　だから、油断せず、ちゃんとその流れを見極めて、徐々に、徐々に、自分の魔力を、フランの魔力に重ねあわせて、そっと、でも力強く、柔らかく、でも強きょう靱じんに──。

　そしてまたフランも、そうして流れてくるエリナの魔力を感じていた。

　エリナの力強い流れを受けとめて、優しく宥なだめて、そして自らの祈りの力へとゆっくり注そそぎこんでいく……。

「フラン……」

「うん、わかるよ、エリナ……。いけるよ、これ……。私、エリナの魔力、受け取れてる……」




　そうしている間に、山中を覆い尽くしていた黒い闇も、ゆっくりと溶け出し、徐々にその姿を見せはじめる。

　長かった夜が明けるのだ。

「慈愛と癒しの神リデルアムウァよ、私に力をお貸しください。この方に癒しの力をお示しください……。あ」

　フランの手に置かれていた聖后の手に、キュッと力がこめられた。

　フランが目蓋を開くと、聖后もフランのことを見つめていて、そして優しく微笑みかける。

「ありがとうございます……フランさん。それにエリナさんも。わたくしはもう大丈夫です」

「よかっ……たぁ……」

　聖后の言葉にフランは天を仰いで息を吐いた。

　同時にその後ろでドサリと音がして、エリナが尻しり餅もちをつく。

「ホントによかった……。ああ、フランがいてくれてよかった……。ホントによかった……」

「本当にありがとうございました。ごめんなさい、こんなご迷惑をおかけしてしまって……」

「ホントだよ、お姉さーん。あんなの危なすぎるでしょ!?　死んじゃうところだったんだよ!?」

「ご、ごめんなさい、本当に……」


「え、エリナ。この人、聖后様なんでしょ……？　そ、そういう態度は……ね？」



　エリナの叱しっ責せきに聖后は恐縮し、そしてフランがエリナのその態度に慌あわてる。

「いえ、本当にわたくしが悪いのです。それにわたくしは、元聖后。今はただの未亡人に過ぎません」

　聖后はそう言って、ゆっくりと身を起こした。

　カナーンも少し控えめに、頭をさげる。

「ともかく、ご無事でよかったです。こちらでのびている顎髭の男が神聖復興騎士団レザレクチオンの団長ということでいいですよね？　こちらも命に別状はないようなので、念のため縛っておきました」

「あ、えっとね、ずっと治癒魔法使っててくれたのがフランソワーズ・フラヴィニー、フランね！　それで、こっちがカナーン・ファレスでカナちゃん。二人ともわたしの──」

「大の親友、なのですよね？」

「そう、それ！」

　エリナの変わらぬ明るさに、フランも、カナーンも、そして聖后までもが笑みを浮かべた。

「フランソワーズさん、これをもらってはいただけませんか？」

　聖后は首にかけられていたそれを外すと、フランに手渡す。

　それは水の神々のシンボルを模かたどったメダルだった。

「あ、あの、これは……？　大切なものなんじゃ……」

「あなたの神聖魔法を通じて感じたのです。これはあなたが持つべきものだと。それに、エリナさんには言ってしまったのですけれど、わたくしはあまり神聖魔法が得意ではないのです」

　聖后はそう言って照れくさそうに笑い、メダルを渡したフランの手をキュッと握った。

　そして、ふと顔をあげる。

「あら？　まあ、この山にも生えているのですね。懐なつかしい……」

　そんな聖后の言葉にエリナたちが目を向けると、その先に小さな小さな小川が流れていた。

　そして、その畔ほとりには青い花弁を持つ草が列をなして生えているのが見えた。
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「あの青い花はレーヌ草というの。レーヌ湖の畔にしかないものだと思っていたのですけれど、本当に懐かしい……。アレキューネよ、この幸運に感謝いたします」
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　ランドバルド邸では、リルレイア姫が両手を挙げて絶叫していた。


「ふぉおおおお！　これは！　う～ま～い～の～じゃ～～～～～っ！」



「殿下、はしたないです。もっとご自分のお立場というものをお考えくださいませ」

「リエーヌも一口食ってみてからものを申すのじゃ！」

　メイドの立場として固辞していたリエーヌも、リルにそう命じられては食べるしかない。

　その白いクリームの上に青いゼリーをあしらったケーキをフォークで切り取り、口に入れる。

「……！　これは……」

「どうじゃ？　感動的な美う味まさじゃろ？」

「素晴らしいです……。色味の素晴らしさだけでも驚いていましたが、味の方もとても甘いのに爽さわやかで……ああ、静かな湖をたゆたうような心ここ地ちと伺うかがってはいましたが、これが……。お美事、です……」

　思いがけない完敗にリエーヌはがっくりとこうべを垂れた。

　そのケーキの名は『サントレーヌ』。

　ノクトベルという街のフラヴィニーというお菓子屋さんでのみ手に入るという、甘味愛好家たちにも噂うわさされるほどの極上のケーキだ。

「リルちゃんにもリエーヌさんにも気に入ってもらえてよかった♪　カナちゃんの方はどう？」

　エリナがにっこにっことしながら目を向けると、カナーンは両手で顔を隠して突っ伏し、身体からだを震わせていた。

「カナちゃん？」

「なんかカナちゃん、一口二口食べてから、ずっとこんな風になってて……」

　フランは苦笑交じりに言う。

「あの……お口に合わなかった……？」

　フランの質問にカナーンは突っ伏したまま顔を横に振った。

「えっと……じゃあ、美お味いしかった？」

　その質問にはコクコクと首を縦に振る。

「カナちゃん、ちゃんと言ってくんなきゃわかんないよ？」

　エリナのその言葉にカナーンは、それでもやはり突っ伏した状態のまま答えた。

「私……私ね？」

「うん」

「こんなに甘くて……美味しいの……食べたの、はじめてで……」

「うん」

「たぶん今……顔がふにゃふにゃになっちゃってるから……見せられない……」

　エリナはフランと目を合わせ、次いで、リルとリエーヌとも目を合わせると、一いっ斉せいにうなずき合った。

「じゃあ、フランは左の方ね」

「うん。ごめんね、カナちゃん」

　フランはカナーンの左肩をガッと摑つかみ、エリナもまた同じように右肩を摑んだ。

「待って。やめて？」

「くるしゅうない。面おもてをあげるのじゃ」

　そして、いつの間にかカナーンの真後ろに立っていたリエーヌが、その頭を両手で摑んで引きあげ、同時にエリナとフランがその手を顔から引き剝はがす。

「だ、だからやめてってば！」

「はい、カナちゃん、食べさせてあげるからあ～んして」

「サントレーヌ、美味しいよ？」

「知ってるわよ！　美味しいわよ！　すごく！」

「カナーンが食べぬなら、わらわが食べるのじゃ」

「やめて！　私が食べるから！　でもみんなのいないところで食べるわ！　こんなふにゃふにゃな顔、見せられるはずないじゃない！」

「カナーン様、正直に申しあげまして、手遅れです。そして、すごくかわいらしいです」

「あああ!?」





◇　◇　◇






　同じ頃ころ、プレツィター家では。

「こちらが、是ぜ非ひ貴女あなた様にお召しいただきたかったケーキ『サントレーヌ』です」

　パヴェル・プレツィターは、アリエノール・ド・ロレーヌの前におかれたケーキをそう紹介した。

「これは……」

　フォークでほんの一ひと欠片かけらを切り分け、口に運ぶ。


「………………」



「お口に合いませんでしたでしょうか？」

　パヴェルは心配そうに尋ねた。

「拙せっ者しゃには少々甘すぎますな」

「これは失礼いたしました、ヴォーデモン卿きょう。甘い物によく合う強めの蒸留酒があるのです。今、持ってこさせましょう」

「や、これはかたじけない」

　部下に合図し、ヴォーデモンから再びアリエノールの方へと視線を戻したパヴェルは、ギョッとして目を見開いた。

　アリエノールの瞳ひとみからは大粒の涙が零こぼれだしていたのだ。

「手前どもになにか粗相が……」

　パヴェルの言葉にアリエノールは静かに首を横に振った。

「このケーキを作られた方は、今は亡なきサントレーヌをこよなく愛してくれていたのですね。わたくしも、在ありし日のレーヌ湖の情景を思い出さずにはいられませんでした。お恥ずかしいところをお見せしてしまいましたね」

「いえ、とんでもありません。お気に召していただけたようでなによりです」

　アリエノールは涙を拭ぬぐい、またケーキを一欠片口にして、昔を懐なつかしむようにそっと微笑ほほえむ。

「これを作りましたのはこの街に住むフラヴィニーという者です。よろしければ呼んでまいりましょうか？」

「フラヴィニー……」

　そしてまた、涙の零れてきた目元に、そっとハンカチーフをあてがった。

「それには及びません。フラヴィニー様とそのご家族にアレキューネのご加護があらんことを」

　パヴェルが一礼して部屋を出ていくと、アリエノールは目蓋の裏にとある少女の姿を思い浮かべて、小さく呟つぶやいた。

「これぞ、神の思おぼし召めし……。アレキューネよ、お導きに深く感謝いたします……」







「どうやら、聖せい后ごう殿下にも、サントレーヌをお気に召していただけたようですわね」

　ペトラは客間の様子を覗のぞいてから、パニーラとプルムの待つ喫茶室へ戻ってきた。

「それはよかったです。しかし、まさか斜面を転げ落ちた先でレーヌ草を見つけるとは、エリナたちも本当に運がいい。あいつは悪運の強さだけは大した──あ、いえ」

　パニーラはいつものようにエリナの悪態を吐つこうとして、口ごもる。

　ペトラはそんなパニーラを見て苦笑し、プルムの方に目を向けてどっと肩を落とした。

「それで、プルムはなにをしてらっしゃるんですの？」

「もちろんサントレーヌを食べてますー」

　プルムは慎重に慎重に、すこ～しずつ、そのケーキを切り分けながら口に運んでいた。

「そんな食べ方をしたら味だって台無しではありませんの？」

「でもー、次にまた食べられるようになるのには時間がかかるって言ってたから、一息に食べるのはなんだかもったいなくてー……」

　レーヌ草が繁殖している場所を見つけたものの、やはり潤じゅん沢たくにあるわけではなかった。

　結局、リルレイア姫の護衛隊が精を出して、山の小川を整備し、そこに再びレーヌ草を植えて様子を見るということになっている。

　環境が安定するまでには今しばらくの時間が必要となるだろうが、レーヌ草はきっと復活するだろう。

　ペトラはなんとなく、そう思っていた。

「運のよさ、と言う意味ではわたくしたちも大概でしたわね」

　ペトラのその言葉に、パニーラは顔を青ざめさせる。

「あとほんの十秒、いえ、五秒でも、神聖復興騎士団レザレクチオン全軍降伏の報が遅かったら、少なくともわたくしとパニーラは死んでいるところでしたわ」

「申し訳ありません、お嬢様！　私の剣の腕が至らぬばかりに！」

　パニーラはペトラに平伏した。

「なにを言っているのです、パニーラ。それでもわたくしたちは生きている。それがなによりも重要なこと」

「し、しかし……」

　ペトラの言葉にプルムがうんうんと賛同したが、パニーラは苦しげな声を出すのみ。

「自分の腕を未熟と思うなら、これからまた精進すればいいのです。わたくしたちは生きているのですから、それができるのです。わたくし、立て続けに死地を経験して、どこか吹っ切れてしまったみたいですわ」

「これからまた精進を……。お嬢様のありがたきお言葉、このパニーラの胸に染しみ入りました！　必ずや、精進に精進を重ねて、お嬢様のためにこのブレナリア一の剣士となることを誓ちかいます！」

「いいでしょう、パニーラ。期待しています」

「はっ」

　パニーラはペトラに深く頭をさげた。

「あたしはー、魔法でレーヌ草が生やせるようになりたい……」

「プルムはそれでよろしいんじゃないかと思いますわ。リクドウ先生もおっしゃっておりました。魔法に大事なのは必要性だと。プルムには魔法の才能があります。それはあなたのその食欲と結びついている可能性はありますわね」

「はい、お嬢様、がんばりますー」

　そして、わたくしは──。

　ペトラは喫茶室の窓から暮れなずむ空を見つめた。
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　リクドウは書斎で辞書や辞典を開きながら、紙の束たばに何事かをつらつらと書き連ねていた。

　一息吐いて、温ぬるくなったお茶を喉のどに流しこむ。

　こうしたことをしていても、先日の戦いの感触がすぐに思い出されてしまう。

　エリナが攫さらわれたとはいえ、怒りに任せて戦ってしまったことは否いなめない。

　決して相手を殺したわけでも、相手に怪け我がを負わせたわけでもないが、それは身体的な側面においてだ。

　恐怖に満ちた騎士たちの顔が、頭にこびりついている。

　あの表情には見覚えがあった。

　あれは──魔王の力を目まの当あたりにした者たちの目だった。

『りっくんは、わたしがいたから名前を出さないようにしたの？』

　エリナに聞かれたその質問をリクドウは否定した。

　魔王を倒すということは、魔王を超える力を持つということ。

　実際には仲間たちの協力や連携があって成し得たことであり、リクドウ自身は魔王を超えたなどとは微み塵じんも思っていない。

　だが、世間一般はそうではない。

　魔王の娘を養っていなくても、魔王を超えてしまった勇者は、魔王以上の恐怖の対象となり得るのだ。

　だから、リクドウがその名を隠したことにエリナは関係ない。

　もっとも、エリナがいたからこそ、より強く、平穏な生活を望んだことは否定できないが。

　また無茶を重ねてしまったからか、ズキリと膝ひざが痛んだ。

「魔王の力か……」

　そう呟いて視線を落とし、自分の書いたばかりの文章をなぞって、眉まゆをひそめる。

「ま、今は、魔王の力より、魔法の授業の方が問題だな……。いい加減、形にしないと」

　リクドウが茶を飲みつつやっていたのは、授業用の教本の作成だった。

　いくつかの辞書、辞典を開きながら、ジュゼッペ先生の残した魔法の教本を読み込み、自分が理解できる形に解釈し直して、紙の束に書きつけていく。

　最近になってようやく整理がついてきたところにリルレイア姫がやってきて、数日ほど手が止まってしまっていたのだ。。

「えーっと……ここに関しては、確か以前買った本に……。どこにやったか」

　書棚に目を向けて、リクドウは頭に疑問符を浮かべる。

「あれ？　俺おれ、こんな風に並べてたっけ……？」

　そのとき、書斎の扉がノックされた。

「どうぞ」

　扉が開いてリエーヌが一礼する。

「失礼致します。お茶のおかわりはいかがでしょうか？」

「ありがとう。いただくよ。だが、お姫様たちのお相手はいいのか？」

「殿下も私がいない方が、エリナ様たちと遠慮なく楽しめるのではないかと」

　そう言いながら、茶の道具を運んでくるリエーヌ。

「この書棚も整理してくれたんだな。ありがとう」

「余計なことをしてしまったのなら申し訳ありません」

「いや、見やすくて助かるよ。なるほど、こんな風に並べれば本も探しやすくなるんだな」

「恐れ入ります。リクドウ様もお仕事に励まれているご様子。授業でお使いになる教科書でしょうか？」

「ああ、そうだ」

　ふと、そこで気がつく。

「俺が学院の教師をさせられてるってのは、王宮の方にもう伝わってるのかな？」

「はい。ロミリア様からのご報告がございました。ところでリクドウ様、つかぬ事をお伺うかがいしてもよろしいでしょうか」

　カップに茶を注そそぎ、そっとリクドウの方へと差し出す。

　リクドウは「ありがとう」と言って、カップに口をつけた。

「リクドウ様はご結婚についてお考えにはなられていないのでしょうか？」

「ぶふぉっ！　うゎつっ！」

　熱いお茶を噴き出したリクドウに、リエーヌは即座に駆けより、ハンカチをあてがった。

「な、なんでいきなりそんなことを……？」

「いきなりではないと思いますが」

　リエーヌは呆あきれたようにため息を吐つく。

「その名は『名もなき勇者』として秘されているとは言え、それがリクドウ様であることはブレナリア王宮においては謂いわば公然の秘密。その勇者が未いまだ独り身ということを気にされている方は少なくはございません」

「ああー、そう言えば王宮からの手紙にそういうことが書いてあることあったな……」

　そういう意味だろうなとは思いつつ、事務的な用件しか返信した覚えがないリクドウである。

「いくらリルレイア姫殿下がわがままを言ったからといって、ケーキを食べるためだけに王都からはるばるノクトベルまでやってくることが許されるとお思いですか？」

「ん？　どういう意味だ？」

　話の連続性が摑つかめない。いや、連続していてはいけない話題の気がする……。

　リクドウの背中を冷たい汗が滴したたった。

「もちろん、リルレイア姫殿下をリクドウ様に娶めとらせたいというお話でございます」

「なんでそんな話になった!?　っていうか、おかしいだろ!?　あの子はエリナよりもさらに歳とし下したなんだぞ!?」

「お言葉ですがリクドウ様。王侯貴族の婚こん姻いんにおいて十や二十の歳の差など珍しいものではございません。もちろん、十で婚姻というのも」

　若すぎるという反論も口にする前に封じられ、リクドウはただ低く唸うなる。

「現国王派の方々のお考えとしては、勇者であるリクドウ様の血を引き入れて、その勢力を盤ばん石じゃくのものとしたいのだと推察いたします。リクドウ様がどう思われようと、ブレナリア王国における平和の象徴であるリルレイア姫殿下と『名もなき勇者』リクドウ様の組みあわせは諦あきらめるには惜しいほどのインパクトがありますから」

「そういうのが嫌だから爵位だって断ったんだ」

「ですがリクドウ様が魔王を倒した勇者である事実は、取り消すことはできません」

　メイドだというのにずけずけと言うリエーヌ。ヘンに畏かしこまられても困るのだが、この辺りは痛し痒かゆしかとリクドウは苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をした。

「とは言え、リルレイア姫殿下の件については、今回はただの顔合わせのようなもの。姫ご本人も、そのような思おも惑わくがあって旅のお許しが出たとはご存知ありません」

「そうか……」

　そう聞いてリクドウは胸を撫なでおろす。

「ですので、もしよい方がいらっしゃいますのなら、早々にご結婚を決められてしまうのも、一つの方策かと存じます。もっとも、リクドウ様が女性に興味がないとおっしゃるならば──」

「そういうのじゃないから！」

　リエーヌは一歩下がって丁寧に頭をさげた。

「失礼いたしました。ですが、女性に興味がないわけではないとわかって、少々ホッといたしております」

「そんなに俺を結婚させたいのかよ……」

「いえ、少しだけ違います。この場合は私の方の都合でございまして」

　そしてリエーヌは、ここではじめて笑顔を見せた。

「幼少のみぎり、ブレナリアの王宮にてお見かけした頃ころよりお慕したい申しあげておりました。リエーヌ・ユーエル・グリーヌ、当年とって十八歳。リクドウ様の結婚相手としてはそう悪くはない年頃かと思います」

「は!?　え!?」

　目を白黒させるリクドウに対してリエーヌはさらに言葉を重ねる。

「母子二代にわたって王宮にてメイドを務めております関係上、王宮内での信頼は厚く、なおかつ、面倒な派閥争いとは無縁の存在です。家事についてはご覧いただいているとおり。魔法に関しても王立魔法学院歴代首席に名を連ねております。身体からだに関しては少々貧相なのが悩みの種ではありますが、顔立ちはそれほど悪くはないと自負しております。いかがでしょうか？」

「い、いかがって言われてもな……」

　たじろぐリクドウに、リエーヌはさらにもう一歩迫った。

「そして、今回の件でもう一つアピールポイントができてしまいました」

「あ、あぴーるぽいんと……？」

「『魔王の娘』」

　その単語にリクドウは驚きを見せる。

「!?　ああ、そうか。エリナも例の魔法使いの姉妹に言われたって……」

「はい。ですがわたくしは、その報告はせずに胸にしまい込みました。殿下の耳にすら、このことは入れておりません」

「その秘密をネタに脅迫するって言うんじゃないだろうな」

「とんでもございません。私がそれを報告しなかったのは、報告する必要がないと判断したからです。それはすなわち──」

　さらにずいっと迫るリエーヌ。

「私はエリナ様のことを大変好意的に見ている、ということです。たとえエリナ様が本当に『魔王の娘』であったとしても、母親として接することができると考えております」
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「っ……！」



『月輪の戦いくさ乙女おとめ』ルナルラーサ・ファレスは強烈な悪お寒かんを感じて、身を震えさせた。

　ここはサビオ連山で発見された広大な地下迷宮。野営のたき火が迷宮の壁面に影を浮かびあがらせる中、ルナルラーサは立ちあがる。

　自らの直感が敵性の存在を感じとったのかと思ったが、どうも違ったようだ。

　周囲の気配を注意深く探ってみても、同行している者たち以外のものは感じとれない。

「どうしたの？　敵？」

　同行者の一人である緑髪の少女が尋ねた。

　年の頃は十六、七に見えるが、尖とがった耳がエルフとの血の混じりを主張しており、外見どおりの年齢ではないことが窺うかがい知れた。

「悪寒を感じたんだけど、気のせいだったみたいね。なにも感じられなかったわ」

「この地下迷宮寒いしね。もうちょっとかかりそうだし、今風か邪ぜなんて引かないでよ？　ルナがここを早急に調査したいって言い出したんだから」

「この程度の寒さで風邪引くほど柔やわじゃないわよ」

　そんな心配をルナルラーサは鼻で笑い飛ばす。

「じゃああれだ。愛いとしのリクドウが新たな女に迫られてるのを愛のパゥワァで感知したとか！」

「い、いい、愛しくなんかありませんし!?　っていうか新たな女ってなによ！」

「ロミリアもさ、上う手まいことエリナのお母さんポジション手に入れてんのに動かないんだもんなーって思って。まあ、あいつはルナのことを手のかかる妹みたいに思ってるから遠慮してるんだろうけど。そしたらほら、新しい女の登場ってセンの方があり得るわけじゃない？」

「……じゃ、じゃあ、新しい女ってのはまったくの想像なわけね？」

　そんなルナルラーサに、ハーフエルフの少女は肩をすくめて苦笑した。

「あれから十二年だもんね。意地を張る期間としちゃ長すぎちゃって、もう今さらって思ってるんだろうけど、そろそろタイムリミットだよ？」

「なによタイムリミットって……。そりゃ、リクドウも二十七歳だから、そういう年齢ではあるけど……アイツだって今の今まで結婚なんてしてないわけじゃない」

「年齢もまあそうだけどさ、エリナのことだよ」

　ルナルラーサは一瞬眉をひそめる。

「あの子が、なに？」

「エリナももう十二歳でしょ。いつリクドウの手から離れてもおかしくない年頃だってこと。そしてリクドウは、猪ちょ突とつ猛進、一点集中。魔王を倒すと決めたらとことんまでそこに集中して、本当に魔王を倒しちゃったような男なわけじゃない」

「だから、なにが言いたいのよ」

　そんなことはよく知っていると言わんばかりに唇を尖らせるルナルラーサ。

「だぁかぁらぁ。この十二年、エリナに集中してたリクドウの気持ちの矛ほこ先さきが、宙ぶらりんになっちゃうかもしれないって話だってば」

「……え？」

「そこに積極的に言い寄ってくる女でも現れてみなさいよ。次にリクドウが集中する先がその女になっちゃうかもよ～ん？」

　ルナルラーサは目を見開いて絶句した。

「でも、そこにルナがスルリと滑すべりこむ手もあるんだよ？　そうしたらルナだけを見てくれるリクドウになっちゃう可能性も」

「……!!」

「にゃっはっはっはっはっ。そんなわかりやすい反応しておいて、好きじゃないとか誤ご魔ま化かせるはずないじゃーん。もー、ルナちゃんったらホントかわいいんだから♪」

「あ、アンタねぇ、ぶちのめすわよ!?」

「にゃははは、おー、こわいこわい。そんな怖いルナちゃんじゃ、傭よう兵へい仲間の野郎どもだって手なんか出せないわけでしょ？　ってことはルナ、まだ処女なわけじゃない？　そんなのさっさとリクドウにあげちゃえって。アイツもどうせ童貞だろうから、ルナから押し倒しちゃえば、なんとかなるって」

「ぅ、ぁ、ぅ……」

　余りの明あけ透すけな言われようにルナルラーサは涙目になった。

　だが、そこでふと気がつく。

「……そういえばあの子、『にゃはは』と『にぇへへ』とかいう、どこかで聞いたことのある笑い方をしていたのよね」

「ああ、エリナのこと？　まあ、リクドウんちには何度か遊びにいってるし、毎回おみやげ持っていくからか、あの子結構わたしに懐いてくれててねー。かわいいよね、エリナ♥」

「どいつもこいつも……っ。っていうか、ちゃっかりポジション築いてるのはアンタもだって話じゃない！」

「んー？　そうかにゃー？」

　ルナルラーサが不機嫌なのを了解しつつ、緑髪のハーフエルフはニンマリと笑って返す。

　だから昔の仲間は嫌いだ。

　彼女たちにとっては、自分はまだあの頃の、パーティで最年少だった十四歳の少女のままなのだ。

　あの後、彼女たちと別れて一人で剣を振ふるってきた時間の方がはるかに長いというのに。

「フンだ！　それより、アンタの見立てはどうなのよ？　リクドウのことじゃないわよ？　この地下迷宮のこと」

　そう言いつつ、自分も自分だとも思う。

　こんな風に拗すねた態度を見せられるのは、あの魔王討とう伐ばつの旅を共にした彼女たちだけなのだ。

「そりゃあ大当たりビンゴでしょ。ルナのいうとおり、かなり大きな規模の魔王軍の残党が長期にわたってここにコロニーを築いていたのは間違いないね。だけど、なんらかの理由があって、ここを放棄することになった。その理由ってのもだいたいの予想は付いてる」

　ルナルラーサは真剣な表情になって言った。

「この迷宮の一番奥から、あれだけの軍勢がいても対処できないなにかが現れた……」

「だね。しかもそいつは、奥から残さず殲せん滅めつしながら外に向かった。まるではじめから、魔物たちを追い出すことが目的だったみたいに。これだけ広大な迷宮だからね。そうじゃなければ、魔物たちはもっと残ってるはず……」

　緑髪の少女は立ちあがり、野営の火に照らされたその壁を見あげた。

　天てん井じょうまで十メルト以上の高さはあるその壁は、なにか強力な力で攻撃を加えられたらしく、大きくえぐり取られたような穴が空いていた。

　向こう側に貫通してはいなかったが、問題はそこではない。

　その穴によってわかりにくくはなっていたが、その壁には巨大な魔法陣が描かれていたことがほぼ確定していたのだ。

「これ……どう見ても『転送門』だった感じなんだよね……。しかもこれだけの大きさとなると、ジントロルも余裕だし、大軍も移動しようと思えばできるし」

「どこと繫つながっていたのかはわかる？　これだけ派手にぶち壊されてるんじゃ難しいか」

「それはもうちょっと時間かけて調べてみないとなんとも言えないね。まだ破壊されてからそんなに経たってないから……まあ、十中八九、魔王軍の残党を追い出したヤツの仕業だろうけど」

　ルナルラーサは難しい貌かおで額を押さえた。

「それで？　そいつが追い出した魔王軍の残党がノクトベルを襲撃した？　ロミリアの学校の生徒が山で課外授業する日に？　しかも、アタシがちょうどノクトベルに到着する日に？」

「偶然が重なりすぎていると？」

「どうもね、昔同じようなことをやられた記憶があるのよ。さっきから、あのムカつくヤツの顔がちらちらと頭をよぎってる。計算尽ずくでアタシたちに面倒を押しつけて、文句を言えば」

「『だが、上手くいっただろう？』」

「あああああー！　ムカつくー！」

　今度は両手で頭を抱えて叫ぶルナルラーサ。

「なるほど、アイツがルナやリクドウもいることがわかっていて、ノクトベルを襲うように誘導したと」

「結局みんな無事だったからよかったようなものの、本当にアイツのせいだったら絶対に許さないわよ!?」

「『だが、結局みんな無事だったんだろう？』」

「ムキー！　超・言いそう！　なんであんな厭いや味みなヤツがあのお人ひと好よしの幼なじみなのか、全然わかんないわ！」

　やっぱりルナルラーサってリクドウのこと好き過ぎるよね。

　緑髪のハーフエルフは、そうぼそりと呟つぶやいた。
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　とある屋敷の一室で少女が男に、知り得た情報を報告していた。

「お父さま、どうやら今回の件を持って神聖復興騎士団レザレクチオンは正式に解体される方向で話が進んでいるようです」

　それを横で聞いていたボーイッシュな少女が不平を漏もらす。

「あーあ、せっかくオレたちが手伝ってやったのに。あれでよかったのかよ、パパ」

　男は二人の少女の頭にポンと手を乗せて言った。

「ああ、予想した通りの結果だ。元々彼らには一度滅びた国を復興させるだけの力はなかったんだよ。放ほうっておけば、平和を脅おびやかす犯罪組織のような存在になっていただろう」

「じゃあ、わたしたちのしたことって……」

「おまえたちが手伝ってくれたおかげで、無駄な死傷者を出さずに済んだ。そういうことだよ。不満か？」

「いえ、お父さまのすることに間違いはありませんから」

「ちゃんと戦えなかったのはちょっと不満だけどな」

「それもすぐに叶かなうさ。今回、神聖復興騎士団レザレクチオンが行動を起こそうとしたのは、聖せい后ごうの行動や、御み子こに関する情報だけがその原因というわけではないからな」

「……どういうことです？」

「魔王討伐から十二年。魔王軍に蹂じゅう躙りんされた各国が、その傷を癒いやすには充分な時間だ。そして、その時間はそれらの国々の間に格差を生む。当時は連合軍として手を取りあった国々も、その格差からのパワーゲームがすでにはじまっているんだよ。故ゆえに、神聖復興騎士団レザレクチオンのような国を持たずに国を名乗っているような武装集団が許され、あるいは利用されてきた」

「もしかして……戦争がはじまるんですか？」

「え、そういう話だったの!?」

「予想通りならばそうだ。それがあっているかはすぐにわかる。さあ、今日きょうはもうお休み」

「はい、お父さま。お休みなさいませ」

「お休み、パパ」

　そうして二人は手を繫いで部屋を出ていった。

「……そして、世界はより強い力を求めることになる」

　男は一人になった部屋で、独りごちる。

「それがかつて世界を恐怖に陥おとしいれた力であっても……。いや、それだけの力であればこそ、か」

　そこで一つ、大きく息を吐き出した。

「『魔王の娘』よ。そして、リクドウよ。平穏の終しゅう焉えんはもう間近まで迫っているぞ？」





§　§　§






　そして、数日後。

「エリナー、おはよー。がっこーいこー」

「はーい、今行くー」

　いつものようにフランに呼ばれて、ドタバタと家を出ていくエリナ。

「いってきまーす！　お待たせ、フラン、カナちゃん！　おはよー！」

　屋敷の外ではフランと一緒にカナーンも待っている。

　エリナの肩に乗っているコルは先日までよりも少し大きく、赤っぽくなっていた。

「あ、フラン、さっそくこないだもらったメダル、ぶら下げてるんだ？」

「うん、すっごく気に入っちゃった。聖后様もとっても素敵な方だったし……。はふぅ、あんな素敵な大人おとなに私もなりたいなぁ」

「にゅふふ、フランならもっともっと素敵な大人になれちゃうかも！」

「そうね。フランならエリナと違って落ちつきもあるしね」

「あー、カナちゃん、ひどーい」

　そして、三人は揃そろって笑い出す。

「でもフラン、それ高価そうだから、あんまり見せびらかして歩くのはよくないと思うわ」

「あ、そうだね。カナちゃん、ありがとう」

　フランはそう言いながら、再びそのメダルを胸むな元もとにしまった。

「ふぉおおおっ。フランの胸の谷間に消えていく……！」

「もう、エリナのえっち。すぐそういうこと言うんだから～」

「とか言いながら、フランも嬉うれしそうに見えるのよね……」

　呆あきれたように言うカナーン。

「そ、そんなことないよ？」

「どうだかね。それよりエリナ、リルちゃんたちはもう帰ったの？」

「うん。今日の朝早くにね。気に入ったからまたすぐに来るってさ」

「すぐに来ちゃうのね……ふぅ」

　リルが来てからの騒動を思い出してカナーンはため息を吐いた。

「でも、サントレーヌをわざわざ食べに来ちゃうのは納得できちゃった？」

「ま、まあ……そうね……」

「ふふふふふ、みんなうちのケーキを気に入ってくれて嬉しいなぁ。リエーヌさんなんか、うちに来て、お父さんに一生懸命作り方聞いてたんだよ？」

「そうなんだ!?　あ、リエーヌさんと言えばね──」





◇　◇　◇






「ご主人様はいつごろ出られますか？　馬車の用意はいつでもできますので、ご随意に」

　ランドバルド邸ではそんなリエーヌの言葉に、リクドウが頭を抱えていた。

「ええっと……リルレイア姫はもう帰ったと思ったんだが……リエーヌさんは、なんでまだうちにいるんでしょうか？」

「なんでもなにも」

　リエーヌは首を傾かしげて言う。

「元より『ロミリア様からの命を受けて、ランドバルド家の家事を担になうべく、メイドとして派遣された』のが私です」

「……は？」

「その話を聞いたリルレイア姫殿下は私と離れたくない一心で『サントレーヌが食べたい』などという言い訳をこねくりだして、ついてきてしまっただけ。あとはその護衛のみなさんという構図でございました」

「聞いてねーよ」

「はて？　ロミリア様からは、ランドバルド家が家事の手が足りなくて困っていると伺うかがっていたのですが？　そして実際に来てみて納得の有様だったわけですが？」

「そこは、その、はい……」

　それを言われると弱いリクドウである。

「ご安心ください。私にもメイドとしての矜きょう恃じというものがございます。みだりにご主人様に言い寄ったり、這はい寄ったり、押し倒したりは、決していたしません。あ、ご主人様の方からそうしていただくのは問題ありませんというか大歓迎でございますので何なに卒とぞ」

「しねーよ！　っていうか、そのご主人様っていうのも勘弁してくれ」

「では、これまで通りリクドウ様とお呼びいたします。私のことは是ぜ非ひ、リエーヌとお呼び捨てくださいませ」

　リクドウはそこでハッと気がついて手を叩たたいた。

「そうだ、リエーヌ！　王立魔法学院首席とか言ってたよな？　俺おれの代わりに魔法の授業の先生をやるっていうのはどうだ？　リルレイア姫にも教えてたんだろ？」

「お断りいたします。ランドバルド家の家事を任されていますので」

「それは俺がやるから！」

「お断りいたします。見たところ、まるでお任せできないと判断しておりますので」

「そうですか……」

　リクドウはがっくりうな垂れた。

　魔王討伐の勇者であるリクドウだったが、このメイドにはまるで勝てる気がしない。

「ふぅ、ちょっと早いが出ることにするか。さっきはあんなことを言ったが、最近、生徒たちに魔法を教えるのも楽しくなってきたところでな」

　そして、リクドウは学院の方を見て、目を細める。

「今回の事件でロミリアがどれだけ強い思いで学院を運営しているのかもわかったし……。なにより、俺の教えることがエリナたちの未来に少しでも役立てると思うとな……」





◇　◇　◇






「じゃあ、リエーヌさんはこれからもエリナんちにいることになったのね？」

「うん。だから家のこととか、すっごい楽ちんになっちゃった。でも、お料理とか教えてもらおうかなーとは思ってるんだよね」

　エリナのその言葉にフランも思案顔になって言う。

「あ、いいなぁ、それ。私も教わりに行こうかな」

「そ、それなら私も……。ルナに教えてもらった料理は大おお雑ざっ把ぱなものが多いから」

　とカナーンも。

「カナちゃん！　わたし、カナちゃんのお料理も食べてみたい！」

「ええ!?」

「私もカナちゃんの作るお料理。興味あるなぁ」

「フランまで!?」

　そこにエリナがポンと手を叩く。

「思いついた！　じゃあさじゃあさ、今度三人でお料理の作りっこしよ！　リエーヌさんにも審査員に加わってもらって、どこをどうしたらもっと美お味いしくなるかとか意見もらったりするの」

「それは、ちょっといいかもしれない……」

　フランが目をキラキラと輝かせながら、エリナに同意した。

「ま、まあ、興味はあるけど……。私の料理、本当に大雑把よ？」

「カナちゃんはさっきから大雑把とは言ってるけど、味に自信がないとは言ってないよね」

　エリナのツッコミにカナーンはギクリと肩を震えさせる。

「い、一応、ほら、ルナには美味しいって言ってもらってるし……」

「じゃあ、問題なし！　お料理は美味しいかどうかが一番重要なんだし！　ね？」

「ふふふ、カナちゃん、どんなお料理作ってくれるのか楽しみ～」

「そうやってヘンに煽あおるのやめてくれる!?」

「にゃははははっ」

「ふふふふふっ」


「もぉ～……くすっ」






　笑いあうエリナたち三人を、少し離れたところから見つめる視線があった。

「はぁ、あいつら本当にお気楽だなぁ」

「いいんじゃない？　お気楽なときはお気楽で。いざ深刻な事態になったとき、お気楽なままでいられるかはまた別の話だけれど」

「そういうもんかねぇ……」

「あの子たちもわたしたちも、まだ子供なんだからそれでいいのよ。でも、いつまでも子供のままでいられるわけじゃないって、それだけの話」

　そんな二人にもまた、声をかけてくる者がいる。

「マナちゃーん、アラヤちゃーん、おはよー！」

「ほら、わたしたちのクラスメイトが朝の挨あい拶さつをしてくれているわよ？　わたしたちも子供らしく、一緒に教室に向かうとしましょう」

「へいへい。……おーう、今日も元気にしてっかー？」

　そうして二人はそのクラスメイトの方に歩き出し、一緒になって学院の門を潜くぐり抜けた。

　その時、学院の予鈴が鳴り響き、生徒たちの足が一いっ斉せいに速くなる。

　ノクトベル聖学院の門はそんな生徒たちのすべてを受け入れ、優しく包んでいった。











あとがき






　どうも、やっちまいました、姫ノ木あくです。

　なにをやっちまったかと申しますと、今作『魔王の娘だと疑われてタイヘンです！』はこの二巻での打ち切りを申し渡されてしまいました。

　ツイッターでのつぶやきや、レビューサイトでの感想などから、読んでいただけた方々からの評判はそんなに悪くない印象だったのですが、一巻の売り上げが思ったよりも伸びなかったとのことでして……。

　今作にご期待くださっていた方々には、本当に申し訳なく思っております。

　すべて私の力不足、不徳のいたすところと猛省している次第です。




　とは言え、すでに本編をお読みになった方はおわかりいただけると思うのですが、このお話自体、終わっていないどころか始まってるかどうかも怪しいところです。

　そういうところがまた猛省すべき点でもあるわけですが、それはそれとして。

　このままではご期待くださっていた方々にはもちろん、生みの親としてエリナたちにも申し開きが立ちません。

　そこで、この続きはなんらかの形でお届けできればと考えております。

　同人誌としてか、ｗｅｂサイトなどでの形になるかは、現状まだ考えておりませんが、決まりましたら、私のブログ（http://aku.sblo.jp/）やツイッターアカウント（https://twitter.com/aku_himenogi）などでお伝えしますので、ご興味のある方はそちらをご覧ください。

　ただちょっと注意点としては、成人向けのお仕事も多く携わっている関係上、そういう話題もかなり多めになっておりますので、そういうのが苦手な方や十八歳未満の方は、ブログのほうだけチェックする形をお薦めいたします。ブログのほうはほとんど関連作品の情報や宣伝だけになっていますので、成人向けのお仕事の話題も、そこからさらに紹介されているサイトに飛んだりしなければ大丈夫なはずです！　たぶん！




　こんな時に限って、もう少しあとがきページがあるとのことで、無様に言い訳させていただきますと、一応、今作のお話のオチというか最終巻となるお話のプロットは最初から決めてあったんです。

　ですがこの二巻では、それはまったく採用されていません。

　なんでかと言いますと、今回の原稿を提出した後で、打ち切りを申し渡された次第でして、なんとなくいい感じ風に締めるのが精一杯でした。

　いやはや、本当に申し訳ありません。

　一応、付け加えておきますが、これはこちらの目論見が甘かっただけの話で、担当編集や編集部に落ち度のある話ではありませんので誤解のなきよう。

　むしろ、ギリギリまでその判断を待ってくれたものだと感謝しているくらいです。

　ともあれそんなわけですので、続き自体は時間さえあればいつでも書ける状態ではあります。

　と言うか、一巻のあとがきにもチョロッと書いていますが、ネタ自体はアホほどあるので、この際、野放図に書き散らしていくのもいいかもしれません。

　その方がお話の体裁を無理に整えずに、エリナたちのキャッキャウフフシーンばかりを書くとかもできそうですしね。ぐふふ。

　まあ、その辺は、もうちょっと頭を冷やしてから、改めて考えていきたいと思います。




　はてさて、無様な言い訳はそろそろお開きにいたしまして、感謝とお詫び（すでに謝ってばかりという気もしますが）のコーナーと参りましょう。

　まずは、今作を素晴らしいイラストで彩ってくださいましたよう太先生！

　最高にかわいらしいエリナたちを描いてくださって、本当にありがとうございました！

　この二巻で新たに登場したリエーヌやリルレイアはもちろん素晴らしくかわいかったですが、聖后アリエノールもまた美しいこと！

　心底感謝しております。続刊できずに本当に申し訳ありません。

　担当のＭさん、いろいろとご迷惑をおかけした上、この様な結果となってしまい、本当に申し訳なく思っております。

　編集部内でどのようなやり取りがあったのかは想像するかしかありませんが、相当に尽力してくれたものと感謝しております。ありがとうございました。

　同じくＧＡ編集部の皆様も本当にありがとうございました。

　ご期待に添えることができず申し訳ありません。次の機会がいただけるかはわかりませんが、精進いたしますので、今後とも何卒よろしくお願いいたします。

　企画の立ち上げに尽力してくれたＫさんもありがとうございました。また美味しいものでも食べに行きましょう。呑むで！

　最後となりましたが、この作品を読んでくださった皆様、本当にありがとうございました。

　そして、こうして中途半端な状態で終わることを今一度、心からお詫び申しあげます。

　そしてまた、別の作品が出せた時、「どれどれ、あくのヤツは少しはマシになったかな」と手に取っていただけたら幸いに思います。





二〇一八年十二月　姫ノ木あく









著者

姫ノ木あく（ひめのぎ　あく）

　今まで使っていたＰＣが最近ご臨終なさいまして、一気に最新の環境へと移行することになりました。これでＶｔｕｂｅｒへの道も近づいた感じですが、懐の方はより一層タイヘンです！

　エリナちゃん助けて!![image: ]




イラスト

よう太

　本作のヒロイン３人娘に囲まれてウフフなシーンを想像するお絵かき屋さん。

　エリナは楽しげでお日様の匂いがしそうだし、フランはお菓子の甘～い匂いで包まれてるし、カナーンはミントな匂いだから・・・（スーハースーハー）








ファンレター、作品の感想をお待ちしています
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〈あて先〉
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東京都港区六本木２－４－５
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ＧＡ文庫編集部 気付




「姫ノ木あく先生」係

「よう太先生」係




https://ga.sbcr.jp/









ＧＡ文庫

魔ま王おうの娘むすめだと疑うたがわれてタイヘンです！

LV.2 今度は聖せい王おうの娘むすめだと疑うたがわれました！
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